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Prologue　黒衣の王






「古いにしえの獣……」

　昏くらき天。

　真っ赤に燃え上がる空からは人間の拳こぶしほどもある雹ひようが絶え間なく降りそそぎ、荒れはてた大地は一面が霜に覆おおわれている。

　今を遡ること三週間。

　世界は変わってしまった。否いや、終わりを迎えつつあった。終しゆう焉えんの島で起きた異変を機に、空が落ちて大地が砕け、海が干上がった。

　古に眠りについた獣たちが目覚め、跋ばつ扈こする地上。

　だが──

「しょせんは化石か」

　そんな過酷な世界さえ意に介した風はなく、威風堂々とその男は立っていた。

　騎き士し王おうゼルブライト。

　短く刈り上げた灰色の髪に、冷たく輝く黒の双そう眸ぼう。黒の戦闘衣の上からでもわかる筋骨逞たくましい肉体は、それ自体が鍛え上げられた鋼こう刃じんを想おもわせる。

　世界最大の旅団パーテイ『王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスク』の元第一位にして覇は都とエルメキアの象徴であった男は、感慨もなく告げた。

「現い在まを舐なめぬことだな。獣」

　背後には、倒れて動かない四本腕の巨人。

　大きさは竜に迫るだろう。遙はるか古の時代において、無比なる豪腕で天空の竜と天使とを悉ことごとく地に落とした戦闘狂『轟巨人ヘカトンケイル』。

　その襲撃をたやすくねじ伏せて。

「貴様ごとき過去の獣が現い在まに這はい上あがってきて何になる？」

　奇策を用いた返り討ちではない。正面から力ずくで圧倒したのだ。

　だが一方で、自身の十倍はあろう巨体の怪物にはもはや目もくれず、ゼルブライトがふり返ったのは市壁に囲まれた大都市だった。

　世界最大の軍事都市・覇都エルメキア。

　鋭するどき眼光でもって、彼方かなたの荒野から都を見上げる。

「…………」

　雹混じりの風に晒さらされながら、どれほどその場で黙していただろうか。

「ここではなかったか偽英えい勇ゆう」

　騎き士し王おうゼルブライトは無感情の声こわ音ねでそう呟つぶやいた。

　すれ違いか？　それとも読み違いか？

　初めは旅人の町シャーラ。

　そこを起点として各地を回り、荒ぶる大海を渡ってオルヴィア大陸にまで辿たどりついた。いざ覇は都とを訪れたものの、ここにも旅団パーテイ「再来の騎士」の影はない。

「取り戻しに来る、そう読んでいたのだがな」

　人知れず口にする。

「よもや王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが不在であることに気づき、その後を追ったか？」

　渦巻く雲を背景に佇たたずむ都市。

　翼もつ魔獣たちが空を徘はい徊かいする光景を前に、黒衣の騎士はしばし、霜の大地に留とどまり続けていた。






Record.1　精霊の息するところ
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　身震いするほどの寒さ。

　空から雹ひようが降り、昼夜の区別もなく極寒の風が容赦なく吹きすさぶ異常気象。人々は家に籠こもって窓を閉め、暖炉に薪まきをくべて火を灯ともして過ごしている。

　そんな過酷な世界において。

　外気に身をさらして野宿するのは、レンにとっても困難への挑戦だった。

　ただし、寒さを凌しのぐのとは別の意味で。

「……ぅぅん……レン……」

　草原の草を寝床がわりにして横向きに寝ころぶレン。

　そして自レ分ンと触れあうくらいの距離に、向かい合って寝入る少女の姿があった。

「ふふ、何をしているレン。そんな……くすぐったいじゃないか」

「俺は何もしてないんだけど」

「ふふ……むにゃ……」

　嬉うれしそうに寝言をくり返す竜りゆう姫ひめキリシェ。

　青みを帯びた銀色の髪は一本一本がさらさらと絹糸のように流れ、光沢がある。血色のよい肌はきめ細かく美しく、細身の肢体によく似合う。人間ならば十六歳か十七歳にあたるであろう面立ちは愛らしく、燐りんとした気高い雰囲気をも湛たたえている。

　ここ竜の渓谷ですべての竜を従える少女である。

　終しゆう焉えんの島の消滅によって一度は消息不明となったものの、昨日、三週間ぶりにようやく再会を果たすことができた旅団パーテイの仲間だ。

「レン……」

　夢のなかのキリシェが手を伸ばす。

　その指先が頰ほおを撫なでるように触れてくるせいで、レンは一睡もできていなかった。

　ただでさえ慣れない野宿。しかも竜の渓谷という場所で緊張しているというのに、おまけにキリシェに密着されて眠れるわけがない。

「ていうか、さ」

　寝返りをうって背後をふり返ると、何とも言えない生暖かい風が顔に吹きつけてきた。湿り気を帯びた風で、強烈な獣の臭においを帯びている。

「……なにこれ」

　自分たちを取り囲むように横たわる巨大な影。

　岩？

　この草場に大岩なんてあっただろうか。内心そう首を傾かしげていたが、星明かりに照らしだされた輪郭を見てレンはすべてを理解した。

　竜。

　それもとてつもなく巨大な地竜や、普段なら深海の底にいるはずの水竜がいつの間にか自分の周りに集まっていたのだ。

　いや、正しくは竜姫キリシェの周囲ということになるだろう。

「竜は群れて眠る習性があるって聞いてはいたけど……」

　生暖かく感じた風は、竜の息。

　冷たい風を竜の巨体が遮ってくれるのはありがたいのだが、そのかわり寝息が凄すごいのだ。地面が轟とどろくような迫力ある寝息のせいで、こちらの頭が割れそうになる。

「どうすりゃいいんだよ」

『……うるさいですレン』

　目の前に横たわる一ひと際きわ巨大な影が、動いた。

『竜の渓谷では夜は静かに……もう……』

「カルラ？」

　上半身を起こす。

　夜の薄闇に紛れてわかりにくいが、極光オーロラ色に輝く霊王竜が、後ろ足を曲げて地面にお尻しりをつけた恰かつ好こうでこちらを見下ろしていた。

　竜りゆう帝ていカルラ。

　キリシェと姉妹の契りを交わし、渓谷を不在にしがちなキリシェにかわって竜種を統率する役目を担っている竜だ。おとなしく知性的である反面、渓谷の平和を乱すものに対しては一切の容赦をしない苛か烈れつな一面も持ち合わせている。

　レンに対しても当初は凄すさまじく冷徹で、攻撃的だった。

　それが今、ようやく彼女の警戒も解けて風当たりも和らいできたように思う。

『…………』

　こっくりと船を漕こぐカルラの頭部。

　他の竜は地面に頭を降ろして寝ているのに、カルラだけは上半身を起こしたまま。

　人間で言うと座りながら寝ている状態だろうか。渓谷の番人として、緊急事態にはすぐ起き上がれる態勢で眠る習性がついているのだろう。

「ってことは今のも寝言？」

『こら……レン、竜の子供をいじめては……いけません……』

「どんな夢だよ!?」

『……ふふ。まったくあなたは……』

　寝入る竜帝。

　その頭がフラフラと大きく縦に揺れ出して。

「カルラ？　平気か、倒れそうだけど」

『────』

　ゆらり、とその巨体が横倒しに倒れこんできた。

　レンの頭上へ。

『……むにゃ』

「倒れる!?　待てカルラ、いま倒れられると俺が潰れ……うわあああああああっ!?」

　轟とどろく地響き。

　くずおれる竜帝カルラの巨体の下で、レンの悲鳴がこだました。




　翌朝。

　渓谷がまだ冷たい白しら靄もやに包まれている早朝に──

「んー、よく寝た。こんなに熟睡したのは何週間ぶりだろう」

　ゆっくりと起き上がって上機嫌なキリシェ。

　周りの竜たちもそれにあわせて次々と起き上がり、渓谷の隅々へと散っていく。

「気力も体力も万全だ。これならすぐにでも旅立てるぞ。フィアとエリーゼを見つけに行かないとな」

『キリシェ姉様の元気が戻られて何よりです』

　同じく起き上がるのは竜りゆう帝ていカルラ。

　昨夜遅く地面にくずおれた姿勢のまま、カルラも朝まで熟睡しきっていた。

『私としたことが、皆と共につい寝入ってしまいました』

「無理もない。神かみ代よの獣との戦いもあったし、ここしばらくの出来事でお前にはずいぶん苦労をかけてしまったからな」

『おかげさまで疲れも取れました』

「お互いに休息は大切だな。今後また渓谷を狙ねらう輩やからが現れないとも限らない。というのにレン、肝心のお前が元気ないのはどういうことだ？」

「……え？　いや、まあね」

　一人、草原に腰をついたままレンは溜ため息いきを吐きだした。

　草原を転げ回ったせいで服は草だらけ。そこかしこに土つち埃ぼこり。そんな消耗しきった姿を見てキリシェとカルラとが揃そろって首を傾かしげてみせる。

「誰かさんの寝相がさ。あやうく潰されるかと思ったし……」

「うん？　わたしは寝相は良い方だぞ。なあカルラ」

『おそらく周りの竜が寝ぼけて彼の近くに寄ってしまったのでしょう。後ほど私から皆に注意しておきましょう』












「……ああ。見つかるといいな、その寝ぼけた竜」

　まさか自分が犯人だとは夢にも思っていないらしいカルラに、嘆息。

『レン、体調が優れないならもう一晩渓谷に泊まっていきますか？』

「遠慮しとくよ。もう一晩いたら今度こそ踏み潰されそうだし……」

『というと？」

「ううん何でもない」

　再び首をかしげる竜の姉妹の前で、レンはよろよろとその場に立ち上がった。服についた土つち埃ぼこりと草をはたき落として天を仰ぐ。

「それに早く出発したいんだ。フィア先輩とエリーゼを見つけたいから」

　消息不明にある大天使フィアと先代魔王エリーゼ。

　そのうちフィアの居場所については現時点で手がかりがない。旅人の町シャーラに集つどう天使たち、それに女神レスフレーゼさえもフィアの状況は摑つかめていないという。

「フィア先輩だけど、どこか特別な場所にいるんじゃないかって女神様が言ってたんだ。天使たちもフィア先輩の気配を感知できてないらしくてさ」

「よほどの辺境か、あるいは特殊な秘境に飛ばされたかだな」

　後を継いだのはキリシェだ。

　キリシェもまた、終しゆう焉えんの島が消滅した衝撃で流氷の海に転移していた。

　極端な話、フィアが深き地底の世界である冥界まで吹き飛ばされている可能性も考えられるだろう。

『大天使フイアを探すのは後回しでしょうね』

　落ちついた口調で、竜りゆう帝ていカルラ。

『この変わり果てた世界の探索は危険を孕はらみます。神かみ代よの獣とて、渓谷を襲った個体だけとは思えません。アレと同じか、アレ以上に危険なものと遭遇する可能性を憂慮すべきでしょう。大天使フイアを探すのは居場所に目星がついてから。手がかりなしで闇雲に動くことは控えるべきです』

「ってことはやっぱりエリーゼが先か」

『はい。昨日話した通り、西の方角から、大規模な法ほう術じゆつが展開された波長を感じました。強い悪魔の法力。先代魔王かそれに準じる力の持ち主でしょうね』

　エリーゼが放った法術の可能性がある。

　あるいは魔王か五ご大だい災さいか。いずれにせよエリーゼに近しい悪魔によるものだろう。この渓谷から西の方角だとすると、大陸であれば候補は二つ。

　聖地カナンのあるアルカナ大陸か。

　覇は都とエルメキアのあるオルヴィア大陸か。

「二つに一つだよな。見つからなかったら両方回ることになるんだろうけど、一つの大陸をくまなく探すのって相当大変だから」

「それなら話は簡単だ。アルカナ大陸の方がいいと思うぞ」

　自信を感じさせる様子でキリシェが腕組み。

「覇は都とからすれば『再来の騎士わたしたち』は敵だ。侵入したところで大騒ぎだろうし、そうなっては面倒くさい。楽に情報収集するなら聖地カナンで間違いない」

「……うーん」

　頷うなずきたい気持ちはもちろんある。

　が、実はレンの中でもまだ結論が出ていないのだ。

「一つ疑問なんだけどさ。たとえばエリーゼが聖地カナンにいたとして、そんな大法ほう術じゆつを聖地カナンで発動するかな。覇都あたりに飛ばされたエリーゼが王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクと鉢合わせして、そこで戦った時の法術って可能性が高い気もする」

「ならオルヴィア大陸か？」

「……でも本当は、俺もアルカナ大陸が気になってるんだよ。聖地は俺たちも世話になった場所だから。エリエスの無事も確かめたいし」

「どっちも決め手なしか」

　弱った声をあげるキリシェ。

「私が空を飛んで海を渡るにせよ、さすがに二つの大陸を連続で飛びまわるのは疲れる。できれば一発でエリーゼのいる大陸を当てたいが……」

「一応、大陸の情勢に詳しそうな人がいないわけでもないけど」

　キリシェから見て右方向を指さし。

　少し離れた大樹の木陰に、見知った顔の三人が今も仲良く眠りについていた。

「団長、ほら団長起きてってば」

「んー……なんだボウズ。まだ出発の時間には早ぇだろ」

「その出発で迷ってるから知恵を貸してほしいんだよ」

「おう？」

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトを率いる男が、寝ぼけ眼まなこで起き上がった。

　ダン──浅黒く日焼けした肌に筋肉質な体たい軀く。年齢は三十代の後半だろう。剣士として円熟期を迎えたベテランだ。彼の足下には、今も可愛かわいらしい寝息を立てる獣人の少女リンと、大妖精シルクの姿がある。

　彼らの目的は、行方不明の仲間ミスティを探すこと。

　再会以来、旅人の町シャーラを経て竜の渓谷までついてきていた。

「しかしレン、本当にこいつらを同行させるのか？」

　こそっとキリシェが耳打ち。

「沈黙機関がたやすく見つかるわけがない。フィアやエリーゼを探すより困難だ。それに、見つかったところで良い結末にはならないぞ」

「……わかってる」

　彼らの仲間だったミスティの正体は沈黙機関である。

　三百年前に終しゆう焉えん戦争を引き起こした災厄であり、彼らの侵攻によって神性都市シィエラミリスは衰退したと言われている。そんな彼女を追いかけたところで容易に見つかるわけがない。

　また、見つけたところで彼女が黄金の夜明けヴイーナス・ライトに戻るとも思えない。

「でもキリシェだったら納得できるか？　俺とフィア先輩とエリーゼが行方不明で、その三人はもう見つからないから諦あきらめろって言われてさ」

「まさか」

「黄金の夜明けヴイーナス・ライトだって気持ちは同じなんだよ」

「…………」

　キリシェが無言で苦笑い。

「……なるほど。立場も心境も同じというわけか」

「他人が説得できる話じゃないんだよ。もし俺やキリシェと別行動だとしても、団長たちなら絶対、自分たちで無理やり海を渡ろうとするから」

「無謀だな」

「無謀だよ。だから俺たちが一緒についてた方がまだ安全だろ」

　海を渡って他大陸に移動するまでだ。

　そこから先が別行動になることは、既に黄金の夜明けヴイーナス・ライトにも伝えてある。

「よくわかった。それで、こいつらが世界情勢に詳しいと？」

「俺たちより顔が広いのは確かだよ。──なあ団長、俺たちエリーゼを探しに西の大陸に行こうかと思ってるんだ」

「おう、いよいよ海を渡る時が来たわけだ！」

　豪快な笑みで応じる団長。

　まだ眠りこけている獣人と大妖精を揺すって起こしながら。

「で、俺に知恵を貸して欲しいってのは？」

「アルカナ大陸とオルヴィア大陸、何か話を聞いてたりしないかな。どっちの大陸が危険だとか、どっちの大陸でこんな噂うわさがあったとか程度でいいから」

「んー」

　無ぶ精しよう髭ひげを生やした顎あごに手をあてて唸うなる団長。

「噂くらいなら星の数ほど聞いてるからなぁ」

「っていうと」

「ボウズが探してるエリーゼってのは元魔王の嬢ちゃんだろ。だったらアルカナ大陸が怪しいと思うぜ」

「なんで!?」

　レンとキリシェの声が見事に重なった。

　なぜそこまで自信ありげに断言できるのか。ここまで明快な答えが返ってくるのは正直レンとしても予想外でしかない。

「待て待て。なぜエリーゼの居場所がアルカナ大陸だとわかる。わたしだってこの三週間、世界中を飛びまわったんだぞ」

「エリーゼって嬢ちゃんがいるかどうかはわからねぇさ。だけど元魔王様だってんなら、その配下なら知ってるかもしれねえだろ。俺らが冥界に迷いこんだ時の……あの魔王宮の魔王とか側近とかなら居場所も知ってそうじゃねえか」

「だから、その魔王や側近の現在地がわかれば苦労はしないだろうに！」

　頰ほおを膨らませて答えるキリシェ。

　対して。

「アルカナ大陸あのあたり、かなりでっかい地殻変動が起きたって聞いてるぜ」

　団長はあっけらかんとした口調でそう答えた。

「アルカナ大陸の中央から西南の砂漠にかけてだっけかな。そこの地盤が隆起したせいで地底にあった冥界の一部が浮かびあがったとか。そこから魔獣が這はい上あがってきたとかって話があるんだよ」

「ほう？」

「冥界が地上に浮上したなんて大事件、悪魔が放っておくわけねぇからな。魔王宮の悪魔も地上に出てきてるんじゃねえかなって思ったわけだ」

「意外だ……思いのほか有益な情報だったな。ならばエリーゼはアルカナ大陸が本命か」

　一人で頷うなずくキリシェが、あらためて団長へと視線をやって。

「そうと決まればすぐに出発しよう。お前たちも準備はいいな」

「おうよ、リンとシルクを起こすからな。二人とも起きろって、出発だぞ」

　ぺしぺしと獣人の少女と大妖精の頰を叩たたいて起こす団長。

「……うーん。団長、あと一時間」

「……シルクもまだ眠いの」

「ほら起きろ。もう出発するぞ」

　寝ぼけた子供を起こす父親のような図の黄金の夜明けヴイーナス・ライト。そんな暢気のんきな光景をひっそりと見守りながら。

「レン、本当にこいつらを連れていくのか。見ているこっちの気が抜けそうだが」

「うん。……ほら、貴重な情報も教えてくれたわけだからさ」

　レンはキリシェと顔を見合わせたのだった。





　　　　２






　東のイシュ大陸から、西のアルカナ大陸へ。

　世界異変前のアルカナ大陸は竜の渓谷から北西にあったが、現在は違う。イシュ大陸の北端が砕け、竜の渓谷が海の孤島となってしまったからだ。

　大陸の形さえ変えてしまった膨大な力。

　終しゆう焉えんの島を消滅させた謎の暴風、あれが世界異変のキッカケだった。

　……あの力は何だったんだ。

　……英勇エルラインもあの渦巻く風のことを最後まで気にかけてた。

　唯一、沈黙機関フィオラだけは暴風の正体を知っているような様子を見せていたが。

「考えなくちゃいけないことが山積みだな……って、うわっ！」

　銀色の竜が急旋回したはずみに身体からだが浮かび上がる。

　危うく空中から放りだされる寸前、レンは竜の背中にしがみついた。

「あ、あぶな……キリシェ、どうしたんだよ」

『飛ぶ方角を間違えた』

　レンの足下から声が響く。

　純白の羽毛に包まれた、神こう々ごうしき光をはなつ天てん銀ぎん竜りゆうが高度を上げていく。

　──竜の渓谷からアルカナ大陸へ。

　今まさに大海を渡っている最中だが、レンのしがみついているキリシェがしきりに身体を動かすから足場としては不安定この上ない。

『目印にしていた島が消滅していた』

「消滅って？」

『わたしが見ていたのは別の島だったらしい。あちこちで島が消えたり流されたりしてるせいで、アルカナ大陸への目印が使えなくなってるのを忘れていた』

　飛ひ翔しようするキリシェの下に浮かぶのは緑の孤島。

　目を凝こらせば水平線の向こうにも似た島がいくつもある。キリシェが見間違えるのも無理はあるまい。

「大丈夫かよ……」

『大体の方角は見当がつく。レン、黄金の夜明けヴイーナス・ライトにも伝えろ。もうしばらく時間がかかると』

「その三人だけど」

『さっきから妙に静かだ。海に振り落としてしまったかな？』

「いや大丈夫だよ。俺が言っても聞こえないと思うけど」

　背後をふり返る。

　キリシェの背中後部にしがみついている団長、獣人、大妖精。三人とも真っ青な顔でなかば意識を失った状態なのだ。

「すごい表情。よほど怖いんだと思う」

『贅ぜい沢たくな……』

　竜の姿をしたキリシェが溜ため息いき。

『わたしの背に乗る機会などそうそう無いぞ。怖がるより喜ぶべきだろう』

「そうそう無いから怖いんだよ」

　苦笑で応こたえ、レンはキリシェの背中から眼下を見た。

　海面から百メートル以上の高度。

　この高さだからこそ海の荒れ具合がよくわかる。帆船をも吞のみこむ大波同士がぶつかり、さらに大きな一つの波となってうねり、その奥では大渦が凄すさまじい勢いで周囲の海水を巻きこんでいく。

　……俺の知ってる海じゃない。

　……こんなの海獣だって溺れるんじゃないか。

　遠洋航海用の大型全装帆船シツプでさえこの海を渡るのは至難だろう。竜のように空を飛べる生物の力を借りる以外、もはや大陸間を移動することは難しい。

「キリシェ気づいてる？」

『後ろをついてくる魔獣のことか』

　そう、雲の切れ目から現れた翼もつ魔獣たち。

　全身黒こく褐かつ色しよくで、異様に膨れあがった頭部をもつ蛇。あんな獣は冥界でも見た覚えがない。それが百体ほどの群れをなしてキリシェの後ろを追ってきていたのだ。

『奴やつらの縄張りに入ったらしいな。あの鳴き声は激怒している雄お叫たけびだ』

「空も安全じゃないのか……」

『天界が落ちたせいだな。天使が地上に避難しているせいで、空を飛ぶ魔獣が好き放題というわけだ』

　大地は徊かい獣じゆうたちが徘はい徊かい。

　海は荒れ狂い、空もまた飛ひ翔しようする魔獣たちの領土と化してしまった。

『まあいい。あんな小さな獣に構っていても仕方ないからな。このままアルカナ大陸まで飛び続ける。気を抜くなよレン。わたしがいつ急に速度を上げるかわからんぞ』

「覚悟してるよ」

　身を屈かがめて銀色の羽毛を握りしめた。

　瞼まぶたさえ開けていられないほどの向かい風が吹きすさぶなか、奥歯を嚙かみしめながら必死にキリシェにしがみつく。

　そんなやりとりから、どれだけ経過したことだろう。

『見えたぞ』

　竜の一言。

　黒みをおびた水平線の先に、大陸らしき影が浮かびあがった。

　アルカナ大陸の東端で間違いあるまい。キリシェが高度を落としていくことで沿岸部が徐々に鮮明さを増してくる。

「お、おお……！　地面だ。とうとう着いたか！」

「死ぬ……酔った……は、早く降りたい……」

「シルク目が回ったよぉ」

　気を失っていた黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人もようやく目が覚めたらしい。まだ顔色は真っ青なものの、喋しやべる気力は戻ってきたのだろう。

　とはいえまだ大陸の東端だ。

　エリーゼの情報を集めるためにレンが向かっているのは聖地カナンで、ここからさらに大陸の中央部まで距離がある。

『レン、一度降りるか？』

「そうするよ。聖地カナン以外のところの様子も見ておきたいからさ。ただ、こんな大きな樹海に降りるのは危険そうだから」

　沿岸部から続く樹海。

　地肌が見えないほどの密度で茂る木々の葉に隠されて、樹海の中にどんな生物が潜んでいるかわからない。

「森を抜けて、見晴らしの良い場所があればいいんだけど」

『だがこの森は相当広いようだぞ』

　地平線の先まで続く森。

　だいぶ奥まで飛んできているはずなのに終わりが見えない。

　おそらく太古の昔から残る原始林なのだろう。人間の手による開拓も探検も進んでいない原初の森というわけだ。




〝来テ〟




「えっ……」

『どうしたレン』

　今のは何だ。風鳴り？　それとも幻聴？

　遠く遠く、消え入るように小さい声だったが、自分に向けて誰かが囁ささやいてきたような気がした。

「キリシェは今の聞こえなかった？」

『何の話だ？』

　不思議そうに聞き返してくる竜の姫。

　竜種の五感は人間など比較にならないほど鋭するどい。今の声がキリシェに届かず自分だけが聞こえたということは考えにくいのだが。

『何があった？』

「いや、もしかしたら俺の勘違いかも。──っ、いや！」




〝待ッ……ル、カラ〟




　まただ、今度は幼い声。

　それもさっきより明確に。風鳴りで麻ま痺ひしかけた鼓膜を介する音の波ではなく、身体からだの内側に浸透していくような神秘の波長。

　これはまさか。

「……精霊か!?」

　渦巻く風のなか、勢いよくレンの肩に飛びのってきたのは土の始原精霊ノームだった。

　その小さな手を眼下の森に差し向けて。

『ココ！』

　続いて現れたのは火の始原精霊サラマンダーだ。

　こちらはレンの隣ではなく、空を飛ひ翔しようする天てん銀ぎん竜りゆうキリシェの鼻先に顕現していた。翼を大きく広げて空中に停止。

　止マッテ──

　言葉の届かない竜キリシエに対して精一杯の身振りでそう伝えようとしていた。

「待ったキリシェ！　精霊が何かを伝えたがってる！」

　終わりの見えない原始林。

　そこから精霊らしき声が聞こえてくるのと時同じく、土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーとが現れた。つまりこの森には何かがある？

「キリシェ、どこか着地できる場所は」

『そうは言うが、これだけ木が密生しているとな。わたしが降りるだけの空き地があるかどうか』

　空中に停止するキリシェ。

　きょろきょろと頭を器用に動かして。

『いっそ周りの木を片っ端からなぎ倒して着地するか』

『ダメ！』

『ヤメテ！』

「……土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーがどっちも猛抗議してるんだけど」

『注文の多いことだ』

　溜ため息いきをつく天てん銀ぎん竜りゆうが、ゆっくりと翼を羽ばたかせながら高度を落としていく。

『ゆっくり降りるのは神経を使うから苦手なんだがな』

　大樹が立ちならぶ隙すき間まへ。

　最初に真っ白な尾、次に胴体をゆっくりと木々の間に通していく。竜の肌に触れた葉が落ちていくものの、これは精霊二体も許容範囲らしい。

『せ、狭い……』

　座りこむことができず大樹に立ちっぱなしで寄りかかるキリシェ。

　それでも窮屈そうに身を強こわばらせている。竜の力なら、足一本でも動かせば周りの木々をなぎ倒してしまうに違いない。

「早く小さくなった方がいいかも」

『わたしもそれには同感だ』

　レンが着地するのをみはからって天銀竜キリシェが一鳴き。

　歌うように長く、そしてリズムと抑揚に満ちた鳴き声──その声が消え入るのにあわせ、身体からだのまわりを白い光の粒が覆おおいはじめた。

　光に包まれた竜の巨体が、次第に細くなって人間の少女のような輪郭シルエツトに。

　そして小柄になっていく。

「…………ふぅ」

　少女の姿になったキリシェが息を吐くその後ろで。

　キリシェが背中に抱えていた黄金の夜明けヴイーナス・ライトは、疲弊しきった様子で横たわっていた。

「団長？」

「…………」

「平気かって聞こうと思ったけど」

「……察してくれや」

　土から露出した木の根を枕代わりに、すっかり青ざめた顔色で横たわる団長。彼の左右には同じように倒れている獣人リンと大妖精シルクが。

「うぅ吐きそう。思いっきり空で揺すられて気持ちが悪い」

「ふぇぇん。シルク、目がぐるぐるするよぉ」

　そんな彼らを見わたしてキリシェが溜息。

「情けない。たったあれだけの飛行で目を回すとは」

「……ちっとは手加減してくれや。こっちは竜の背中に乗るなんて初めてなんだぜ」

　倒れた団長が弱々しく手を振ってみせる。

「俺らはちっとばかし休憩だ。ボウズ、探検ってことなら行ってきていいぞ。荷物は俺らが見張っといてやる」

「……どうも」

　見張る気力もなさそうだけど──という言葉を吞のみこんでレンは素直に首肯した。

「ピンチになったら駆けつけてやる」

「口だけは元気だな。お前たちこそ、何かあればわたしたちの方に走って逃げてこい。この森とて何がいるかわからんぞ？」

　森の奥を指さすキリシェ。

「レン、こいつの立ってる方角でいいのか？」

「多分ね」

　キリシェが指さしたのは木の根っこに座る土の始原精霊ノームだ。火の始原精霊サラマンダーもその頭上を旋回している。

　──コッチ。

　そう言いたいのだろう。木々の間にできた獣道の方を指さしている。

「はいはいわかったよ。今いくから」

　キリシェにも伝わるよう頷うなずき、レンは原始林を歩きだした。

　光さす緑道。

　ここが唯ならぬ場所であるというのは、キリシェが着地した時からレンにも自然とそう理解できた。

「ふしぎな場所だな……」

　隣では、キリシェも眩まぶしそうに目を細めている。

「こんなにも木々が生い茂ってるのに地こ面こまで木漏れ日が届いてる」

　落ち葉と草と花とが敷きつめられた地面を、差しこむ光が優しく照らしだしている。

　光の落ちた場所から新芽が萌え出て、腐葉土を苗床に、また新しく生まれようとする命の循環──

　外の世界がこれほど荒廃しているというのに、だ。

「この光も不思議だよ」

　肩に触れる光をレンはじっと凝視した。

「空が赤いのに、この光、昔の光のままなんだ」

　血のように赤く染まった現在の空。

　そこから降りそそぐ光もわずかに赤みを帯びている。だが、この森の木々を通して降りそそぐ光はどうだ。

　世界異変の前の、あの透きとおった光そのものではないか。

　……まるで浄化された光みたいだ。

　……この森の葉っぱがそうしてるみたいに。

　赤い光が木々の葉を通過して浄化されて、木漏れ日となって降りそそいでいる。

「ふむ。しかし木の方に特殊な力があるとは思えんが……」

　苔こけむした大樹を見上げるキリシェ。

　軽く跳躍して、地面から突きでた木の根っこの上部へと飛びうつる。

「よく育った大樹だな。竜の渓谷にもここまで大きな木はないぞ」

　原始林を構成する大樹は、根っこの直径だけでもレンの腕より太い。幹の太さは目測で直径四メートルほどだろう。

　とにかく大きく頑丈に、大地に根を張っている。

　なにしろ竜の姿のキリシェが寄りかかっても倒れなかったのだから。

「大地が肥ひ沃よくなんだろう。土もたっぷり水気を含んでる。光もこれだけ木漏れ日があれば十分だろうし」

　森を見わたすキリシェ。

　と。何かを思いついたように苦笑した。

「だが、この森は同胞には教えられないな」

「どうして？」

「竜種は大食だ。この森がどれだけ広大であろうと葉を食い散らかしてしまうだろうから。普段、竜が渓谷にこもってじっとしているのもソレが理由だ」

「お腹なかを空すかさないためってこと？」

「そう。そして肥沃な餌えさ場ばを見つけないため。こんな食べ放題の木々があれば、さすがに我慢できまい」

　自らの活動に制限を加えている。そうしなければ、この世界の生態系をたやすく崩してしまいかねないから。

　だが、まさか竜がそんな自戒の念を持っていたなんて。

「……そんなの初めて聞いたよ」

　竜は獰どう猛もう。

　渓谷に近づく人間に容赦なく襲いかかる危険な巨大生物である、と。聖フィオラ旅学園で聞いた話はいったい何だったというのだろう。

「まあそうだろう。こんなのエルラインにも話したことがない」

「どうしてさ？」

　彼エルラインとの旅は、自レ分ンと過ごした時間より長いはず。

　宿場の整っていない三百年前は野宿も多かったはずだし、夜に火を囲んでの会話も弾んだのではないか。

「フィアとエリーゼがいたからな」

「うん？」

「わたしが竜の立場でアレコレ言ってしまうと、フィアだって『それなら天使だって世界のために貢献してる点がありますわ』と言い出すに決まってるし、エリーゼだって『悪魔だって』と言い返すのが目に見えているだろう？」

「……ああ、そっか」

　三さん大だい姫ひはいわば三種族の代表だ。

　同胞を代表してエルラインに同行しているのだから、その発言も同胞の立場を踏まえなくてはいけない。三人のうちの誰かが言い出したら、残る二人も自分の種族を代表して発言せざるをえない。だから暗黙の了解で誰も言わなかったのだ。

「今はわからないがな」

　木の根の入り乱れた獣道を進みながら、キリシェ。

「終しゆう焉えん戦争が終わって三種族が互いに干渉しあうこともなくなった。もはや三大姫わたしたちが気をつかうことでもないのかもしれない」

「……それも英勇エルラインの功績か」

「あとはお前の気質だ」

　木の根に飛び乗って、竜の少女がふり向いた。

「エルラインに言うと真剣な相談に聞こえてしまう。だがお前に今のようなことを言っても世間話にしかならない。フィアもエリーゼも笑って聞き逃す気がする」

「どうして？」

「相談に乗ってくれる相手なのか、愚ぐ痴ちをこぼす相手なのかの違いだな」

　そう言うキリシェは楽しげだった。

　声を弾ませながら。

「お前は、世界で一番気安い英えい勇ゆうになればいい。それが奴エルラインとの違いだ。そこらの村の出身で、普通の旅団パーテイ養成機関に通って、かけだしの時に疾竜ワイバーンにボロ負けした英勇でもいいじゃないか」

「……頑張ってみるけどさ」

「頑張ってもらわなくては困る。世界録アンコールを手にしたからって、やることは山積みだろう？」

　奥まった獣道を見つめるキリシェ。

「すべては────っと」

　竜の少女が顔を上げる。

　ぽちゃん、と額に一滴の水滴が落ちて飛沫しぶきとなった。

　一滴。もう一滴。レンが頭上を見上げるまもなく、さぁっ、と雨粒が木々の葉を叩たたく音が原始林に広まった。

「わっ、雨か!?　こんなに光が差してるのに」

「やはりこの森は他と様子が違うな。森の外が雨雲に包まれて真っ暗だろうと、森の内部は木漏れ日で常に明るいということか」

　光さす森に雨が降る。

　さながら雨雲のない通り雨のようだ。

「さてどうする。雨宿りの場所には困らないが、雨に濡ぬれながら進むか？」

「……休もっか」

　大樹の幹に背を預けて天を仰いだ。

　茂った葉に遮られ、雨が地面に落ちてくるのは大樹と大樹の間だけだ。木の近くに寄りそっていれば濡れることはないだろう。

「こいつらも急いでないみたいだしさ」

　火の始原精霊サラマンダーは、早々にレンの背中に留まって一休み。

　土の始原精霊ノームはというと、雨で柔らかくなった土をこねて小さな泥人形を作り始めていた。二体とも雨のなかを進む気は無いらしい。

「……精霊か」

「どうしたのさキリシェ？」

「…………」

　精霊二体を順に見つめる竜の少女。

　初めてレンが火の小精霊を召喚することに成功して以来かもしれない。こんなに真剣に、そして遠いまなざしでキリシェが精霊を見つめていたのは。

「精霊。実体をもたない霊的波動体、この世界の一番古い住人……」

「キリシェ？」

「奇妙な存在だとばかり思ってた。知能を持ってるのかどうかも知らなかったし、お前がこうして連れてくるまで、コイツらを世界の住人だと意識したことさえなかった」

　神妙な口ぶりで。

「わたしも────」

「わたしも？」

「この世界に召喚される前は、わたしも精霊こいつらと同じ姿だったのかな……？」

「キリシェ、いま何て」

「すまないな。お前は隠しておきたかったのかもしれないが」

　銀色の髪をなびかせて彼女がふり返る。

　弱々しい微笑で。

「聞こえてしまった。終しゆう焉えんの島で、お前と沈黙機関が戦っている時の会話がな」

「…………」

　思いあたる節は一つ。

　あの時だろう、沈黙機関の姫フイオラが『世界創世の残り火』を発動させた直後。たった一人で沈黙機関に挑んだ時のこと──




〝はるか古代のことだ。別世界の霊的波動体が古代召喚術で招かれて、竜と天使と悪魔として具現化した……それがお前らは気にくわなかった〟

〝こっちの世界に存在しないはずのものだったから〟




　あの時の会話。

　キリシェはそれを聞いていたのだ。

「……エルラインがそう教えてくれたんだ」

「そうか」

　その場に腰を下ろす竜の少女。

「やっと奴やつが戦う理由がわかった気がする。アイツは、この世界のヨソ者である三種族の為ために戦っていたと。終しゆう焉えん戦争が終わってからも世界録アンコールなんてものを用意してまで、わたしたちの未来を案じていた」

「……ああ」

「バカだな。わたしは救いようのないバカだ。なぜ気づかなかった。共に旅をして、奴の横顔をどれだけ近くで見つめても、奴の心中を何一つ理解してやれなかったなんて」

　額に手をあててキリシェが吐息をこぼす。

　吐きだした息の気配。

　降りしきる雨音のなかに、深しん々しんと溶けて攫さらわれていく。

「レン」

「ん？」

「約束しろ。お前は隠し事はしないでくれ。奴のように決死の覚悟を黙って背負うような真ま似ねだけはするな。そんなのは奴一人で十分だ」

「…………」

「頼む」

　横顔を向けたままの彼女。

　その大きな緑玉色エメラルドの瞳ひとみが、ゆれていた。

「安心しなって」

　瞬まばたき一つない瞳を見返して。

　レンはキリシェの隣に腰を下ろした。

「フィア先輩とエリーゼを見つける。それが終わったら沈黙機関の姫フイオラから悪魔法ほう印いんを取り戻す。神性都市を見つけて、虚構精霊エイドスのことや沈黙機関のことを調べる。そして最後に、こんなになった世界を元に戻せれば最高だよな。俺が考えてることなんて当然のことばかりさ。隠すことなんて何もない」

「……わかった」

「あとは仲直りかな」

　肩に留まった火の始原精霊サラマンダーと、泥遊びに夢中の土の始原精霊ノームを眺めて──

「今の状況に直接関わってくる問題じゃないのかもしれないけど、エルラインは最後まで気にしてた。竜も天使も悪魔も、もう許されていい頃だって。別世界のヨソ者扱いされるんじゃなくて、この世界の住人として認められるべきだってさ」

　そう。

　それこそ彼が三種族を率いて終しゆう焉えん戦争を戦った理由だった。

　神性都市の時代に召喚された竜と天使と悪魔は、もう遙はるかなる神かみ代よの時代を経て現代に生き続けている。

　この世界の新しい住人として迎えられるには、十分な時間だろう。

「でも俺は、まだその方法が見つかってないんだ。世界最初の住人が精霊だっていうなら精霊たちが三種族を認めればいいのか。それとも沈黙機関に認めさせるのか。どうしたら『この世界の住人』に認められることになるんだろう」

「それは三種族の問題だ。わたしも考える。フィアもエリーゼも一緒にな」

　ぎゅっと握った手を差しだすキリシェ。

　自レ分ンの手を取って、こちらの掌てのひらに自身の掌を重ねるように合わせて──

「だから預けておく」

「これ……？」

　彼女が掌に押しつけてきたのは銀色の破片。

　大きさは、ちょうどレンの掌くらいだろう。わずかに先端が鋭利で、ナイフの刃のように薄く透きとおっている。

「天銀竜わたしの逆げき鱗りんだ」

　ほんのりと恥ずかしげに目を背けながら。

「三百年前、エルラインと戦った時に奴やつの一撃で剝はがされた。あまりに痛くて泣き叫んだからな」

「これを俺に？」

「フィアとエリーゼもお前に渡してるだろう」

　大天使の羽と、魔王の宝玉。

　どちらも強力な力を秘めた法具であり、古代召喚術の発動体だ。

「お守りだ。わたしそのものだと思って肌身離さずにな」

「……どういう意味？」

「特に。ただ、そんなことを言ってみたい気持ちになった。あともう一つ──」

　口をつぐむキリシェ。

　じっと自らの足下を見つめる仕草の後に、竜の少女は怖おず怖おずと言葉を続けた。

「竜の法ほう印いんも、お前に預けておく」

「カルラから預かってた……ってやつか？」

　もともとは終しゆう焉えんの島を閉ざしていた封印を突破するための、三界の至宝だった。

　女神法印を、天界の女神レスフレーゼから。

　悪魔法印は沈黙機関に奪われてしまったため、その複製レプリカを初代魔王ルルフォニカから。

　レンが所持しているのはこの二つだ。

「今のお前になら最後の法印も渡していいと思った。カルラも文句は言わないはずだ」

「……いいのか？」

　終焉の島は消滅したが、法印はいまだ重要な意味を持っている。

　三法印は、終焉の島で噴きだした暴風を突破する唯一の手段になる。悪魔法印を奪った沈黙機関の姫フイオラも、いまだ法印の奪取を目もく論ろんでいるはず。

「わたしが決めたことだ。だから……」

　不意にキリシェがふり向いた。意を決したように両手を伸ばす。

　自レ分ンの頰ほおに触れるように。

「じっとしてろ」

　艶つややかな紅唇が目の前に──

「お、おいキリシェ!?　近い！　近いって！」

「我慢しろ。わ、わたしだって恥ずかしいんだ……」

　頰に触れる柔らかい唇の感触。

　吐息と、彼女の前髪が首筋をくすぐったく撫なでるのを感じた時には、すでにキリシェはさっと顔を引いてしまっていた。

「……今のって」

「仕方ないだろう！　お前の両手は女神法印と悪魔法印の複製レプリカで埋まってるんだから。竜の法印の渡し場所がもうそこしかなかった」

　息を荒らげながら、キリシェ。

「ふ、不可抗力だ。これは法印を渡すために必要な儀式であって……！」

「だからって突然すぎるような」

「うるさい」

　耳まで赤くするキリシェが上目遣いに睨にらんでくる。

「こういうのは場の勢いだ。こんな譲渡、先に『する』と伝えたらお前もわたしも恥ずかしいだろうが」












「……それは正論」

「と、とにかく話はこれで終わり！　あとはおとなしく雨宿りだ！」

　キリシェが両膝ひざを抱えて丸くなってしまう。

　法ほう印いんを譲渡された場所だからだろうか。鏡のないここではどうなってるのかわからず、レンは無言で己おのれの頰ほおに手をあてた。

　……頰が熱い。

　……燃え上がってるみたいだ。

　キリシェの方を見られなかった。何一つ言葉が浮かばない。

　無言でそっぽを向く彼女も同じ気持ちなのだろうか。そう思いながら──

　一晩。

　降り続ける雨のなか。

　キリシェは恥ずかしそうに丸まって、レンは、木の根に腰かけた恰かつ好こうで頭上を見上げていた。





　　　　３






　雨上がりの森。

『ワァ！』

　地面にできた水みず溜たまりの上にかかる、虹にじ。

　それを見た土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーが一斉に喜びの声を上げた。

「結局、一晩降りっぱなしだったな」

　立ち上がったキリシェが両手を伸ばして柔軟体操。

「しかし思いのほか休めた」

「俺も、全然記憶にないんだけど熟睡してたみたい」

　キリシェにならってレンも立ち上がる。

　雨上がり特有の湿った空気のなか大きく息を吸って、吐く。草と土の薫り。人間の都市では感じられない心地だ。

「よっぽど疲れてたのかも。ついウトウトしてたよ」

「わたしたち以外に大きな生物もいないようだしな。つい気を緩めてしまった」

　あらためて周囲をうかがうキリシェ。

「しかしどこまで進めばいいのやら。おい精霊たち、わたしたちをどこへ案内しようとしている？　あとどれくらい歩けばいい？」

「黄金の夜明けヴイーナス・ライトの三人も置いてけぼりだもんな。そろそろ……」

『待って、待ってくださいレン様！』

「お？」

　鈴を転がすような声が、レンの胸元から。

　ついで、レンの上着の内側から掌てのひら大の少女が飛びだしてきた。

『先ほどから声が聞こえます』

「なんだ、ナスターシャいたのか」

『いま思いだしたみたいな言い方やめてください!?　もう……ちゃんといますってば！』

　起伏の乏しい細身の身体からだつき。

　顔かたちは人間の少女そっくりだが、違うのは蒼あお色の長髪だ。霊剣ヴィエルジュに似た色の髪が翼のかたちになって、その翼を羽ばたかせて空を浮遊している。

　世界録アンコールの住人ナスターシャ。

　神性都市で造られたことから『人工』の存在であるのだが、あいにく本人が自分の出生について正確な記憶を失ってしまっている。

「こいつが例の人工妖精か。夕べ、レンから話だけは聞いていたが」

『きゃっ？』

　ナスターシャの背中を指先でつつくキリシェ。

「世界録アンコールに寄生しているらしいな」

『どうか宿ってると言ってくださいませ！』

　両手をふりかざして抗議する人工妖精ナスターシヤ。

『こう見えても私の功績は中々のものですよ。かつて彼の剣士エルラインに世界録アンコールの機能を伝えたのも私ですし、レン様と出会ってからも凶悪な獣を片っ端から成敗し──』

「噓うそつけ!?」

『というのは冗談だとしても、天界の審門を直したのも私なのです。ほかにも世界録アンコールの機能の修繕をですね……』

「で、だ」

　じっと人工妖精ナスターシヤを見つめるキリシェ。

「肝心の声とやらは何のことだ？　わたしも集中しているのに何一つ聞こえないぞ」

『……あれ？　お、おかしいですね。さっきから囁ささやき声が聞こえてるのですが』

「どこからだ」

『そこら中からです。ねえレン様？』

「俺も聞こえないけど」

『……あら？』

　ぽかんと目を丸くする人工妖精ナスターシヤ。

　レンも周りの気配を探っているのだが、聞こえるのはキリシェと人工妖精ナスターシヤの話し声のみ。しいて言うなら土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーの遊び声くらいだろう。

　精霊の声……




〝イル？〟

〝イルヨ？〟

〝コッチ、見タ？〟

〝気ヅイテル？〟




　さらさら、と。

　葉っぱが風に揺れるのにも似た微かすかな囁き。それが自分の周りを囲むようにして響き合っていることにレンはようやく気づいた。




〝気ヅイタ……！〟

〝声、聞コエタ？〟

〝竜モイルヨ？〟

〝竜ハ気ヅイテナイヨ。デモ──〟

〝人間ニハ、届イテル〟




　すぐそこの茂みから。

　奥の大樹の陰と頭上の葉っぱ裏から。地面の中から伝わってくる声もある。

「……そうか」

「どうしたレン？」

「どうして俺らをここに連れてきたのか、やっとわかった」

　土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーに向けて頷うなずく。

　その心中が伝わったのか、二体の精霊が嬉うれしそうに笑い声を弾ませる。

「ここは精霊の森だったんだ。そうだろ？」

　ざわりと響く気配。

　足音でも話し声でも匂いでもない気配。それは本来なら聞こえぬはずの精霊の息づかいだったのだ。

「精霊たち!?」

　目を見ひらくキリシェ。

　そこら中の茂みから飛びだしてくる小さな影。だがキリシェが驚いたのは精霊の出現ではなく、その数だった。

「こんなにたくさん……！」

　大樹の陰から飛びだしてくる精霊たち。

　茂みから現れる精霊もいれば、どこからともなく宙を漂ってくる精霊もいる。二十体、いや三十体。レンが数えている間も次から次へとやってくる。

　人形のように愛くるしい姿のものから、熊くまのような姿をした毛皮に包まれたものまで。大きさはいずれも土の始原精霊ノームほどか。

「あれ。でもナスターシャ？」

　ふり返る。

　キリシェの目の前を漂う人工妖精ナスターシヤへ。

「お前、この精霊たちの声が聞こえてたのか？」

『そりゃあもう。こんなに大勢で喋しやべってたら誰だって聞こえますよー』

　当然とばかりに頷く彼女に。

　レンは、キリシェと無言で顔を見合わせた。

「もしかして知らないのかな……」

『何をです？』

「精霊の声って、古代詠唱士エイシエンター以外だと精霊しか聞こえないはずなんだけど」

『え？　またまたぁ。レン様、そんなご冗談を』

「現にわたしにはちっとも聞こえないぞ」

　言葉を繫つないだのはキリシェだ。

「おい世界録アンコールの寄生虫」

『住人ですってば!?　ですからナスターシャとお呼びください！』

「珍妙だな。精霊の声が聞こえるお前は精霊なのかもしれないが、そうするとお前の声がわたしに聞こえるのは変だ」

　キリシェが不思議そうにナスターシャを指で突く。

　精霊の声が聞こえるのだから人工精霊？

　しかしナスターシャが精霊だとすると、その声が竜キリシエや天使レスフレーゼにも聞こえている理由がわからない。精霊の声は三種族には届かないはずだからだ。

　精霊であっても精霊でなくても、矛盾した存在ということになってしまう。

　……人工だから普通の精霊とは違うのか？

　……神性都市で生まれたってことしか俺も知らないんだよな。

　人工精霊という存在自体がナスターシャの自己紹介によるものだが、ナスターシャ自体は「人工精霊のようなもの」としか名乗っていない。自身の出生に関する部分が記憶から失われてしまっているからだ。

「うーん……」

『まあまあ。良いではありませんかレン様』

　一人だけ脳天気な口調で、ナスターシャ。

『私のことでレン様が悩まれるには及びません。私も、自分のことは時間が経たてば思いだすに違いありませんよ』

「そう？」

『そうですとも！　私の生まれ故郷の神性都市なら手がかりもきっとあることでしょう。ぜひとも彼の地へ…………って、い……いやぁぁぁぁっっっっっっ!?』

　精霊の森に、世界録の住人ナスターシヤの可愛かわいらしい悲鳴がこだました。

　いつのまに近づいてきたのだろう。

　精霊たちが木の枝に集まって、浮遊するナスターシャに向けて手を伸ばしていたのだ。

『アソボ？』

『ネエ、アソボ』

『たすけてレン様！　ま、また精霊たちが髪の毛を引っ張って……って、土の始原精霊ノーム、火の始原精霊サラマンダー、あなたたちまで!?』

　空を飛ぶための翼でもある髪の毛を引っ張られ、あわてるナスターシャ。精霊はじゃれつくだけのつもりでも本人にとっては一大事なのだろう。

「懐かれるんだな。ってことはやっぱり精霊に近いのか？」

『じっと見てないで助けてくださいませ──っ!?　きゃうんっ！』

　精霊たちと一緒にナスターシャが地面に激突する。

　そんな騒動とは対照的に、我関せずといった静けさで佇たたずむ精霊が一体。

　半透明な黄緑色──真っ青な水の身体からだをもつ水の始原精霊ウンデイーネの、その姉妹のような雰囲気の精霊がゆっくりとこちらに近づいてきていた。

『精霊の声を聞くものよ』

　全身をふるわせて声を発する精霊。

　声は決して大きくないが、エリエスと共にいる水の始原精霊ウンデイーネと同じく非常に滑らかな発声だった。

「……俺？」

『其方そなたから、我が友の波長を感じる。シィエラミリスの波長を』

　精霊シィエラミリス。

　神性都市シィエラミリスの名の由来になった精霊であり、かつて精霊信仰で栄えた神性都市に、人と精霊の親交の証あかしとして史上最初の精霊具を授けたという。




〝シィエラミリス〟

〝そう。ここ原初の海にて『すべての心象イメージ』を司る始原精霊。かつて神性都市はそんな彼女を『精霊の女王』と呼んでいました〟




　そう言っていたのは沈黙機関ミスティだ。

　あの沈黙機関でさえ、精霊シィエラミリスには特別な敬意を抱いていた印象さえある。

『原初の海を知っている？』

「……ああ、もうだいぶ前だけど。こいつらに場所を教えてもらったんだ」

　レンに寄りそう土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダー。

『シィエラミリスは？』

「俺が行った時は会えなかった。この住処すみかにはもういないからって」

　疑問に思うべきだったのかもしれない。

　あの時は英勇エルラインの伝言メツセージに聞き入っていたから意識していなかったが、住処である原初の海にいないのなら精霊シィエラミリスは何処にいるというのか。

『そう……』

　寂しげな声で応じる森の精霊。

　その感情が伝わっていくように、周りにいる精霊たちも沈んだように息を潜めていく。今の今まであれほど騒がしかったのに。

　……もしかしてシィエラミリスが戻ってきたと思って。

　……それで地上から俺を呼んでたのか。

「逆に聞くけど、シィエラミリスがどこにいるのか知ってるのか？」

『────』

　黙って首を横にふる仕草の精霊たち。

『ワカラナイ』

『シィエラミリス、イナクナッタ……』

　口々に呟つぶやきだす精霊たち。

「あのさ。俺でよかったらだけど」

『なに？』

「いなくなったシィエラミリスを探してこようかなって。見つけたらお前たちにも教えてやればいいんだろ？」

　すっ、と水を打ったように静まりかえる精霊の森。

　今までざわめいていた精霊たちが一斉に口を閉じて、そしてレンの方を見上げたのだ。

「原初の海でシィエラミリスが伝言を残してたんだ。俺をずっと待ってたって」




〝あなたの訪れをずっと待っていた。

　わたしと彼の約束も、これで果たされる……〟




　英勇エルラインの頼みに応こたえ、精霊シィエラミリスは己おのれの住処すみかに世界録アンコールをずっと保管していた。

　優しい声だった。

　初めて聞く声のはずなのに、まるで何十年と付き添った家族と会話しているような安らぎを感じさせる声だった。

「俺がシィエラミリスを探したって構わないだろ」

『其方そなたが？』

　そう言ったのは正面に立つ半透明の精霊だ。

　精霊たちを代表して。

『どうやって？』

「俺、いま世界中を巡ってる最中だからさ。これからも色んな場所を探検するだろうし、シィエラミリスを信仰してた神性都市だって行きたいと思ってる。絶対とは言えないけど、見つかるかもしれないから」

『…………』

　沈黙の精霊。

　ややあって、集団を代表するその精霊がヒレ状の腕を向けてきた。レンにではなく、レンが背に担ぐ霊剣ヴィエルジュを。

『とても懐かしい匂いがする』

「シィエラミリスの精霊具なんだっけ」

『そう』

　ほんの少しだけ声を弾ませる精霊。

　その感情が伝わったのか、先とは逆に、周りの精霊たちが再び賑にぎやかになっていく。

『私たちは、もう人間を信じる気はなかった。神性都市のあの時以来……』

「え？」

『けれどシィエラミリスがそう決意したのなら、わたしたちも今一度、委ゆだねよう』

　精霊の腕がキリシェを指した。

　その仕草に、じっと様子を窺うかがっていたキリシェが眉まゆをつり上げる。

「なんだ。わたしに何か用か」

『精霊わたしたちが望むのは竜そなたとの対立ではない。天使も悪魔も同じ』

「おいレン。この精霊は何か言っているのか？」

　不審そうにキリシェがふり返る隣で。

　レンは、ただただ無言で息を吞のんでいた。

「……本当なんだな？」

　精霊が望んでいるのは三種族との対立ではない。

　それを精霊自身の口から聞くことができた意味は果てしなく大きい。だとするならば、英えい勇ゆうの目指していた未来も実現不可能ではないはずなのだ。

　竜と天使と悪魔が、世界の住人として許される未来。

　精霊はそれを拒こばんでいない。レンの知るかぎり、それを拒んでいるのは沈黙機関のみ。

『けれど今は叶かなわない』

「どうしてさ」

『わたしたちの声はとても小さい。三種族には届かない』

「……そうだよな。声が届かないうちは信頼関係にはなれないってことか」

　キリシェを指さし続ける精霊。

　そしてその通りだ。精霊がこんな近くで喋しやべっているのに、キリシェには聞こえていない。対話が成り立たないかぎり信頼もまたありえまい。

「じゃあ、やっぱり精霊と三種族が仲良くすることはできない……？」

『今は、まだ』

　否定の言葉。

　けれどそう告げる精霊は穏やかに言葉を続けた。

『世界にはたくさんの精霊がいる。神かみ代よの頃より生きるもの。新たに生まれたもの。みな、愛する仲間たち。私たちはすべての仲間を受け入れる。ね？』

『……はい？』

　視線の先。

　精霊たちに髪の毛を摑つかまれていた世界録の住人ナスターシヤが、ぽかんと目を丸くした。

『わ、わたしが何かしましたか？』

『…………』

　精霊たちの応こたえは微笑。

『また会いましょう、シィエラミリスの選びし人間よ』

　ゆらりと姿が揺らぐ精霊たち。

　一体、二体と次々とその気配が希薄になっていく。

「ま、待ってくれ！　まだ聞きたいことが！」

『私たちはこの世界の住人。だからこの世界の何ど処こにでもいるし、何処へでも駆けつける。だから約束します。もしも其方そなたが精霊わたしたちの描く世界を実現してくれるのなら、精霊わたしたちも其方そなたの力となりましょう』

　その言葉を最後に。

　百体近くは集まっていたであろう精霊たちが、目の前から消え去っていた。

　泡ほう沫まつの夢のように。

　自分が見ていたのは本当に現実の光景だったのだろうか。幻覚でも見ていたのではないかと疑いたくなるような酩めい酊てい感さえある。

「陽炎かげろうのように消えていったな」

　精霊たちの立っていた地面を見下ろすキリシェが、肩をすくめる仕草。

「精霊も意外と忙せわしないな。あれほど大所帯で集まっておきながら、いなくなる時はこうもあっさりと立ち去るか。……それで。わたしはお前の返事しか聞けなかったが、やつらは何を言っていた？」

「仲間シイエラミリスが行方不明らしいんだ」

「シィエラミリスが？」

「うん、だから俺で良ければ探すよって言ったら安心してくれた。フィア先輩とエリーゼを探す旅のついでになるだろうけど」

「お人ひと好よしめ。フィアとエリーゼを探すだけでも手一杯だというのに」

　溜ため息いきで返すキリシェ。

「まあいい。それで精霊からの用件は済んだのだな。ならこの森もさっさと抜けるぞ。こっちはエリーゼを探しに聖地へ向かう途中なんだから」

「わかってるって。ナスターシャ、団長のところに戻ろうか」

『は、はいです！』

　地面から飛び上がる世界録の住人ナスターシヤ。

　こちらはこちらで、まだぼんやり惚ほうけたような表情だ。

「大丈夫か？」

『……気になってました。あの精霊たち、私のことを何か知ってたのかなって』

　空を飛びながらナスターシャが腕組み。

『知ってたなら教えてくれたっていいのに。もう』

「聞けば良かったじゃん。てっきりナスターシャが何か聞くかなって思ってた」

『だってぇ、変なこと言って怒らせたら怖いじゃないですか』

「じゃあ仕方ないさ」

　ナスターシャを肩に乗せ、レンは獣道を歩きだした。

　再び先を進んでいく土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーを追いかけて。

「ちょっと寄り道したけど、こっからいよいよエリーゼの行方探しだ」
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　聖地カナン。

　精霊信仰の一大拠点である彼かの都は、世界五大陸の一つアルカナ大陸の南海岸に栄えた都市として知られている。

　アルカナ大陸──通称『熱砂の大陸』。

　大地の四割が、赤みを帯びた砂漠によって占められた大陸だ。太陽に熱された砂漠の風が吹きこんで、聖地カナンは一年を通して灼しやく熱ねつの大気に包まれている。

　昼間であれば路地を歩くだけで汗が噴きだす。

　そのはずが──

　天てん銀ぎん竜りゆうキリシェの背から眺める聖地カナンの港は、異様な景観に成りはてていた。

「海が真っ白に染まってる!?」

『海面が凍りついているせいだな。海面から寒波を感じる』

　地上に向かって高度を落としながら、キリシェ。

　海面から盛り上がった波がそのままの姿で凍りついている。おそらく一瞬の出来事だったのだろう。凄すさまじい寒波で、打ち寄せる大波さえ氷の像となったのだ。

「とんでもねぇぞこりゃあ……」

　レンの背後で、団長がごくりと息を吞のみこんだ。

　キリシェの背中にしがみつく黄金の夜明けヴイーナス・ライトの大妖精シルクと獣人リンも、同じく固唾かたずを吞んで海面を見下ろしている。

「まるで氷河期みてぇに海が固まっちまってる。見ろよボウズ、港の船も氷まみれだ。あれじゃ海に出るのはしばらく無理だな」

「団長、これも世界異変の影響で？」

「いいや。こんなのは聞いたことがねぇ」

　団長が首を横に振ってみせる。

「この異常気象でイシュ大陸でも雹ひようが降ることはザラだったが、海まで凍りつく大寒波ってのはいくらなんでも度が過ぎる」

「……法ほう術じゆつ？」

　さっと脳裏をよぎっていく記憶。

　竜りゆう帝ていカルラが感知したという大規模な法術の波長とは、もしやこの海の凍結と関係があるのではないか。団長の言うとおり、ここまで局所的に海面が凍結するというのは気象の異常だけでは説明しきれない。

　だが──

「キリシェ、これが悪魔の法術だって可能性は？」

『時間が経たちすぎて法力の波長が感じられない。その可能性はあるが、人間の都市で悪魔が暴れる理由が思いつかん』

「……確かにな」

　海を凍らせたのが悪魔の法術で、その使い手がエリーゼだったとしても。

　ここ聖地カナンでエリーゼが暴れる理由が思いつかない。

「よっしゃボウズ、とにかく降りてみようぜ。聖地カナンの港にも関係することだ、聖地カナンで聞くのが一番だろうが」

「だってさキリシェ」

『降下場所を探している。……まあここでいいか』

　凍った海面上に降りたつキリシェ。着地の衝撃で氷に罅ひびが入るものの、竜の体重さえ耐えきるほどに海面の凍結は強固だった。

　天てん銀ぎん竜りゆうの背から飛び降りる。

　氷の海面に着地してすぐ、レンの首筋を極寒の風が撫なでていった。

「何だこれ、めちゃくちゃ寒い……！」

　肌が一瞬で粟あわ立だった。

　故郷である園芸の村イトでも真冬には雪が降るが、それでもここまで異様な寒さは経験したことがない。明らかに自然の寒さの度を越えている。

「さ、寒いよ!?　ねえ団長、ものすごく寒いよぉ」

　両肩をふるわせて悲鳴を上げたのは、大妖精シルク。

「リンちゃんリンちゃん、その毛皮ちょーだいよぉ！」

「バカ、こりゃ脱げるもんじゃねえよ……でもマジで寒いな。真冬の雪原みてぇな寒さだ」

　獣人リンは全身の毛が防寒具がわりになっているが、それでも寒さは感じるのか顔をしかめている。

　平気そうなのは、人間の姿に戻ったキリシェくらいか。

「なあキリシェ──」

　そう言いかけた矢先。

　ピシリと氷が砕ける微かすかな音。何かが水をかきわけるような気配が、ぶ厚い氷の下から伝わってきた。

「氷がっ！」

「気づいたかレン」

　人間の姿になった竜の少女が睨にらみつけるのは、やはり己おのれの足下だった。

「氷の下に何かがいる。それも複数だ」

「団長、退がれ！」

　提げていた霊剣ヴィエルジュの柄に手を添える。

　レンの眼前で氷が砕けた。足下に人間一人分の穴が生まれ、噴水さながらに氷の欠片かけらと海水とが空高くへ噴き上がる。

　蠢うごめく影。

　水みず飛沫しぶきから襲いかかってきた怪物を、レンは布を巻いたままの霊剣で薙なぎはらった。

　硬い手て応ごたえ。霊剣の刃やいばと強固な鱗うろことがせめぎあい、金属音にも似た音が氷漬けの海面に響きわたる。

「深魚人サハギンか！」

　海の獣として知られる徊かい獣じゆうの一種だ。

　身長はレンと同程度だろう。斑点模様の鱗に覆おおわれた全身は、海蛇のように細長い。

　大きく発達した尾ビレは陸上を歩行するために二つに分かれ、まるで人間の足のように進化している。

「うぉっ？　おいボウズ、次から次へと出てくるぞ！」

　レンと深魚人サハギンとが睨みあうなか、黄金の夜明けヴイーナス・ライト三人の悲鳴が伝わってきた。

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトの足下で氷が次々と陥没。開いた穴から海水が噴き上がり、その中から深魚人サハギンたちが飛びだしてきたのだ。

「くそ、何体いるんだよ!?」

　レンとキリシェの足下にも氷の罅ひび。この罅すべてから深魚人サハギンが飛びだしてくるとすれば何十体という数に及ぶだろう。

　……俺とキリシェで倒しきれるのか？

　……それに深海の徊かい獣じゆうがなんでこんな浅瀬に。

　ミシッ、と氷が軋きしむ音。

　今までのように氷に穴があく音とは違う。足場となっている氷の海面そのものが叫び声を上げたような重量感のある音だった。

　続く微震。

「なるほど。足場を奪いにきたか」

　深魚人サハギンをまとめて数体殴り倒したキリシェ。その足首がすでに海水に浸つかっている。氷が、もはや形を留とどめることができずに崩壊しつつあった。

「キリシェ向こうだ。あの港まで走る！」

「なに？　こいつらは」

「無理に戦う必要がない」

　剣を納め、レンは聖地カナンの船着き場めがけて走りだした。

「陸まで着けばこいつらだって追ってこないさ。走れば俺たちの方が速いんだから」

「……むぅ。しかし竜の姫としてはだな、こいつらごときに背を向けるのは」

「戦うのが目的じゃないからいいんだよ」

　渋い表情で追走するキリシェに向けて港を指さし。

　聖地カナンが異様な寒気に襲われていて、氷漬けの海は深魚人サハギンたちの縄張りになっている。それだけわかれば十分だ。

「戦うだけが旅じゃない」

「……その発想はなかった」

「団長たちも、こっちだ！」

　崩壊していく氷の足場。浮島のようになった氷の破片から破片へと跳びわたる。

　一方の深魚人サハギンたちはそれができない。歩行可能な尾ヒレとはいえ人間ほど器用に氷の島を飛び移れないからだ。

「なるほど、この状況では奴やつらが追って来れない。そこまで考えての逃走か」

「咄とつ嗟さにしては良い判断だろ？」

　最後の跳躍。

　レンが到着した船着き場は、海面での騒動に気づいた船乗りたちで埋めつくされていた。

「いやはや……聖地カナンに着くのも楽じゃねえ」

　額から汗を流す団長がほっとした表情で胸をなでおろす。

　はるか後方の海面には、今もこちらを睨にらみつけている深魚人サハギンたちの群れ。港まで追ってくる気配はない。逃げきったというわけだ。

「ふん覚えておけ魚ども。今は見逃してやるが次は──」

「キリシェ、こっちこっち」

　まだ海の方を向いているキリシェをなだめて、レンは街の方を指さした。

　自分たちを取り囲むようにしてざわめくのは聖地の船乗りたちだ。住人たちも噂うわさを聞きつけたのか次々と街の方から集まってくる。

　その中に。

「……巨大な竜がいると報告を受けて駆けつけてみれば」

　一人の偉丈夫が人ひと集だかりをかきわけて現れた。

　レンより頭一つ高い長身に、一切の無駄なく鍛え上げられた全身。鋼鉄を想おもわせる肉体はもちろん、その悠然とした佇たたずまいだけでも歴戦の勇士と感じずにはいられない。

　上下一体の闘衣をまとった剃てい髪はつの男。

「天界の審門の時といい、もっと落ちついた登場の仕方ができないものか？」

「アンタは──」

「とはいえ客人ということであれば歓迎しよう。海の彼方かなたよりようこそ」

　武闘士フルタイプタイラス。

　この聖地を拠点とする一大旅団パーテイ『カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せん』の幹部が、呆あきれまじりの苦笑で腕組みする姿がそこにはあった。

「……エリエスは？」

「本霊宮にて指揮をとっていらっしゃる」

「指揮を？」

「そうだ。この異様な寒さ、気づいているとは思うが自然現象の類たぐいではない。ある一体の怪物がもたらしたものだ」

　氷の浮かぶ海面を見つめて彼が頷うなずいてみせる。

「三週間前。はるか深海より、ある巨大な怪物が浮上した。カナン碑文にも記されている聖獣の一体だ」

「さっきの深魚人サハギンってわけじゃないよな……」

「氷海竜リヴアイアサン」

　重々しい口調で武闘士フルタイプは言葉を継いだ。

「奴やつのまとう冷気で、我らが聖地は一晩にして大寒波に襲われた」
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　本霊宮──

　カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せんの拠点であり、精霊信仰の聖女エリエスが祈りを捧ささげる為ための礼拝堂としても知られている。

「賓客室ゲストルームだ」

　豪ごう奢しやな扉をあけるタイラス。

　その先には大きなベッドが三台、そして真新しい調度品の整えられたリビングが。

「すげぇ！　なあタイラスさんよ、俺ら本当にここに泊まっていいのか？」

「自宅と思って使ってくれて構わない」

　目を輝かせる黄金の夜明けヴイーナス・ライトの団長に、武闘士フルタイプタイラスが首肯。

「ただし本霊宮ここはカナン巡礼聖教船の拠点でもある。勝手な出歩きは遠慮してもらおう。建物の中を出歩く時は案内人を用意する」

「助かるぜ、なあシルク」

「……寒すぎて風邪ひきそうだよぅ」

　ぐすん、と鼻を鳴らす大妖精。

　もともと身体からだが強いわけではない妖精種にとって、海で浴びた氷まじりの寒波は身体への負担が過ぎたのだろう。

「ボウズ、俺らはここでシルクの面倒みてるからな」

「わかった。俺たちはエリエスと会ってくるよ」

　黄金の夜明けヴイーナス・ライトの面々と別れて、こちらはタイラスの先導のもと歩きだす。

　大聖堂から続く外通路。

　この中庭は、レンの記憶では多くの樹と観葉植物が瑞みず々みずしく茂る憩いの場であったはず。だが今はどうだ。中庭の土は荒々しく掘り起こされた跡が残っており、植物もほとんど残っていない。

「ここに植えてあった観葉植物は……」

「移した」

　一行の先頭を歩くタイラスが、ふり返ることなくそう教えてくれた。

「聖地カナン本来の気候は熱帯。そこにこの大寒波だ、植物がみるみる弱ってしまった。見るに堪たえないとのことで、部屋に移せるものはすべて鉢に植えて移すようエリエス様が仰おつしやられてな」

「大妖精が弱るくらいだからな」

　隣を歩くキリシェが後方へとふり返る。

　賓客室ゲストルームは中庭の手前ゆえ、もう見えるわけはないのだが。

「レンも、さっきは唇が紫だったぞ？」

「それくらい寒いんだよ。建物の中だから少しはマシだけど、エリエスだって体調崩してるんじゃないかな。暑い気候で育ったのにこの寒さだから」

「そういうことだ」

　二階へと続く階段を歩きながら、タイラス。

「体調を崩されるには至っていないが、この寒さと、そして睡眠不足で日に日に疲れが溜まっておられる。この三週間で起きた変化はあまりに大きすぎた。……それはエリエス様ご本人から話があるだろう」

　法ほう衣えをまとう少女たちが行き交う通路。

　その一角にある部屋の前で立ち止まったタイラスが、扉を小さくノックした。

「失礼。エリエス様、客人です」

「……客人？」

　扉の向こうから微かすかな返事。

「はい。海の向こうから」

「海の……？　ちょっとタイラス、そんな謎かけみたいなこと言わないで。だいたいこの海を渡ってこれるわけないでしょ！」

　金色の法衣を羽織った少女が、扉をやや乱暴に開けて飛びだしてきた。

　濃緑色の双そう眸ぼうに凜りんとした気高さを感じさせる少女だ。

　年齢はちょうど自レ分ンと同じ頃だろう。しかし愛らしい目元の周りには隈くまが色濃く浮かびあがり、タイラスの言うように隠しきれない疲労がにじみ出ている。

「この海を渡ってくるなんて鳥か竜か天使か────」

　彼女が口を開けたまま息を吞のむ。

「レン!?　それにキリシェも」

　部下タイラスの後ろに並ぶレンとキリシェの姿を前に、信じられないといった表情の後、なぜか可お笑かしそうに微苦笑をこぼした。

「そうね、そういえば竜には思いあたる節があったわ」

　エリエス・シア・凜りん・ケール。

　精霊信仰を象徴する聖女として知られる少女が、ほっと胸をなでおろす。

「……無事だったのね」

「何とかね。だけどエリエスも無事で何より。これでも心配したんだから」

「心配したのはこっちの方よ。もう、あまり驚かせないで」

　隈を滲にじませた両目をこする彼女。

　わずかに、疲労の溜まった目の端を潤ませて。

「私が最後にあなたを見たのは、ここを離れて冥界に向かう時だもの。その後にこんな天変地異が起きたでしょ。連絡を取る手段もなかったし……」

「その天変地異のことなんだけど、エリエスに話をしたいことがあってさ」

「そうだと思ったわ。話なら私の部屋で。──タイラス、彼女を連れてきてちょうだい。あなたたちはこっちよ」

　入ってちょうだい。

　目線でそう促すエリエスに招かれて部屋に一歩入るや、心地よい暖かな風が、レンの髪をなでていった。

「あ、お前か」

『お前？　シルフはシルフだよ！』

　碧へき色しよくの羽根が特徴の精霊だった。

　部屋を循環する空気と同化するようにほぼ透明だが、陽炎かげろうのように大気が揺らめいているのがわかる。

　エリエスに懐いている精霊の一体、風の始原精霊シルフだ。

「暖炉に火をつけて暖かい空気を部屋全体に巡らせてるの。そうしないと暖炉から離れる気にもなれないわ」

　テーブル前の椅子に腰かける聖女。

「さて何から話せばいいかしら。あんまりたくさんのことが起きて頭の整理が追いついてないの。レンも、何か目的があって来たんでしょ？」

「まあね。ただこっちはまだ打つ手が無くて」












「二人ほど見あたらないようだけど？」

「…………」

「なるほどね。そっちの事情はよくわかったわ」

　レンとキリシェの二人を見回すエリエスが、納得したという表情。

「こんな世界の状況ありさまでも、互いに運ツキには見放されていないみたいね」

「どういう意味さ」

「あなたたちが探してるのは大天使フイアと先代魔王エリーゼでしょう。そのうちの一人の行方については心当たりがあるわ」

「なに？」

　エリエスの返事に、キリシェが椅子から腰を浮かした。

「わたしだって世界中を飛びまわったんだぞ。それでも行方は摑つかめなかったのに？」

「私だって偶然よ。でも待って、順を追って話をしましょう。聖こ地この状況とも関わりのある話なのよ」

「……わかった。急せかせてしまったな」

　再び椅子に腰かけるキリシェ。それと対照的に立ち上がったのはエリエスだ。窓のカーテンを開けて、白く曇った窓硝子がらすの先を指さしてみせる。

　凍りついた海面を。

「この海がどうしてこうなってるかはご存じかしら」

「氷海竜リヴアイアサンの影響だって聞いたよ」

「ええ。アルカナ大陸じゃ何百年も観測されてなかった聖獣よ。水の冷たい海底に棲すんでるはずなのに、海面付近に突然浮上してきたの」

「似た現象なら俺も見てきたよ。イシュ大陸でも怪物が復活してた」

　隣のキリシェに無言で目配せ。

　神かみ代よの獣。

　あの神性都市が脅威と認識していた太古の最強生物が復活し、旅人の町シャーラと竜の渓谷があやうく荒野と化すところだった。

「氷海竜リヴアイアサンの息い吹ぶき、凄すさまじいの一言ね。あの冷たい息吹のせいで都市一つと海が氷河期になったような寒さになってるわ」

「息吹？」

　キリシェが眉まゆをひそめる仕草。

「その氷海竜リヴアイアサンに苦しめられているというわけだ」

「氷海竜リヴアイアサンにも、よ」

　肩をすくめる聖女。

「この世界異常で何もかもがおかしくなったわ。まず最初に起きたのは氷海竜リヴアイアサンの襲撃。これで聖地が大寒波に襲われて、さらに凍った海は深魚人サハギンたちの住処すみかになってしまった。深魚人サハギンにいたっては港に上がってくる個体も出始めたわ。それに陸地も、凶暴化した徊かい獣じゆうがまわりを徘はい徊かいするようになったの」

　海と陸の両方からの襲撃。

　陸の徊獣はカナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せんで対応できるだろうが、海の氷海竜リヴアイアサンと深魚人サハギンには手を焼いているに違いない。なにしろ海の徊獣は、人間に反撃されても海へ逃げれば良いだけなのだから。

「それでエリエスが苦労してるのか」

「……ええ。それと一つお願いね。今度から来るときは事前に教えてちょうだい。お化粧する時間がほしいわ」

　目元を指先でおさえるエリエス。

　睡眠不足と疲労からであろう隈くまがくっきりと浮きでている。

「ここの様子はわかったよ。だけどソレがどうして、フィア先輩とエリーゼのどっちかに心当たりがあるって話に繫つながるのさ」

「言ったでしょ、運ツキには見放されてないみたいって。思わぬ援軍があったのよ」

「どういうこと？」

「それは彼女から話してもらった方が──」

　トン……、と。

　扉が小さくノックされた。

「皆様、お茶をお持ちしました」

　しずしずと入室してきたのは青髪の少女だった。

　可か憐れんでありながらも高貴な印象も感じさせる相そう貌ぼう。家政婦が着用するメイド服が、線の細い華きや奢しやな体型によく似合っている。

　落ちつきを感じさせる雰囲気のなか、唯一、不釣り合いなほど派手な色味であるのが、爛らん々らんと赤く輝く少女の瞳ひとみだ。

　さながら赤い満月。

　見るだけで魅了されそうなほど深い魔性を宿した双そう眸ぼう。その少女が、こちらにふり向くやクスリと微笑ほほえんだ。

「ルルッ!?」

「あらまあ、レン様ではありませんか」

　彼女がわざとらしく驚いてみせる。

　魔王宮の家政婦長ハウスキーパールル。氷の将しよう魔まとして現魔王ヴェルサレムに付きしたがう大悪魔がなぜここに。

「え……どうして！」

「それを説明してもらうために呼んだのよ」

　エリエスの方は椅子に腰かけて落ち着きはらっている。彼女のことだ。人間そっくりの姿とはいえルルが悪魔であることも承知のはず。

「皆様に温かいお茶をお持ちしました。レン様やエリエス様のような人間には、この冷気は少々お辛つらいでしょう」

「……う、うん？」

　湯気のたつ紅茶をカップに注いでいく家政婦長ハウスキーパー。

「無事で何よりですレン様。あの三週間前の出来事。そこの天てん銀ぎん竜りゆうはどうせ生きてるだろうと思って最初から気にもしておりませんでしたが、繊細なお身体からだのレン様がどうなっているか私はとても気がかりで──」

「おい」

「しかし一方で、悪魔も穏やかな状況とは言いがたいものでした」

　キリシェの反応を無視してルルが続ける。

「あの世界異変で、冥界の一部が浮上。そして地上は大地が割れ砕けた。これによって何が起きたかというと」

「冥界と地上がくっついた……だろ？」

「やはりご存じでしたか」

「そう話を聞いただけだよ。俺たちもイシュ大陸から到着したばっかりだし」

　目を細めるルルに、レンはゆっくりと首を横にふってみせた。

　冥界が浮上したという噂うわさは黄金の夜明けヴイーナス・ライトの団長から聞いたものだ。ここアルカナ大陸の砂漠において、浮上した冥界と繫つながった大穴があると。

「それで悪魔たちも大騒ぎというわけか？」

　お茶を差しだされたキリシェが、紅茶にこれでもかと砂糖を入れながら。

「竜種わたしたちは、竜の渓谷が大陸から切り離されて大騒ぎだ。天使も、天界が地上に落ちたことで女神レスフレーゼが頭を悩ませているらしいが？」

「はい。冥界の地殻変動で、魔王宮の一部が地上に露出してしまったもので」

　ルルが溜ため息いき。

　悪魔法ほう印いんの複製レプリカさえ創ってみせた初代魔王といえど、さすがに冥界全体の異変にはお手上げなのだろう。

「魔王宮の悪魔で手分けして地上の様子を見に来たのです。ところが慣れない地上で迷子になってしまいまして。彷徨さまよった末に聖地へたどり着いたというわけです」

「女神レスフレーゼ様といい、なんでこう偉い奴やつって地上で迷子になるんだろうな……」

　天界から落ちて学生街ミスティエに迷いこんだ女神を思いだす。

「でもよく聖こ地こにたどり着けたなぁ」

「魅ミ亞アから聞いておりましたので」

「魅亞から？　あっ、そうか虚構精霊エイドスの襲撃の時か！」

　自レ分ンとエリエスとが、ここ聖地カナンで虚構精霊エイドスと初めて遭遇した時だ。

　波の将しよう魔ま・魅亞もまた虚構精霊エイドスを追ってきたのを覚えている。この地の場所も、ルルは魅亞から聞いていたというわけだ。

「あの時は本当に失礼をいたしました。魅亞が血迷いまして」

「……ってわけよ」

　頭を下げるルルと、苦笑でこちらにふり返るエリエスの二人。

「人間わたしたちは宿がわりに部屋を提供する。そのかわりに、海からの氷海竜リヴアイアサンや深魚人サハギンを追い払ってもらってたってわけ」

「ルル一人で？」

「魔王様も一緒です。私は魔王様の側近ですので」

　当然とばかりに答える家政婦長ハウスキーパー。

　が、この部屋には肝心の魔王の姿はない。

「魔王様は、今の時間は訓練場にいらっしゃるかと思います」

「ちょうどいいわ。そっちに行きましょうか」

　颯さつ爽そうと立ち上がるエリエス。

「ここからの話は魔王もまじえて話しましょう。なにしろ魔王は先代魔王エリーゼの弟だっていうし。姉の行方は、身内の弟から聞くのが筋だから」




　本霊宮・屋内訓練場──

　正方形の石材を敷きつめた床の周囲を、高さ二メートルほどの壁が囲っている。

　石材には特殊な紋様が施されており、旅団パーテイの法術士アリアや結界士エンチヤンターが日々修練に勤いそしむ場である。

「ふはははは、愚かな人間どもめ。連日の惨敗にも懲こりず刃向かう気か！」

　凶悪な笑い声を響かせるのは、一体の巨大な悪魔だった。

　暗闇の吹ふき溜だまりが集結したかのような暗色の体たい軀く。

　全身の体表は頭部から足先にいたるまで硬質の鎧よろいと化していて、頭部からは長短それぞれ二対の角が生えている。

　冷たい白の瞳ひとみに、人間一人を悠々と締めつけられるであろう巨大な尾。人間が「悪魔」という単語において想像するとおりの外見だ。

「くっ！　今日という今日は負けません！」

　対して。

　その大悪魔に立ち向かうのは法術士アリアの少女だった。

　外向きに撥はねた金髪が印象的で愛らしく、身にまとう純白の法ほう衣えがよく似合う彼女の名はプルミエール。旅団パーテイ『カナン巡じゆん礼れい聖せい教きよう船せん』に名を連ねる法術士アリアである。

　そんな彼女が──

「どうした小娘。その程度か！」

「こ……こんなはずじゃあ……」

　冥界の魔王ヴェルサレムを前に、早くも絶望の表情をうかべていた。

「もう一頑張りよプルミエール」

「だ、だめですエリエス様！　この悪魔ってば本当に強すぎます！」

「これが魔王である！」

　勝利の雄お叫たけびをあげる大悪魔。

　その一部始終をぼんやりと見守りながら、レンは、隣のルルにふり返った。

「……なにあれ」

「ご覧のとおりです。あんなにも嬉うれしそうな魔王様は久しぶりです」

「俺には人間をいじめてるようにしか見えないけど」

「はい。魔王宮では五ご大だい災さいに怯おびえる毎日ですから。この地上で人間たちの相手をしている方がよほど魔王らしく振る舞えると仰おつしやっていました」

「そ、そうなんだ……」

　レンがルルと話すあいだにも、法術士のプルミエールが「やっぱり無理ですって!?」と目に涙をうかべて逃げていく姿が。

「ふははは、さあ次はどうした！」

　勝ち誇る魔王に、今度は別の少女たちが二人がかりで向かっていく。

　見るかぎりカナン巡礼聖教船の練習相手になっているのだろうが、魔王の方はまんざらでもないらしい。

「でもエリエス？　よくあんな……魔王を受け入れる気になったなぁ。魔王の見た目って、控えめに言っても迫力あるだろ」

「先客がいたのよ。ルルと魔王の二人を頼まれたの」

　部下と魔王の訓練風景を見守りながら、エリエス。

「それがエリーゼだったってわけ。あなたの旅団なかまのね」

「エリーゼがいたのか!?」

　思わず訓練場を見回した。

　ルルとエリエスとが自分をここに案内したということは、彼女もまた魔王と共に訓練場にいるのでは。そう思ったのだが──

「今はいないわ」

　お見通しとばかりにエリエスが腕組み。

「順を追って話すと、まずエリーゼが現れたのは本当よ。二週間前くらいだったかしら。驚いたわ。たった一人で聖こ地こに現れたんだもの。彼女の話だと、西の大渓谷に転移させられてたとか。転移先が大型の肉食徊かい獣じゆうの巣で大変だったって」

「それで……」

「彼女、ぼろぼろだったわ。終しゆう焉えんの島と言ったかしら？　そこで激しい戦闘があったんでしょう？　だから部屋を貸して休ませたの」

　状況は皆同じ。

　海辺に打ち捨てられたレンが昏こん睡すいから目を醒さますのに三週間を要したように、やはりエリーゼもあの力の暴風に煽あおられて相当な傷を負ったのだろう。

「彼女、聖地を訪れた理由は船を使いたいからだって言ってたわ」

「もしかして大陸を渡るために？」

「正解。アルカナ大陸に転移したのは自分だけのようだからって。でも船は出せなかった。氷海竜リヴアイアサンのせいで海が凍りついちゃってるんだもの」

　エリーゼの法ほう術じゆつならば凍いてついた海を溶かせるだろう。

　だが元凶である氷海竜リヴアイアサンがいるかぎり海は何度でも氷漬けにされてしまう。

「一度はエリーゼが氷海竜リヴアイアサンを追い払ったわ。でも倒しきれずに逃がしちゃって氷海竜リヴアイアサンも用心深くなっちゃったの。しばらく睨にらみ合あいが続いて。そんな時よ、ここにルルと魔王とが現れたのは」

「じゃあエリーゼとルルたちは別行動だったのか」

　聖地カナンにやってきた悪魔は三体。エリーゼとルルと魔王。

　同時に来たのかと思いこんでいたが、実際はエリーゼの方がルルと魔王より先にここを訪れていたということだ。

　エリーゼは大陸を渡る船を求めて。

　ルルと魔王は地上をさまよった末に。

「聖地カナンにたどりついた私と魔王様を迎え入れるよう、エリエス様に頼んでくださったのがエリーゼ様だったというわけです」

「そこまではわかったけど、エリーゼがここにいない理由は？」

　海が凍結している間は船も出せない。

　さらに本霊宮にルルと魔王とが留とどまっているなか、エリーゼだけがいなくなっているのも不自然だ。

「聖地カナンの守りを私と魔王様に任せ、エリーゼ様は南の海岸へ調査に向かわれました」

「……調査って？」

「奇妙な現象があったの」

　ルルの返事を継いだのはエリエスだ。

「世界がこんな風におかしくなった日に、巨大な光が海中から生まれて空に昇っていったの。氷海竜リヴアイアサンが深海から浮上してきたのは、その光の柱が生まれた翌日だったというわけ」

「そう聞くと、氷海竜リヴアイアサンが浮上したのは光の柱のせいって思えるけど」

「ええ。光に刺激されたのか光に怯おびえて浮かびあがってきたかはわからないけど、私たちも同じ意見よ。そしてエリーゼもね」

　深海から立ち上る光の柱？

　この世界異変の影響で様々な天変地異が起きたことはレンも覚悟していたつもりだが、光の柱が深海から立ち上るというのは初めて聞く事象だ。

　……深海で光を発してるものがあるはず。

　……だとしたら何だ？　全然、思いあたるものがない。

　エリーゼが調査に向かったのはソレを確かめるためなのだろう。光の柱の正体がわかれば、氷海竜リヴアイアサンが深海から浮上してきた理由の解明に繫つながるかもしれない。

「だけど音おと沙さ汰たがないのよ」

「エリーゼから？」

「光の発生源はここを海岸ぞいに下った先の海よ。それほど遠い場所じゃなくて、往復でも二日あれば十分。だけどエリーゼがここを発たったのは五日前なの」

「……さすがに遅いな」

　沈黙を保っていたキリシェがぼそりと呟つぶやいた。

「光の正体を確かめるのに時間がかかるとしても、だ。エリーゼなら連絡を寄こす手段などいくらでもあるはずなのに」

「はい。まさに同じことを私と魔王様も案じている最中でした」

　神妙な面持ちでルルが息を吐いた。

　この世界の危険性はいまだ計り知れない。それこそ単身のエリーゼに神かみ代よの獣が襲いかかったという可能性も否定はできない。

　どこに、どんな怪物が潜んでいるのかもわからないのだから。

「……なら俺が行くよ」

　キリシェ、エリエス、ルルの視線が一気に集中する。

「俺がエリーゼを探しにいく。旅団パーテイの仲間だし、俺の役目みたいなもんだろ」

「お待ち下さいレン様」

「ルル？」

「ならばぜひ、私にご一緒させてはいただけませんか」

　胸に手をあてた恰かつ好こうでルルが前に進みでた。

「エリーゼ様は冥界になくてはならない御お方かた。魔王宮の参謀としても放ってはおけません。法ほう術じゆつを感知する術も心得ておりますからエリーゼ様の位置も特定できますし、僭せん越えつながらお邪魔にならない程度には腕の覚えもございます」

「待てルル、貴様が行くのならば余も同行すべきであろう」

　足音を響かせて、漆黒の大悪魔がのそりとふり向いた。

　戦っていた法術士アリアたちに背を向けるや大おお股またでこちらへと歩いてくる。

「余も同行しようではないか。そうだなレン」

「そ、そう？」

「うむ。なにしろここは余を恐れる者どもの都。人間との交渉に長たけたルルが不在となれば、余も居心地が悪くなる」

「それは確かに……」

　見上げるほどの魔王の体たい軀くはレンから見ても迫力がある。そもそも全身が漆黒で巨大な角と尾が生えている姿からして、人間とはあまりに違いすぎるのだ。

　一人で人間の屋敷にいればさぞかし肩身が狭いだろう。

「できることなら早く帰ってきてね。あなたたちが留守だと聖こ地この守りも手薄になるわ。陸からの徊かい獣じゆうと深魚人サハギンならウチの旅団パーテイで凌しのげるとしても」

　腰に手をあててエリエスが溜ため息いき。

「問題は、誰が氷海竜リヴアイアサンを──」

「わたしがやってもいいぞ」

「……あなたが？」

「興味がある。その氷海竜リヴアイアサンとやら、昔の同胞かもしれないからな。適当に追い返すか聖地カナンに寄らないよう説教してやればいいのだろう？」

　あっけらかんとした口調で答えたのはキリシェだ。

「レン、お前はエリーゼの捜索だ。わたしはここで待ってる、氷海竜リヴアイアサンを退治し終わったら追いかけるから」

「じゃあ二手に分かれて行動だな」

　聖地に残るのはエリエスとキリシェ、そしてこの場にいない黄金の夜明けヴイーナス・ライト。

　エリーゼの捜索にはレンと氷の将魔ルルフオニカ、魔王ヴェルサレムだ。

「では行くぞレン。余についてくるがいい！」

「お待ちを魔王様」

　杖つえを打ち鳴らして颯さつ爽そうと歩きだす魔王。と、その後ろから頭めがけて大きな革袋をかぶせたのは側近であるルルだった。

「これをお被かぶりください」

「ぬをっ!?　おいルル、これでは前が見えんぞ！」

「街を出るまでの辛抱です。魔王様がここに来た時、新種の徊獣と間違われたのをお忘れですか。街中では魔王様のお顔は隠した方がよいでしょう」

　魔王の手を引き留める家政婦長ハウスキーパールル。

「お待たせしましたレン様、さあ参りましょう」

　女神レスフレーゼとの再会も予想外ではあったが。

　まさか魔王と五ご大だい災さいと一緒に、エリーゼ探しに向かうことになるとは思わなかった。

　が、それとは別の問題で──

「ぐぁっ!?」

「魔王様そちらは壁です」

「前が見えないと言っているであろう！」

　訓練場の壁に激突して大穴をあける魔王とそれを窘たしなめるルルを前にして、レンは思わず溜ため息いきをついたのだった。

「……不安だ」

　キリシェが残っていれば聖地の守りは心配あるまい。

　問題はこちら。自レ分ンに同行する悪魔の顔ぶれだ。

「女神様の時は平気だったけど、この組み合わせは不安すぎるって……」
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　止とどまることなく響きあう潮しお騒さい。

　聖地カナンの港を南に歩き続けた先で、レンは潮の匂いに満ちた野原に立っていた。

「キリシェの時もそうだったけど、やっぱりエリーゼも簡単には見つからないよな」

　吐息が、瞬またたく間に白い氷の粒へと変わる。

　真っ赤な空から陽ひが燦さん々さんとそそいでいるにもかかわらず、この真昼時においても気温はまるで上がる気配がない。

「いなくなったのが五日前だっけ」

「そうだ。そして今日で六日目になる」

　レンの隣に立つのは魔王ヴェルサレム。

　豪快な足音を立てて漆黒の巨体が闊かつ歩ぽする様は、見知らぬ人間が目撃すれば得体の知れない新種の徊かい獣じゆうに思えたに違いない。

「余は昨日のうちでも良かったのだがな」

　魔王が、ぼそりと呟つぶやいた。

「昨日すぐ出発していれば、昨晩のうちにここまで着いていたであろう。探すのであれば早い方が良かったのではないか？」

「俺もそれは考えたよ。だけど真夜中に外を歩くのは危険すぎる。ここに来る前にイシュ大陸を歩いてきたけど、女神様が一緒にいても楽な冒険じゃなかった」

「ほう」

「だから昨日は聖地で休んで正解だったと思う。エリエスの言うとおりね」

　昨日──

　エリーゼを探しに旅立とうとしたレンを止めたのは、エリエスの一言だ。今すぐ出発しても目的地に着く頃には真夜中になる。捜索には不向きだ、と。

　そこで昨夜は聖地カナンで一泊。

　日の出とともに出発し、正午過ぎにここまで来たというわけだ。

「ルル、エリーゼは本当にこの道を通ったのかな」

「法力の残ざん滓しが残っています」

　レンと魔王の数歩先を歩く青髪の少女。足跡一つ残っていないエリーゼの足取りを、野原に残った法力においから追跡しているのだという。

「この一帯も強力な徊かい獣じゆうが徘はい徊かいしているようですね。エリーゼ様が徊獣を追い払うために発動した法力が、まだわずかに大気に漂っています」

「へぇ。すごいんだな。俺ぜんぜんそういうのわからないからさ」

「私から見ればレン様の方がよほど凄すごいですよ」

　くすっ、と口元をほころばせてふり返る魔王宮の家政婦長ハウスキーパールル。

「精霊と会話できる力。ほら、そこの──」

「そこ？」

「レン様の後ろにいる精霊です」

　ぴちゃ、と跳ねる水みず飛沫しぶき。

　魔王と氷の将しよう魔まという大悪魔二体が見守るなか、最後尾にいた精霊がゴム鞠まりのように身体からだを弾ませてレンの背中に飛びついた。

「冷たっ!?」

『……驚きました？』

　水の始原精霊ウンデイーネ。

　蒼あおく透きとおった肌の少女の姿をした精霊が、レンの背中にくっついたまま不思議そうな目で見つめてくる。

『呼ばれた気がしました』

「ああ……それで答えてくれようとしたのか。ありがとな」

『はい』

　そろそろと背中から降りる水の始原精霊ウンデイーネ。

「ところでレン。余は精霊について詳しくないが、それは貴様の精霊か？」

「エリエスに懐いてる精霊だよ。なんか今回だけ俺についてくるって言うからさ」

　昨晩のこと。

　明日の準備を終えたレンのもとに、突然どこからともなく現れた精霊。

　それがエリエスの水の始原精霊ウンデイーネだった。すぐ後に部屋にやってきたエリエスの話では、水の始原精霊ウンデイーネがレンに同行したいと申し出たのだという。

「我が姉エリーゼの向かった場所に興味があるわけか？」

「多分そうだと思う。……行き先が海だからかな」

　エリーゼが調査に向かった先は、巨大な光の柱が生まれたという海中だ。水の豊富な場所だから水の始原精霊ウンデイーネの好む場所なのかもしれない。

「理由も詳しく聞ければいいのだがな」

「俺もそうしたかったんだけど……エリエスが、精霊の行動には理由を求めちゃいけないってさ。精霊は人間なんかよりずっと直感的で直情的だから」

　精霊と交わる最大の秘ひ訣けつは、為なすがまま精霊の行動を受け入れること。

　本来の精霊は言葉で語ることを嫌う。

　精霊は己おのれの行動でもって己の感情を表す存在なのだ、と。

「見えました」

　先頭を行くルルが、激しく波打つ海を指さしたのはその時だった。

「あの水面です。波間が強く輝いているのが見えますか」

「もちろんわかるよ。だけど……」

　アレは何だ？

　──巨大な光の柱。

　それが波打つ深海から生まれ、海面を突きやぶって天へと昇っているではないか。

　新雪さながらの白に輝く光。

　どう見ても自然現象には思えない。変わり果てたこの世界においても、ここまで突飛な現象を目にしたのは初めてだ。

「……エリーゼが確かめたくなるわけだよ」

　ごくりと息を吞のみこむ。

　岸辺から、目測で三、四百メートルは離れているだろうか。

　海底まで決して浅くはないはず。それだけ深い場所から海面にまで届く光となると、光の発生源ではどれだけ強力な光が放出されていることだろう。

「しかし我が姉エリーゼの姿が見えぬな。予想どおりではあるが」

　広大な野原、そして広大な海を見わたす魔王。

「あの光の柱を調査すると言ったきり六日間も消息を絶っている……さて、どこから探せばいいか。なあルルよ」

「エリーゼ様の法力が周囲から強く感じられます。エリーゼ様が数日前にここに立っていたのは間違いないでしょう」

　潮しお騒さいにまじる家政婦長ハウスキーパーの声。

　波打ち際まで歩いていった青髪の少女が、飛沫しぶきに服が濡ぬれるのも構わず、じっと海面を睨にらみつける。

「海中の光の正体を確かめるには海に潜るのが確実かと。エリーゼ様なら海底にたどり着くのは難しくないでしょうし」

「だけどエリーゼが岸辺についたのは何日も前だろ？」

　光の正体を調べる為ためとはいえ、何日間も深海に潜り続けるようなことがあるだろうか。この深海にも何が潜んでいるかわからないというのに。

「アレだな」

「アレですね」

　そんな中、魔王とルルとが示し合わせたように頷うなずきあった。

「……アレって？」

「よく観察せよ」

　腰の高さまで海に身を浸す魔王ヴェルサレム。

　その指先が、数百メートル先の海面へと向けられた。

「光の発生している地点のすぐ下だ。巨大な影が映っているであろう。凄すさまじくでかい」

「まさか氷海竜リヴアイアサン？」

「違うな。生物にしては動きがなさすぎるし、それに巨大すぎる。おそらくは──」

「遺跡の類たぐいと思われます」

　そう言葉を継いだルルが、自らも海に飛びこんで魔王の隣へ。

「事情が見えてきました。先日の世界異変で冥界が地底から浮上したように、海底に沈んでいた遺跡が海底の隆起で浮かびあがったのでしょう。あの膨大な光もそこから生まれているものかと」

「そうだとして遺跡ってのは何なのさ」

　おそるおそるレンも海の中へ。

「……つめたっ」

　腰の位置まで海水に浸つかった瞬間、骨の髄まで凍いてつくような冷たさに背中が怖おぞ気けだった。全身が震え、早くも足先の感覚が麻ま痺ひしてきている。

　エリーゼが向かった先は目星がついた。

　だが、この極寒の海の深海付近までどうやって潜ればいい？

『──神殿へ』

「水の始原精霊ウンデイーネ？」

　レンの背後で、岩場に残っていた精霊が海へと飛びこんだ。

　無音。

　一粒の水みず飛沫しぶきさえ上げることなく海に沈んでいく水の始原精霊ウンデイーネ。とけ込むように全身が水中に消えていって……

　海面に浮上した時には、精霊の身体からだは海と同化する暗い色味に染まっていた。

『向かうのならば案内します』

「お前が？」

　精霊が片手を振りあげる。

　水が激しくうねる音──それから数秒も経たたずして、レンの腰までを浸していた海水が干潮のごとくみるみる水位を下げていく。

　潮が引く？

　否いや。精霊の起こした事象は、レンの予想を大きく上回るものだった。

「なんと！」

「海が割れていく……？」

　魔王、そして氷の将魔ルルフオニカさえ言葉を失って立ちつくす。

　そう。無尽蔵ともいえる海水に亀裂が入るや真っ二つに割れて、隠れていた海底の姿がみるみる露あらわになっていくではないか。

　精霊の力。

　その潜在能力の高さをあらためて垣かい間ま見みた心地だ。

「自然に対してこうも強力に干渉する術を持っているとは……海を凍らせたり蒸発させることは悪魔にも可能だが、ここまで膨大な海水を自在に操る術はない」

「私も、ここまで大規模な精霊現象は初めて見ました」

　陸地となった海底を見下ろす魔王とルル。

「ふむ。しかし海底に向かう分には楽になったな。余とルルならばともかく、人間であるレンは深海に潜るだけで一苦労であろう」

「……水の始原精霊ウンデイーネに感謝だよ。人お間れにとっちゃ一苦労どころの話じゃないから」

　干上がった海底を沖合に向けて歩きだす。

　水の始原精霊ウンデイーネが作りだした海底の通路は幅二メートル程だろうか。左右には、それぞれ海水の壁が押し迫るようにそびえたっている。

「エリーゼは無理やり海に潜ったのかな」

「悪魔の身体は人間より頑丈ですからね。深海であっても多少の無む茶ちやは可能です」

　水の引いた海底を歩きながら、家政婦長ハウスキーパールル。

　深海の底へと続く下り坂。巨大な岩と珊さん瑚ごとが並ぶ海底の向こうに、淡い虹にじ色いろに輝く巨大遺跡が厳おごそかにそびえたっていた。

「……あった」

　凄すさまじい光の放射を前にレンは目を窄すぼめた。

　ドーム型の海底神殿。

　大いなる光の柱が天井部から生まれ、まっすぐ天に向かって放射されている。

「光の原因はこれで確定か。エリーゼも十中八九あの内部だろうけど、でも気になるな、あの光。ルルは見当がつく？」

「悩ましいですね」

　青髪の悪魔が、歩きながら微苦笑。

「ここまで近づいてもまだ何の法力も感じません。ということは法力とは別の力……たとえば失われた技術オーパーツのような物かもしれません」

「あの遺跡そのものが巨大な失われた技術オーパーツってこと？」

「はい。レン様も油断なさらぬよう」

　あの遺跡の表面で光る虹色が、世界録アンコールの表紙の虹色とよく似ている。

　それに気づいた時点で、目の前の遺跡が神性都市にまつわるものであることはレンにも察しがついていた。

　……それに、あの遺跡にいるはずのエリーゼからまだ音おと沙さ汰たがない。

　……何日間もだ。

　遺跡を調査する時間としても長すぎる気がする。

　あの内部で何かが起きたのだと、そう怪しむには十分すぎる期間だ。

「まずは入口探しか？」

　遺跡の正面に回りこんだ魔王ヴェルサレムが、不審そうな表情で顔をしかめた。

　扉にあたるものが遺跡にない。

　二本の石柱と、その間に挟まった巨大な鏡。

　長きにわたって海水に晒さらされていながらも錆さび一つない奇妙な鏡こそあれど、入口らしき構造の部位が見つからないのだ。

「後先考えぬならば壁を壊す手段もあるが、どうするレンよ？」

「それはもうちょっと待って。エリーゼが陸にいなかったってことは、エリーゼは遺跡に入ってるはずなんだ」

　エリーゼが壁を破壊した痕跡はない。

「エリーゼがどうやって遺跡に入ったのか……ナスターシャ」

『…………』

「ナスターシャ？」

『……は、はいはい！』

　世界録アンコールの葉ページのスキマから現れる少女。

　急いで現れはしたものの、その目は眠たそうに半分ほど瞼まぶたが閉じたままだ。

「寝てた？」

『そ、そんな……居眠りなんてしてませんよ？　証拠だってないですしー』

「まあいいや。それよりこの神殿が何かわかる？」

『んー、どれどれ……』

　瞼をこすりながら古いにしえの建造物を見上げる世界録の住人ナスターシヤ。

『神性都市の遺物ですね』

　そしてごく当然といった口調で断言してみせた。

『形状からして神殿の類たぐいと思われます。何かを祀まつるための建物かと』

「博識ですね」

　感心した面持ちでルルが反応。

　昨晩、魔王とルルそしてエリエスをまじえ、レンが旅した経過は話してある。終しゆう焉えんの島で世界録アンコールを発見したこと。そして世界録アンコールから少女ナスターシヤが現れたことも。

「一つお尋ねします。この神殿とやら、どうしてこれほどの深海に？」

『神性都市の時代には海に埋没してなかったんです。「光り輝く者たち」の攻撃で堤防が破壊されたことで、海面が上昇して……』

　世界録アンコールから飛びあがる。

　ナスターシャが飛んでいった先は、魔王が睨にらみつけているのと同じく正面に据えられた大鏡だ。魔王の背丈よりも巨大な鏡が曇り一つなく磨きあげられている。

『怪しいのはコレですね。うーん、この型は私も初めて見ます。どれどれ……』

　半透明の繊せん手しゆをのばして鏡に触れる。

　と──

　その小さな身体からだが、みるみる鏡の中へと吸いこまれていった。

『きゃぁっ!?　助けて！』

「なにっ……おい貴様……ぬっ、うおぉぉっっ!?」

　ナスターシャを助けようと咄とつ嗟さに手を伸ばした魔王も、鏡に触れた途端に内部へ強制的に引きずり込まれていく。

　数秒と立たぬうちに二人の姿が消失。

　何事もなかったかのように遺跡に静けさが充みちていくのを前に──

「ナスターシャ、魔王ヴエルサレム！」

「お待ちをレン様」

　咄とつ嗟さに駆けよろうとしたレンを止めたのは、他ならぬ魔王の参謀その人だった。二人が吸いこまれた鏡を、真しん紅くの双そう眸ぼうでじっと凝視して。

「ひとまず安全なようですね。魔王様の法力を感じます。鏡の裏側へ。つまり内部に移動させられただけでしょう」

「……じゃあコレが入口なのか」

「はい。エリーゼ様もここから内部に入ったのかと思います」

　手を伸ばすルル。

　レンもまた鏡の前に手を差しだして──同時に、神殿内部に移動した。





　　　　２






「わっ？」

「遅かったではないか」

『そうですよレン様！　私だけこんな場所に先にいかせてー』

　トン、と乾いた通路に着地する。

　片かた膝ひざをついたレンが顔を上げたすぐそこに、魔王とナスターシャの姿があった。

「二人ともご無事で何よりです」

　優雅な挙動で着地するルル。

「ここが神殿の中というわけですね」

「……不思議というか奇妙な施設だな。あちこち光り輝いている」

　壁と床と天井。

　あたり一面、鈍にび色いろに輝く金属の薄膜で被覆メツキされている。

　そこかしこに煌こう々こうと輝くランプが備えつけられており、古代の遺跡とは思えぬほど明るいのだ。神性都市が歴史から消滅して何百年という月日が経たってもなお、この建物は活動を続けていた。そう想おもわせる雰囲気だ。

『神性都市の機械通路です。懐かしいですねぇ……あまり良い思い出はないですけど』

　一本道を進んでいく世界録の住人ナスターシヤ。

「見覚えあるんだ？」

『もちろんです。あそこで何回死にかけたことか』

「……死にかけたって。そんなまさか」

『いえいえホントなんですよ？』

　ナスターシャが空中でくるりと一回転。

『神性都市が研究していた古代召喚術は、最初から万能というわけではなかったんです。召喚された別世界の精霊たち……すなわち現在の三種族ですが、それが古代詠唱士エイシエンターの手におえず暴走することが多々あって』

「そいつらに襲われた？」

『はい。でもそれ以上に恐こわかったのが、そうした暴走対象を倒すための防衛機構でした。言ってしまえば施設に仕掛けられた罠わなと守護者ガーデイアンなんですが』

　こまめに首を動かして天井や床を確認するナスターシャ。

『神性都市の施設には、そういうのがそこら中に仕掛けられているはずなんです。私も、神性都市の構造すべてを把握してるわけではないので……うぅ、緊張します』

「頼むよ。神性都市のことは一番詳しいんだから」

　無人の遺跡でも油断はできない。神性都市シィエラミリスというものがいまだに得体の知れない存在だからだ。

　……それにこんなの初めてだ。

　……遺跡丸々一つが失われた技術オーパーツだなんて。

　今までで培つちかってきた冒険の経験がどこまで通じるか、それはレンにも自信がない。

　と。

『────』

　ひやりと腕に感じる冷たい感触。

『こちらへ』

「ん。水の始原精霊ウンデイーネ？　お、おいどうしたんだよ！」

　腕に絡みつくように接してきた精霊が、何かを感じとったように顔を上げた。

　二ふた股またになっている通路を右へ。

　円形ホール──レンが足を踏み入れたそこは、天井と壁すべてが極彩色の塗装でもって彩られた空間だった。

　天井画と壁画。そしてそこに描かれていたものは……

「精霊か？」

「そのようですね」

　天井画を見上げる魔王と、その参謀。

「レン様、あの天井の一帯をご覧下さい。緑色の精霊と水色の精霊です。私には見覚えがあるように思えます」

「……風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンデイーネか」

　薄緑の羽をもった精霊と、水の身体からだをもつ精霊。この神殿が聖地カナンに近い位置にあることから考えても、まず間違いないだろう。

「精霊信仰の神殿だったんだな」

『あの都市がまだ精霊わたしたちと友達であった時代の……遺跡……』

　水の始原精霊ウンデイーネの身体がさざ波立つ。

　自分たちと同じように天井を見上げ、懐かしむように両手を上げる精霊。

『もう、あの都市は精霊わたしたちを忘れてしまったけれど』

「……神性都市が、か」

　水の始原精霊ウンデイーネは最初からこの神殿を知っていたのだろう。

　だから同行を願いでた。

　人間が過去を懐かしむように、精霊も過去を愛いとしく想おもう感情を持っているから。

「しかし気になる。あの中央の一ひと際きわ派手な精霊は何だ？」

　魔王の指先が示す方。

　天井画の中心に、無数の精霊に囲まれて光り輝く精霊が一体。

「俺も気になってたよ。明らかにあの精霊だけ特別っぽいんだ」

　厳おごそかな金色に彩られた精霊。

　翼をもち、人間の女性の姿をした上半身。下半身から先は水の始原精霊ウンデイーネのような蒼あおい液体状の身体からだになっていて、そこから無数の飛沫しぶきが噴き上がっている。

　そして、その顔立ちには奇妙な既視感があった。

　……沈黙機関の姫フイオラ？

　……いやまさか。でも顔の雰囲気がすごく似てる気がする。

「なあ水の始原精霊ウンデイーネ、あの精霊は──」

『あなたは知っている』

　水の始原精霊ウンデイーネが指さしたもの。

　それはレンが背に担ぐ霊剣ヴィエルジュだった。

『シィエラミリス』

「……あれが精霊シィエラミリス!?」

　瞬まばたきも忘れて天井画を凝視した。

　神性都市シィエラミリスの名の由来になった精霊で、最初の精霊具である霊剣ヴィエルジュを人類に授けたとされている。

『────』

　ちゃぽん、と跳ねる水みず飛沫しぶき。

　身体を完全に液体と化して通路のスキマへと水の始原精霊ウンデイーネが沈んでいく。精霊からの話はこれで終わりという訳なのだろう。

「レン様、探索を続けましょう。この通路はここで行き止まりのようですから」

「ああ。さっきの分岐を左に進めばいいんだよな」

　身をひるがえす魔王とルルの後を追いかける。

　だが気のせいだろうか。無音だった神殿入り口と比べて、奥に進んだここは微かすかな雑音が聞こえる。

「ナスターシャ、このゴォォって音は？」

『排気音ですね。たぶん、奥に膨大な熱を発生させる装置があるんです。その熱を冷ますために風を送りこんでいるのかと』

　自らも耳に手をそえるナスターシャ。

『あと時々、ピッ、ピッ……って音が鳴ってますよね。これは別の仕掛けです。古代召喚術で現れたモノが危険だと判断された時に、それを排除する機構が備わっていると先ほど説明しましたが、これがその装置の駆動音かと』

「罠わなと守護者ガーデイアンだろ」

　通路の先を見据えてレンは頷うなずいた。

「こんな音で警告してくれてるならわかりやすいな」

『そのかわり起動してしまった時が大変なんですよぅ……私だって、間違って罠に引っかかった時は本当に恐こわかったなぁ……』

　心底辛つらそうな表情でナスターシャが溜ため息いき。

『なので皆さん、ご注意くださいね。話をしていれば早速です。ほらそこの曲がり角。床に赤いタイルが敷きつめられているでしょう』

「踏んだら起動か」

『はい。またいで渡ってくださいね。靴先だけでも触れれ──』

　そう言い終わるのを待たずして。

　神殿の通路一帯に、けたたましい警報音が鳴りひびいた。

『ど、どうして!?　レン様は触れてないはずなのに！』

「む……これは」

　苦い声を漏らしたのは魔王ヴェルサレム。

　続いて、魔王の後ろに従っていたルルがその足下をじっと覗のぞきこむ。

「あら魔王様。足は大丈夫でしたが、尻尾しつぽが床の赤いタイルに触ってますわ」

「そのようだ。余としたことが注意を欠いたな。ふはははっ、これは愉快！」

『ふははじゃないですぅぅぅっ！』

「笑ってる場合かよ!?」

　轟ごう、という鈍い音とともに床がせり上がり、さらに天井が降ってくる。一切の容赦なく侵入者を──

「押しつぶす気か。走れ！」

　狭い通路を駆けぬける。

　レンと魔王、続いてナスターシャが罠の起動地帯を突破。だが最後尾のルルが走りきる前に、降下する天井がルルの頭上に迫っていた。

「ルルッ!?」

「──────────目障りです」

　天井に押しつぶされる。

　その悪寒が現実となる直前に、レンの視界を真っ青な氷雪が埋めつくした。

　氷の軋きしむ硬い音。

　時が止まったかのように。白く輝く霧のなかで、罠わなとして起動していた床と天井とが、真っ青な氷に包まれて美しき置物オブジエと化していた。

「心配いらん」

　そう宣言したのは魔王ヴェルサレム。

「奴やつは氷の将しよう魔まだぞ」

　床と天井に残ったわずか数十センチの間から、身を屈かがめながら這はい出でてくる青髪の悪魔。傷一つないどころか余裕さえ窺うかがわせる表情で。

「まったく躾しつけの悪い通路です。お待たせしましたレン様」

「大丈夫か？」

「はい。しかし私としたことが、つい怒りを覚えてしまいました」

　珍しくも頰ほおを膨らませて憤いきどおりを表現。

「ああそうだよな。あの罠、いくらなんでも危険すぎ──」

「床と壁が迫ってくるなんて。ふふっ、なんと幼稚な。もっと歯ごたえのある仕掛けだと思ったのに。期待を裏切られて残念です」

「そっち!?」

「こういう悪意のある仕掛けは、悪魔わたしの大好物ですから」

　いたずらっぽい笑みで応こたえる氷の将魔ルルフォニカ。さすが歴代魔王の参謀だけあって、その返事までエリーゼそっくりだ。

「さあ次の罠は何でしょう。楽しみですねレン様」

「踏むなよ!?　絶対踏むなよ!?　っていうかエリーゼにも言った記憶があるんだけど！」

　一本道の通路の先に、再び分岐点。

　どちらも両開きの扉が備えつけられているのだが、問題は、そのどちらもが閉まっているということだ。

『認証式の扉ですね。レン様、その扉の前にスイッチが見えますか』

「あの点滅してるガラスの球体だろ。押せばいいの？」

『お待ちを！』

　伸ばしかけた手が、ナスターシャの制止で止まった。

『押せば開くのは事実です。ただしですね、認証式なので権限者がボタンを押さないと、扉が開いた瞬間に守護者ガーデイアンが襲ってくるかも』

「扉を開いた向こうで守護者ガーデイアンが待ち受けてるって、嫌な罠だな……」

『はい。今から私が権限を書き換えます。誰が扉を開いても大丈夫なようにしますので、お待ちくださいね。まずは右側の扉から』

　扉の前まで飛んでいくナスターシャ。

　天界の審門を修復した時と同じく、髪の毛の一本を光のペンへと変えて、赤く輝く球体に光の紋様を書きこんでいく。

　装置の中に沁しみていく光の文字。何十字、何百字とだ。

「ほう。ずいぶんと小利口な妖精だな」

　その姿を見守る魔王ヴェルサレムが、珍しくも感心したように声を弾ませた。

「世界録の住人ナスターシヤとやら。話には聞いていたが、我が屋敷の黒妖精よりも身体からだは小さいが頭はだいぶ良いらしい」

「うん。俺もここに来るまでにだいぶ助けられた。本人が妖精なのか精霊なのかよくわかってないんだけど……って。ルル、どうしたのさ」

「────」

　青髪の少女がじっと黙して動かない。

　体調が悪いのか顔を赤らめて、苦しそうに息を荒らげながら、身体を曲げて壁に手をついている。

「ルル？」

「……ああレン様、お許し下さい。わたし、もうダメかもしれません」












「っ、どういうことだ!?」

　彼女のもとへ駆けよるも、ルルは変わらず苦しげな表情だ。目の端に涙さえ浮かべているではないか。

「何だ、何があったんだ！」

「……あの扉です」

「扉？」

「はい。あの扉の……」

　荒らげた息を隠そうともせずに、ルルがその華きや奢しやな手を向けた先は扉脇のスイッチだった。今まさにナスターシャが奮闘している仕掛けである。

「あんな目の前に罠わな……しかも触れるだけで発動する罠……確かめてみたい……あぁ……この衝動を我慢しろというのは何と残酷なご命令ですか」

　悪魔の少女の喘あえぎ声。

「起動させたい。うっかり触ってしまいたい……ああ、でもダメ！　レン様のお供として、ご迷惑をかけるわけには……でももう限界、押します！」

「押すなぁぁぁっ!?」

　レンの制止もむなしく。

　感極まった表情のルルが伸ばした手が、罠つきのスイッチを押しこんだ。

「あ、あら？　私は今なにを……」

「我さえ忘れてたのかよ！」

　鳴りひびく警報。

　先の罠が起動した時も派手ではあったが、今度は耳を劈つんざくほどの大音量。それも硝子がらすを引ひっ搔かいたような耳みみ障ざわりな音だ。




『神殿への第三者侵入を再確認。

　排除を自動判断。制限時間内による施設責任者の停止命令なし。

　機械獣を解放します』




　天井から響きわたる人工めいた声。

「物々しくなってきたではないか」

　独り言のように呟つぶやく魔王は、その言葉と裏腹に笑みさえ浮かべていた。

「好よい好よい、ビクビク進むのは性に合わんからな」

「同感です魔王様。罠を破壊し、敵を撃ち倒してこそ侵入というもの。この程度の遺跡ごとき悪魔わたしたちが恐れる理由はありません」

『魔王さんもルルさんも、そんな暢気のんきなこと言ってる場合ですかぁぁっ！』

　悲鳴を上げるナスターシャが、青ざめた表情で金属扉を指さした。

　両開きに開いていく金属扉。

　が……

『あ、あれ？』

　開いた扉の先には、確かに守護者らしきモノがいた。

　全身が金属でできた獣──本当に生物なのか、それとも人形の類たぐいなのかもわからない獣。獅し子しを模かたどったソレが数体、開いた扉の奥にいたことは事実だ。だが。

『破壊されてます？』

　強力な力を受けて身体からだを砕かれ、通路に散乱する鈍にび色いろの金属塊。守護者であるはずの獣がことごとく行動不能になるまで破壊されていたのだ。

「先の声。第三者の侵入を再確認したと言っていたな」

　散らばった金属塊を足先で蹴りつけながら、魔王。

　その視線は開いた扉のさらに先へ。

「我が姉エリーゼであろうな。同じように扉を開けて、守護者を倒しながら先に進んでいるらしい。だが、これはいったいどういうことだ」

「どうしたんだよ魔王ヴエルサレム」

「法力の残り香が弱い。ここの守護者との戦いは昨日や今日のものではないぞ」

「……エリーゼがここを通ったのは数日前か？」

　魔王の隣で、レンは奥へと続く通路を睨にらみつけた。

　六日前に聖地を発たってから消息のないエリーゼも、ここまでは順調に探索を続けていたのだろう。

　……つまりこの奥に進んでから動きが止まってる。

　……エリーゼが戻ってきてない理由がこの先にあるのか？

　鈍どん重じゆうな足音。

　耳みみ障ざわりな軋きしみ音を響かせて、後方から巨大な気配が迫ってきたのはその時だった。

『守護者!?』

　ナスターシャが目をみひらく。

　警報が鳴りひびく中、天井に迫るほどの背丈を誇る隻せき腕わんの巨人が近づいてきていた。

　エリーゼが倒した獅子型の機械獣と同じ金属色ではあるが、この巨人は獅子よりも遙はるかに大きい。通路を埋めつくすその巨体。近づいてくる重圧感は、巨大な壁が押し迫ってくるようではないか。

「徊かい獣じゆうの類でしょうか。冥界の隻眼巨人サイクロプスとも違うようですが……」

　わずかに膝ひざを曲げるルル。

　重心を下げて軽い臨戦態勢へ。思えばレンにとっては初めてだ。参謀に徹していた氷の将しよう魔まがまともに戦う素そ振ぶりを露あらわにしたのは。

　裏を返せば──

　それだけの相手であると、彼女がそう感じとったということに他ならない。

「気配はあるのに身体からだから熱を感じない？　法力で操られている人形とも違うようですし。冥界に、これと類似する生物の心当たりがありません」

『これも機械獣です！　神性都市で開発された番人です！』

　ナスターシャが懸命に声を振りしぼる。

「そこの獅し子し型とは違うのですか？」

『こっちの獅子は侵入者防止に開発されたんですが、あの巨人は侵入者を撃滅するための番人なんです。あの……とにかく硬くて頑丈で、体力が無尽蔵です。一度見つかったら、もう深海でも地上のどこまででも追ってくるくらい執念深くて……』

「なるほど。冥界まで追ってくるか興味はありますが、ここでお引き取り願いましょう」

　優雅な足取りで前に出る氷の将魔ルルフォニカ。

「待ったルル、俺が──」

「レン様はご無用です。力を温存しておいてくださいませ。それに」

　ぱちん、と指をうち鳴らす青髪の大悪魔。

「もう終わりました」

　きびすを返す氷の将魔ルルフオニカ。

　その背後で、機械獣という種の巨人が蒼あおく凍りつく姿があった。

　……いつの間に？

　……まるで法力の発動の気配がなかった？

　エリーゼや炎の将魔アシエンデイアを筆頭に、大悪魔の発動する法ほう術じゆつは極めて大規模で派手である。その常識が根元から崩された感覚だ。

　あまりに静せい謐ひつ。

　あまりに瞬時。

　法術の円環を示す光も無ければ、氷の冷気が噴きだす現象もなかった。縛いましめられた機械獣さえ、自分が凍いてついた瞬間を認識できなかったに違いない。

「これが洗練と言うものだ」

　そう口にする魔王に驚きはない。

　氷の将魔ルルフオニカの力に対し、絶対の信頼を感じさせる口調でもって。

「一切の余分をそぎ落とした極致。美しいと言うほかない」

「……さすがだよ」

　彼女の正体が初代魔王であるという事実を知るのは、おそらくこの中では自レ分ンだけだろう。その実力を垣かい間ま見みた思いだ。

『いいえ！　ダメ、倒してません！』

　静寂をやぶるナスターシャの悲鳴。

　氷が砕ける。

　全身を縛いましめる氷塊が千ち々ぢに砕けちり、内側に閉じこめられていた鈍にび色いろの巨人がその巨体をふるわせた。何事もなかったかのように。

「冥界の魔獣すら脱出不可能のはずですが、しぶといですね。それに──」

　ルルが跳躍。

　家政婦のスカートをなびかせて、天井すれすれまで軽やかに舞い上がる。空をきる拳こぶし。無挙動でくり出した巨人の拳が、ルルの衣服を掠かすめて通りすぎた。

「存外に俊敏なようですし」

　空中で一回転。洗練された身のこなしで床に着地した氷の将魔ルルフオニカの、その眼前に、鈍色の腕がさらに速度を上げて迫る。

　隻せき腕わんの左肩から、新たに生まれたもう一本の左腕が。

「腕が増殖？」

　目を細める氷の将魔ルルフオニカ。

　その華きや奢しやな身体からだが、機械獣の二本目の左腕に強引に摑つかまれた。跳躍していたルルの足を摑むや、地面に叩たたきつける勢いで振り下ろす。

「右腕がないかわりに左腕が二本とは、美しさに欠けますね」

　冷たき薄はく刃じん。

　ルルの手元に生まれた氷の切っ先が、足を摑む巨腕を肩口から斬きりおとす……はずが、その身体に弾はじかれたのは氷ひよう刃じんの方だった。

「硬い？」

　未知の金属。

　氷の将魔ルルフオニカの生みだす冷気に耐え、凄すさまじく硬い。

『ルルさん!?』

　胴体を摑まれて床に振り下ろされる氷の将魔ルルフオニカ。

　頭から落下する寸前、床と、そして彼女との間に割って入った漆黒の悪魔がその巨腕を受けとめていた。

「中々に厄介だな。得体が知れぬという意味で」

「お手を煩わずらわせて恐縮です魔王様」

「なに構わぬ」

　機械獣の腕を片手で受けとめた魔王ヴェルサレムが、その手に持つ錫しやく杖じようを差し向けた。

　コツン、と体表に触れる杖つえの先端。

「こやつならば余の術式が有効であろう」

　魔王が杖つえを振りあげる。

　巨人の身体からだが胴体からひび割れて、直後、蜘く蛛もの巣状だった罅ひびが一気に拡大した。

「爆散せよ」

　巨人の体内から炎が溢あふれる。

　金属内部から生まれた破壊の衝撃により、黒炎に吞のまれながら無数の金属片に分解されて砕けちる機械獣。

　……これはエリーゼの！

　……さっき倒れてた獅し子しの残骸と同じ破壊方法か。

　獅子型の守護者と同じように全身を砕かれて倒れる巨人。エリーゼが獅子型の機械獣を倒した痕跡から、この相手に有効な法ほう術じゆつの目星をつけていたのだろう。

　さすがは現魔王。

　いやエリーゼの実弟と言うべきか。

「煤すすがついてしまいました」

　家政婦のエプロンが汚れたことに顔をしかめる家政婦長ハウスキーパールル。魔王の法術に巻きこまれたせいで髪の毛もわずかに黒ずんでしまっている。

「魔王様、もっと火を抑えてくださいまし」

「どれだけ頑丈かわからぬ以上、それなりに火力を出しておくのが無難であろう。しかし、やはり得体が知れぬな」

　これだけ強力な法術を披露してなお、魔王は杖を握る手を緩めていない。

　蠢うごめく残骸。

　通路に散らばる金属片が一斉に動きだしていた。意思を持つように、それが床を転がりながら一つの小山となって、再び巨人の身体を形成していく。

「ナスターシャ、あれは！」

『だから体力が無尽蔵って言ったじゃないですかぁぁぁっっっ！　地の果てまで追ってくるって！』

　声を震わせるナスターシャ。

『倒しても倒してもキリがないんです！　金属の身体だから、どんなに破壊しても接合面がくっつけば修復しちゃうんですよ！』

「獅子型の機械獣とは違うってことか……」

　氷の将魔ルルフオニカの氷ひよう刃じんさえ弾はじく強固な金属でできた身体。たとえ破壊してもすぐに再結合してしまうのは厄介だ。どんな手段があれば倒しきれる？

「ご安心を」

　エプロンの煤を払いながら。

　極めて平然と、そう答えたのはルルだった。

「もう終わりました。先ほどお伝えした言葉に二言はありません」

　集結した巨人の身体からだ。

　それが、レンとナスターシャとが見上げる前で再び崩れ始めたのだ。

　風に吹かれる砂山のように。

　肩から腕が外れ、腕もまた肘ひじや手首といった部位ごとに自壊していくではないか。

『は、はい……？　どういうことでしょう？』

「無限に冷えていく」

　霜に覆おおわれて白くなっていく巨人を横目で見据える氷の将魔ルルフオニカ。

「私の氷雪は時間が経たつほど冷たく硬くなっていきます。ゆえに、金属の身体であろうと低温限界に至れば自重で崩れていくだけ。こうなれば再生もできません」

「……やっぱりすごいんだな」

「照れますね」

　くすっ、と青髪の少女が微苦笑。

「とはいえ最初の凍結で仕留めきれなかったのは予想外でした。魔王様も仰おつしやったように、得体が知れない相手だからこそ確実に仕留めるつもりだったのですが」

「あの巨人も一体とは限らないしな」

「はい。エリーゼ様を見つけたら長居せず神こ殿こから脱出するのが無難かと」

「エリーゼの進んだ先は……わかりやすいな」

　さっきの獅し子し型の守護獣が、通路の脇に何体も倒れている。

　エリーゼの戦闘の痕跡がそのまま彼女の行き先の目印というわけだ。

「精霊神殿っていっても、まだ先があるのが俺には不思議だよ。さっきのホールみたいな場所で終わりじゃないんだな」

　部屋一面に描かれた精霊たちの壁画。

　あれだけ美しく神こう々ごうしく描かれた絵画を他に見たことがない。レンが神殿の設計主なら、あのホールこそ神殿の中心部に配置するだろう。

　……なのに、まだ先がある。

　……あの絵画で終わりじゃないってことなのか？

「あら。また扉です」

『だ、ダメですよルルさん！　私が罠わなを解除するまで次こそじっとしててください！』

　扉の開閉装置へ飛んでいく世界録の住人ナスターシヤ。

　が──

　ナスターシャが扉に近づいた途端、扉が勝手に開いていった。

『あぁ、罠ではなく自動扉でしたか。罠は先ほどのものでお終しまいのようですね。レン様、こちらです』

　正方形のタイルが敷きつめられた部屋だった。

　白塗りの壁に奇妙な石板が埋めこまれていて、そこに、光の文字が浮かびあがっている。

『書庫のようです』

「書庫？」

『壁の石板が本の代わりだと思います。レン様、手を翳かざしてみてください』

「こう？」




〝霊暦三九二年、九三日──

　神性都市にて観測された精霊に異常反応あり〟




〝霊暦三九二年、九五日──

　大礼拝堂に異変あり。礼拝の時間になっても精霊が住処すみかから出てこない。

　ここ数週間、精霊が礼拝堂に現れない日がある。

　その頻度について今後は記録を取る必要があるだろう。原因を解明しなくては──〟




　嗄かれた男の声。

　抑揚のない無機質な声が、ナスターシャの言う書庫にこだました。

「これ……碑文の三賢者と同じ仕組みなのか。この書庫全体が」

　神性都市の記録書。

　この発光する石板に触れることで声が再現された。石板の色合いも浮かびあがる文字も、碑文の三賢者の碑文と酷こく似じしている。

「ふしぎな仕掛けですね。悪魔が触れても起動しない仕組みになっているのですか？」

　別の石板に触れるルルと魔王。

　どちらが触れても今のような声が生まれることはない。

「レン様が古代詠唱士エイシエンターだからでしょうか」

『いえ、これは人間ならば誰でも起動可能だと思います。神性都市の時代であっても古代詠唱士エイシエンターは貴重だと聞いていますから。そして、これは私の想像ですが……』

　神殿の天井を見上げるナスターシャ。

『三百年前、英えい勇ゆうエルラインも世界のどこかで似た遺跡を見つけたんだと思います。そして、そこに遺のこされていた石板を発見したのかと』

「心当たりはある。奴やつが遺跡に対して妙に執着していたのは余も記憶している。奴なりに神性都市の調査を進めていたというわけか」

　神妙な面持ちで石板に触れる魔王が、低く唸うなった。

「だがこれだけの数の石板がすべて記録書だとすれば、記録されている内容も膨大だろう。必要な情報だけを手短に探るにはどうする？」

『は、はい！　私にお時間をいただければ、必要な記録だけを選びだすことは可能です。神性都市と、この精霊神殿のこと。それに精霊についての研究記録など』

「どれだけかかる」

『ええと、あの、その……石板の操作方法から調べるので……』

「それで？」

『……全部で二日くらいかと』

　ナスターシャの声がだんだんと小さくなっていく。

『レン様、どうしましょう……？』

「時間をかけて調べたいところだけど、今はエリーゼ探しを優先した方がいいと思う。ただ、さっきの石板の続きだけは気になってさ」

　霊暦三九二年──

　これが具体的に何年前なのかはわからないが、神性都市時代の暦こよみだろう。その記録で、石板は『精霊に異常反応』と言っていた。

　それはどういうことだ？

「ナスターシャ、今の続きだけでいいんだ。次の記録が残ってる石板がどれかわかる？」『もちろんですとも。レン様、いま光ってる石板の隣です』

　再生を終えた石板から光が消えていく。

　かわりに、その隣に埋めこまれた石板がより強い光でもって輝いていたのだ。

　太古の時代から守り続けていた記録。それを解放する者の訪れを喜ぶかのように、強く、瞬またたきだして。




〝霊暦三九二年、百一日──

　翌朝、礼拝堂に精霊たちが多数顕現しているのを発見。

　だが様子がおかしい。

　普段なら元気に礼拝堂で遊び回る精霊たちが、今日はシィエラミリス像の傍そばによりそって動こうとしない。

　怯えている？　古代詠唱士エイシエンターたちが話しかけても、精霊たちが応じようとしない。

　こんなことは初めてだ〟




〝霊暦三九二年、百九日──

　精霊シィエラミリスが七十日ぶりに『大庭園』に顕現した。

　多くの信徒と研究者が集まるなか、シィエラミリスの表情が険しかった。

　何かを伝えようとしているらしかったが、奇妙な雑音に邪魔されて聞こえない。

　精霊シィエラミリスの声が何かに妨害されている？

　一時間後。

　表情を暗くしたシィエラミリスが消えていった〟




　古いにしえの記録の再生が途切れて。

　レンは、こくんと息を吞のみこんだ。

「精霊の怯おびえ？」

　まさかここで、その事象と直面するとは思わなかった。

「エリエスの気にしてた現象が、こんな古くからあったのか」

　石板は「こんなことは初めてだ」と言っていた。つまり現代でも見られる現象の発端は、神性都市の時代であったことになる。

　……俺の知るかぎり精霊が怯えたのは大きくわけて二回だ。

　……虚構精霊エイドスが現れた時と、終しゆう焉えんの島が消滅した時。

　碑文の三賢者が「光り輝く者たち」への報復手段と言っていた虚構精霊エイドス。そして終焉の島で「光り輝く者たち」を吹き飛ばした異常な力の暴風。

　どちらも土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーが悲鳴を上げていた。

「共通点があるのかな。虚構精霊エイドスと、終焉の島を消滅させた暴風。この記録にある精霊の怯えってのに共通の要素みたいなものがあるとしたら」

「レン様」

　無言で部屋を観察していたルルが、壁の一点を指さした。

　再生を終えた石板から離れた部屋の隅。新たに輝きだした石板へ誰よりも先に目をつけて。

「その答えは、もしかしたら次の石板にあるのではないですか」

「……ああ」

　何十という石板が壁に埋めこまれているなか、一ひと際きわ輝く黒の石板。




〝霊暦三九二年、百四十日──

　精霊たちが最後に礼拝堂に現れてから、これで十日目になる。

　これほど長きにわたって精霊が姿を見せないのは記録開始以来初めてだ。精霊庁の研究者たち、そして精霊信仰の信徒たちは途方に暮れている。

　だが一方で、精霊との交流役であった古代詠唱士エイシエンターたちの関心は、精霊以外のものに移りつつある。

　竜と天使と悪魔。

　精霊という不確かなものより、これら三種族は人間に対して遙はるかに有益で従順である。

　精霊シィエラミリス、精霊カナンの二体の分を除き──

　それ以外のすべての礼拝堂を撤去し、三種族の研究施設をそこに増設するという案が、提案されたという噂うわさもある〟




〝霊暦三九三年、十七日──

　神性都市第一区く劃かく、第二区劃、第三区劃より。

　三種族の研究が予定どおり最終段階に入ったとの報しらせが届けられる。

　あの『光り輝く者たち』による襲撃はますます激しいものになっているが、それもじきに片が付くだろう。

　もうじきだ。

　三種族の召喚の、さらに先へ〟




〝霊暦三九三年、五十三日──

　外世界より、未確認存在であった例の波長の検出に成功した。

　今まで注力してきた三種族研究は今日限りで終了。

　明日からは全研究者が『アレ』のエネルギーを利用する研究に集中することになる。

　あの力の抽出に成功すれば。

　もはや精霊も三種族も不要になるだろう。我々の研究はかつてない高次元の領域に到達したと言える〟




　光を失っていく石板。

　再現された声が今なお残響として感じられる書庫で、レンは呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

「……どういうことなんだ」

　精霊信仰の発祥地であった神性都市が、途中でその関心を三種族に移したことはレンも知っている。古代召喚術によって召喚された竜と天使と悪魔の重要視。いわば三種族信仰とでも呼ぶべきものが精霊信仰を衰退させたのだと。

　一方で、それを許さなかったのが沈黙機関だ。

　別世界からの召喚物であった三種族を駆逐するために神性都市を襲撃し、終しゆう焉えん戦争を引き起こしたのだと理解していた。

　だが──

「精霊も三種族も不要になるって」

「そこに関して、奇妙な発言がありましたね」

　沈黙した石板を睨にらみつけるルル。

「『アレ』という言葉でしか語られていませんが、何かの力の抽出に神性都市の総力を挙げて取り組むと。話の流れから察するに、竜でも天使でも悪魔でもない。おそらく精霊でもないはずです」

「精霊信仰から三種族信仰に移って、それで終わりじゃなかったのか……」

　一方で精霊たちの怯おびえは強まっていった。

　記録は霊暦三九二年から三九三年までの二年間だったが、最初のうちは、精霊は怯えながらにも姿を現していたらしい。

　しかし三九三年では、もはや精霊が現れたという言葉が出てこなかった。

　だとすれば──

「古代召喚術の研究が『アレ』の力とやらに移ったことで、精霊の怯えが決定的になった。余にはそう感じられたがな」

「俺も同じ感想だよ」

　この石板の記録が正しいならば、精霊信仰も三種族信仰も、神性都市は最初からまるで重要視などしていなかったことになる。

　すべては副産物。

　最後の記録に残っていた『あの力の抽出』という究極目的のための過程に過ぎなかった、そう聞こえてならない。

「どういうことだよ。神性都市はいったい何を企たくらんでたんだ……」

　緊張に汗ばむ指。

　その掌てのひらを握りしめ、レンは溜めていた息を吐きだした。

「神性都市か。エリーゼとフィア先輩を見つけた後の最優先事項だよな。そこに行かないと解決しない問題が山積みだ……」

　とはいえまずはエリーゼだ。

　数日前に彼女がこの神殿にいたのは間違いない。

「石板を再生できるのは人間だけ。ということは我が姉エリーゼはこの記録を見ることなく、書こ庫こを突っ切って先に進んだことになる。行くぞ、この先だ」

　書庫の隅にある扉へと魔王が向かっていく。

　自動で開いていく金属扉。書庫の先の光景を真っ先に目にしたヴェルサレムが足を止め、小さく唸うなり声ごえを上げた。

「……これは審門か？」

「冥界の審門とは少々異なるようですね」

　後に続くルルもまた、部屋に一歩入ったところで足を止めた。

　五本の塔から成る大聖塔オベリスク。さらにその中心部に、大空の雲が凝縮したような霧状の扉が浮かびあがっている。

「冥界の審門は大聖塔オベリスクの数が四本だっけ？」

『そうですレン様。大聖塔オベリスクの数が多いのは、転移時にそれだけ複雑な制御が必要だからと言われています。たとえばええと……長距離移動だけではなく特殊な結界を抜けたりする時に用いられる審門とか』

　天界の審門を修復した時同様に、ナスターシャが大聖塔オベリスクの先端に飛びうつった。

『どこに移動するかは調べてみませんとわかりませんが、神性都市、あるいは神性都市にすごく近い場所に繫つながっている可能性があります』

「そう考えると、この神殿も貴重な場所なんだな」

『はい。ここの審門からなら神性都市にかなり近い場所まで転移ができ……できまぁぁぁぁぁっっっっっ!?　きゃっ！』

　床に着地した先でナスターシャがひっくり返った。

「どうしたのさ」

『あ、足を滑らせました……あいたた……だってこんな落とし物が……何でしょう。神性都市の装飾品アクセサリでしょうか。それとも神殿の祭具かも』

　鈍にび色いろに輝く額あて。

　大きさからして子供用であろう装飾品アクセサリを見下ろして、レンは思わず声を上げていた。

「ナスターシャ、それって！」

「エリーゼ様の額あてですね。なぜこんなところに」

　装飾品アクセサリを拾い上げるルル。

「さすがに体温は感じられませんか。けれど微弱な法力がこびりついています。これを外す直前まではご無事であったと思いますが……」

「簡単に落ちるもんじゃないよな。落っことしてもすぐ気づくだろうし」

　今までの旅でエリーゼの額あてが外れた場面を見たことがない。終しゆう焉えんの島で沈黙機関の姫フイオラと戦った時でさえ、そうだ。

　……エリーゼがわざと外さないかぎり落っこちるものじゃない。

　……わざとだとしたら何のために？

「もしかして」

　審門へとふり返る。

「エリーゼさ、俺たちが後から追いかけてくることも予想してたんじゃないかな。額あてが落ちてたのは審門の前だろ。ってことは審門を通ったって意味じゃないか？」

「自然な解釈だと思います。ただ、逆を言えばエリーゼ様はもう神殿を出られた後ということになりますが」

　また探し直しですね。

　暗にそう言いたげに、ルルが苦笑をこぼしてみせる。

「……奇妙だな」

　ぽつりと。

　一人離れた壁際で、神妙な口調でそう呟つぶやいたのは魔王ヴェルサレムだった。

「魔王様？　いかがされましたか」

「この額あてが我が姉エリーゼの物で、コレが後続の者への伝言であることについては余も異論はない。だが腑ふに落ちん。我が姉エリーゼは、本当に自らの意志で審門を通過したのか？」

「と言いますと」

「この扉がどこに続いているかもわからない。一人で飛びこむ理由が無いのだ」

　五本の大聖塔オベリスクを凝視する漆黒の悪魔。

「当初の目的であった『海底から生まれた光の正体を判明させる』は、この神殿を見つけた時点で解決した。ならば素直に引き返すのが道理というもの。そもそも我が姉エリーゼが聖地カナンに立ち寄ったのは船を必要としたからだ。旅団パーテイの仲間を探すために海を渡りたいと言っていた。そうだなルル？」

「仰おつしやるとおりです」

「我が姉エリーゼもバカではない。仲間を探すという喫きつ緊きんの目的がある以上、どこへ続いているかもわからぬ審門に飛びこむような真ま似ねはするまい」

　そう告げる魔王の言葉には、絶対にも似た自信が込められていた。

　姉を誰よりも知る弟の自信が。

「言われてみればそうか。俺もついエリーゼの伝言の意味だけ必死に考えてたけど、そもそも伝言が残してあることが不自然なんだよな……」

　ルルの握る額あてを見据えて黙考。

　魔王の言うとおりだ。なぜエリーゼがここに伝言を残さなくてはいけなかったのか。そこに違和感がある。

『あのぉレン様、私、考えてみたのですが……』

　おずおずと宙に浮かびあがるナスターシャ。

『この審門、触れるだけで起動するようなのです。もしかしたら偶然に触っちゃって、転移させられる間際に手がかりを残した可能性は……』

「それもどうやら違うようだぞ」

　魔王がその場にしゃがみこむ。

　床の一点を見つめ、指先の鋭利な爪つめでもって床の表面を削るように引ひっ搔かく。爪先にこびりついたものは床の塗装……ではなく、乾いた赤い粉末だ。

「血だな」

　爪の先に付着した粉末を凝視する魔王。

「これが誰のものか言うまでもあるまい」

「……エリーゼのってことか？」

「先の書庫も同じように血痕が残っていた。石板に注目していたお前たちでは気づかぬのも無理はあるまい」

　淡々と言葉を続ける魔王の姿に、レンは思わず隣のルルと顔を見合わせていた。

　気づかなかった。

　おそらくはルルも同じだろう。驚きを隠せないと言わんばかりに、わずかに目をみひらいて魔王を見つめている。

「魔王様、ルルは嬉うれしゅうございます。ご立派になられて！」

「当然よ」

　自信を滲にじませる口調で頷うなずく現魔王。

「魔王宮では我が姉エリーゼや他の五ご大だい災さいにいつも脅されているからな。奴やつらさえいなければ余も威厳を発揮できるというもの！」

「冥界で本領発揮できない魔王ってのもどうなんだ……？」

「ともあれ我が姉エリーゼの状態が気になるところだ」

　ルルから額あてを受け取る魔王。

「血痕は小さいが、床に血がしたたり落ちるとなればな」

「……よっぽどの事態ってことだろ」

「うむ。先の機械獣に襲われたせいかはわからぬが、追いつめられていた可能性はある。魔王時代ならばいざ知らず、今はあの身体からだだ。そして追いつめられていたからこそ、神殿から脱出するために審門を利用せざるを得なかったのかもしれぬ」

　魔王の言葉に頷き、レンは後方へとふり向いた。

　五本の大聖塔オベリスクによる審門のその後ろに、さらに奥へと続く扉がある。

「この先、どうする？」

　エリーゼが何かの事態に追いこまれたと仮定するならば、この神殿にはそれほどの脅威が潜んでいることになる。

「進んで構わぬ。我が姉エリーゼの動向を確かめるためにも、神殿の全容を調べておかなくてはな。それにこちらは三人だ」

「魔王様の意見に同じく。もちろん用心はしておくべきでしょうが」

「……ああ」

　霊剣ヴィエルジュを握りしめ、レンは扉の前まで歩いていった。

　手をかざす。

　扉が自動で開いていく先。そこには果てしなく延びた通路があった。

「ふしぎな通路だな……」

　異様に長い通路。今までと同じ奇妙な金属色に輝く壁で、幅二メートルほどだろうか。だがその直線距離はざっと三、四百メートルはあるだろう。一瞬、幻覚を疑ってしまった。それほどまでに気の遠くなる長さの通路なのだ。

「魔王宮の通路に匹敵する長さだな。この先、よほど重要な部屋があると見る」

　大おお股またで先頭を進んでいくのは魔王ヴェルサレム。

　その後ろにレンとルルが並んで歩く隊列だが、道のりがあまりに平へい坦たんすぎて逆に不気味さを帯びている。床の勾こう配ばいも曲がり角もない。まさに正確な直線に作られた通路なのだ。海底にあるものとは思えない。

「ナスターシャ、この道、罠わなじゃないよな」

『は、はい……私もさっきから気をつけているのですが、そういう気配はないようなのです。罠が仕掛けられてる様子はありません』

「じゃあどうしてこんなに長い通路が？」

『……見当もつきませんです』

　溜ため息いきをつくナスターシャが魔王の肩に留まる。

　その途端、先頭を歩いていた魔王が突如としてその場にしゃがみ込んだ。

「レン、ルルよ」

「……赤い染み。これも血痕か？」

「先の部屋から転移する前に、エリーゼ様もこの通路を通っていたということになります。……レン様、あの壁面をご覧ください」

　青髪の少女が指さしたのは床ではなく、壁。

　血を拭ぬぐった痕跡。

　が、ルルも魔王もそこにはもはや近づく素そ振ぶりはなかった。痛々しく残る痕あとを横目に、通路の終点まで無言で進んでいく。

　最後の扉。

　それは書庫の石板と同じ石を用いた扉だった。石の表面には精霊らしきものの姿が彫られ、神殿にふさわしい荘重な趣を感じさせる。

　それが破壊されていた。

　強力な力によって強引にねじ曲げられ、無理やりにこじあけられた形だ。

「エリーゼか」

『この扉だけは開かないようになっていたんだと思います。神性都市の扉を無理やり壊すなんて、すごい力ちから業わざ……』

「俺はむしろ安心したよ。こういうところはエリーゼらしくてさ」

　拉ひしやげた石の扉のスキマをくぐる。

　眩まぶしき照明。

　思わず瞼まぶたを閉じかけたほどに強い輝きに満ちた部屋は、円形の大ホールになっていた。壁面は、灰色の配線が何重にも絡まりあった機械の地肌。天井も奇妙な機械部品の集合体で埋めつくされていて、その機械部品が時折、光を放っている。

　……シャンデリアとかの照明じゃなくて。

　……この機械の部品が光ってて、それでこんなに眩まぶしいのか。

　中央部には祭壇。

　階段状に三段構造になっている祭壇には、見覚えある精霊を模かたどった石像が祀まつられていた。

　精霊シィエラミリスの像。

　宙を見上げる恰かつ好こうで右手を掲げ、その右手に何かを握りしめている。

　──緋ひ色いろの実。

　本物かと見まごうほど美しく彩色された果実だった。

「似てる……」

『え？　どうしましたレン様』

「カナンに沈黙機関の姫フイオラの石像が残ってるのを見たんだ。その石像とコレが同じ恰好をしてる。右手に果実みたいなのを握ってるところまで」

　エリエスに聖地を案内してもらった時だ。

　当時は、まさかあの石像のモチーフとなっている少女が沈黙機関フィオラであるとは夢にも思わなかったが。

「奇妙だな。本体の石像が地肌のままだというのに、この果実だけは赤く塗られている。この瑞みず々みずしさ、本物の果実そのものではないか」

　祭壇を昇っていく魔王。

　伸ばした手が真っ赤な果実に触れようとしたその時──天井、壁、床すべての機械が耳みみ障ざわりな音をたてて激しく点滅を開始した。

「馬鹿な、余はまだ触れておらんぞ！」

　祭壇から魔王が跳び退のくものの、警報もランプの点滅も鎮まる様子がない。眠りについていた神殿が一気に覚醒したかのような狂騒ぶりではないか。




『神殿深部、侵入者の立ち入りを確認。

　「果実」への接近反応あり

　神殿獣ティアマトの催眠解除。起動します』




　大ホールに響く無機質な音声。

　と同時に、あれほど騒がしかった警報が噓うそのように静まりかえり、ランプの点滅もみるみる鎮まっていく。

「神殿獣……？」

　静寂に包まれた広間に、レンの呟つぶやきがひっそりと浸透していった。

　いま確かにそう聞こえた。自分たちが侵入者だと認識されていることは間違いないが、さっきまでの機械獣とはまた別のものだろうか。

「ナスターシャわかるか？」

『い、いえ。私も存じません……量産された機械獣に、そんな名前のものは該当がないんです』

　申し訳なさそうに首をふる世界録の住人ナスターシヤ。

『世界録アンコールに記録されてない理由で考えられる可能性は二つです。一つ、神殿獣ティアマトという呼称が精霊神殿での俗称に過ぎない場合。こちらは正式名称さえ判明すれば記録を見つけられるかもしれません。そして二つ目が、神殿獣という名前のとおりこの神殿の為ためだけに開発された特殊な守護者の場合です。神性都市に関わりがないため世界録アンコールにも情報がない、と……』

「後者そつちは手がつけられないわけだ」

　霊剣ヴィエルジュを両手に握りしめ、入ってきた扉をじっと睨にらみつける。

　この部屋に続く扉は一つきり。

　自分たちが歩いてきた長大な通路を渡る以外に、この大ホールに至る道はない。現れるとしたらあの扉からだろう。

　だが。

『何も起きないですねぇ……』

　半分、拍子抜けした表情で呟つぶやいたのはナスターシャだった。

『地響きでも轟とどろかせてやってくるかと思ったのですが、もう四分も待ってるのに何も現れませんし、近づいてくる気配も皆無です。守護者だとしたら何百年という休眠でサビついてる可能性もありそうですが』

「油断はできぬ」

　身構えたまま魔王が唸うなり声ごえ。

「が、いつ現れるかもわからぬ輩やからを待つ義理はない。ここで時間を浪費するのは無駄だ。我が姉エリーゼを追わねばならぬからな。どうだルル？」

「熱反応ありません」

　こちらは天井を見上げながらルルが返事。

「いま現在、この大ホール付近に敵らしきものの気配はありません。魔王様の仰おつしやるとおり一つ前の部屋に移動するべきかと」

「決まりだな」

　硬い床に錫しやく杖じようを突きたてて、魔王がのそりと歩きだした。

「ここに長居する理由はない。神殿獣とやらは現れた時に撃退すればいい。余にとっても、レン、お主にとっても今は我が姉エリーゼの安否の方が重要であろう」

「もちろん。神殿獣だって戦わなくて済むならそれに越したことは──」

　言いかけた矢先。

　壁際に立つ魔王の、その背景が陽炎かげろうのように揺らめいた。

　機械と配線とで埋めつくされた鈍にび色いろの壁面。それが音も気配もないまま液状化したかのように波打っていたのだ。

　……なんだ？

　……俺の目の錯覚……か……？

　異変と感じるより先に、レンは我が目を疑った。

　あれだけ硬質な金属でできた壁面が波打つことがまずありえず、金属があれだけ大きく歪わい曲きよくしてるのに無音だというのも信じがたい。

　さらにいえば熱反応もないと氷の将魔ルルフオニカが断言した直後ではないか。

　疲労による目の掠かすれ、か？

　なかばそう思って隣にふり返ってすぐ、レンは己おのれの認識が誤っていることに気づいた。

　──同じ表か情お。

　こちらを見返すルル、そして世界録の住人ナスターシヤも一瞬前の自分と同じ反応だったのだ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

　何かが起きている。だが何が起きているのかわからない……目をみひらいて魔王のすぐ背後を眺めていた。

　……俺だけじゃない？

　……ってことはコレは俺の目の錯覚なんかじゃなくて。

　波打つ壁。

　無音無気配でうごめく金属の壁から、まったく同じ色に輝く巨大な口と牙きばとが現れたのはその時だった。

　魔王の巨体をも一口で嚙かみつぶしてしまうであろう、怪物の牙が。

「屈かがめ魔王ヴエルサレム！」

「なにっ!?」

　床に伏せる魔王。

　魔王宮での霊獣ディスカントとの死闘。そこでの共闘がなければ──命を燃やして築き上げた信頼がなければ、魔王の上半身は怪物の牙に切断されていただろう。

　レンの言葉に一瞬たりとも迷わず従った。その判断が、魔王自身の命を救ったといって過言ではない。

　上うわ顎あごと下顎の牙が交差。

　その牙が魔王の背中を掠めて通りすぎていく。

「こやつ……!?」

　背後の壁から生えた口を見上げ、魔王が全身を戦おののかせる。




『神殿獣ティアマト

　神殿深部に到達──』




　不穏な宣告が響きわたるなか。

　神殿獣と呼ばれた怪物が、ゆっくりと壁の内部から浮かびあがってきた。
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　ソレは音もなく、気配もなく、熱反応さえもなく──

　精霊神殿の最深部へと到達した。

『…………』

　一切の言葉を発しない無言の怪物。

　鈍にび色いろの金属を加工した機械と、その機械に絡みつく配線でできた壁面の中から、まるで水面から顔を出すかのように浮上してきたのだ。

　まず現れたのは頭部。

　鋭利な形状は蜥蜴とかげと鰐わにの中間だろうか。大きく発達した前腕二本、そこにはレンの霊剣よりも長大なかぎ爪づめが生えている。

　そして人間のように発達した両足と、蛇の下半身のように太い尾。

　……蛇と人間の中間みたいな外見だ。

　……全身あの金属色ってことは機械獣の一種だと思っていいのか？

　姿を露あらわにした怪物と対たい峙じし、レンは小さく息を吐いた。我知らずのうち緊張で息を止めていたのだ。

　神こう々ごうしい存在、怖おぞ気け立つほど強大な敵というのは今まで何度となく戦ってきたが。ここまで理解に苦しむ相手は初めてかもしれない。

「金属の壁の中を潜ってきたっていうのかよ。魚が水中を泳ぐみたいに……」

「私にもそう見えました」

　そう応じる氷の将魔ルルフオニカが一歩、前へ。

「奇妙ですね。今は、この機械獣から確かな熱反応を感じます。けれど壁の中から現れた直後はまるで無反応。現れる直前まで壁の素材と一体化していたとしか思えません」

「それで気配がなかったのか……魔王ヴエルサレム！」

「抜かったわ」

　俊敏な挙動で魔王が後方へと跳び下がる。

　氷の将魔ルルフオニカの隣へ。

「法力、音、光、大気の流れ。一切を乱さず余の背後に迫ってきおった。これだけの巨体と重量でありながら！」

「俺も、こんな奴やつが来るとは思ってなかった……」

　金属の肉体をもつ機械獣という守護者。

　その最上位であろう神殿獣ティアマトだが、まだ現れただけだ。この怪物の全容は何一つ明らかになっていない。

　神殿獣テイアマトの一挙一動を逃さぬよう目を凝こらすつもりで姿勢を屈かがめる。

　と。

　──wisionかがやき──

　何かが煌きらめいた。

　光を放ったのは神殿獣テイアマトが開いた口こう腔こうの奥。竜が息い吹ぶきを放出する時のように、喉のどの奥から白い光が浮かんだ気がした。

　あまりに刹せつ那な。

　星の瞬またたきにも満たない一瞬の現象。レンがその瞬きを意識した時には、既に。

「…………っ……」

「魔王ヴエルサレム？　ルル？」

　言葉もなく。

　魔王と氷の将魔ルルフオニカという冥界の大悪魔が、唇の端に小さな血を噴きこぼしていた。胸元に指先ほどの穴を穿うがたれて。

「──────どうした!?」

　くずおれる二人。

　その二人に駆けよろうとしたレンを、間際で制する者がいた。

『強い光』

　足を止める。

　背後の水の始原精霊ウンデイーネがそう語るままに身をひるがえした。

『あなたに授けた水鏡は万象すべてを等しく映しだす。この光、感じるでしょう？』

「っ！」

　空を切る光の凶きよう刃じん。

　神殿獣の口こう腔こうから撃ち出された超高速の光すれすれに、レンは上半身を反らして直撃を免まぬがれていた。

　──精霊の教示。

　水の始原精霊ウンデイーネに学んだ水鏡の境地は、光の発動さえもその予兆を感じとることを可能にする。逆に言えば、それ以外に今の一撃を躱かわす手段はなかっただろう。

「……助かったよ」

『忘れないでくださいね。その境地こころ』

　水みず飛沫しぶきをあげて消えていく精霊。

　後に残され、レンは神殿獣テイアマトを見上げた。

　瞬まばたきさえ許されない。水の始原精霊ウンデイーネの『水鏡』をもってしても感じられる光の予兆は刹せつ那なに過ぎない。感覚を本気で研とぎ澄ませても、次を躱しきれるかどうか。

「……なるほど厄介だ」

「法ほう術じゆつの類たぐいではないようですね。感知がかぎりなく困難です」

　杖つえを支えに立ち上がる魔王。

　その隣では、一足先に立ったルルが口元を指先で拭ぬぐう仕草。

　胸を穿うがたれた二人。人間では命にかかわる重傷だが、生命力の強い悪魔にとっては驚くに値する傷ではないらしい。

「っ、来るぞ！」

　神殿獣ティアマトの顎あぎとが大きく開く。

　水の始原精霊ウンデイーネの水鏡を除いては回避不能の閃せん光こう。その射出を前に、氷の将しよう魔まルルフォニカが指をうち鳴らした。

「あいにくと冥界育ちなもので。悪魔は光が大嫌いなのです」

『wisionかがやき』

「お返ししましょう」

　氷の将魔へと放たれた光。

　それが彼女の身体からだを貫く寸前で、美しき氷の鏡によって跳ね返された。

　反射された光の矛先は神殿獣テイアマトの右脚。己おのれの光を受けて膝ひざの一部を損傷し、怪物の巨体がよろめいた。

「眼めを潰すよう狙ねらったのですが、やはり速すぎて反射するのが限度ですか」

　鏡の裏から飛びだすルルと魔王。

「魔王様」

「小こ癪しやくな獣めが、たとえ金属の肉体であろうと一切の再生を許さぬぞ」

　巨体をゆらす神殿獣テイアマト。

　その足下に、魔王の発動した紫色の法ほう術じゆつ円えん環かんが浮かびあがった。

「灰かい燼じんと化せ」

　法術円環から立ち上る黒の炎。

　生き物の触手のように蠢うごめく炎が神殿獣テイアマトの表面に触れた途端、じゅっ、という音をたてて金属の体表が一瞬にして融解した。

　さらに濛もう々もうと噴き上がった炎が神殿獣テイアマトの全身へと絡みついていく。

　が──

　魔王の炎が神殿獣テイアマトに襲いかかる寸前で、その巨体が消え去った。

　ちゃぷん、と。

　水面下に潜るような速度で、神殿獣テイアマトの肉体が機械の床に沈みこんだのだ。

「こやつ!?」

『一体化？　足下の機械の床と同化して融とけこんだのだと思います……！』

　口早に吼ほえるナスターシャ。

「余の炎から逃れるためか」

　炎が大気を焦がす。

　が、そこにもはや標的の姿はない。波打つ床がゆっくりと元の平へい坦たんな床に戻った時には、怪物の巨体はもう機械の床深くに沈みこんでいた。

「……だが逃さん！」

　神殿獣テイアマトの沈みこんだ床めがけて魔王が杖つえを投げ放つ。投とう擲てきされた杖の先端が床に突きささり、床とその周囲を巻きこんで爆炎をまき散らした。

　機械の部品と配線とが破裂。

　巨大な陥没をつくりだすが、そこに神殿獣テイアマトらしき獣の姿はない。

「かわした!?　あの一瞬でどこまで深くに沈みこんだというのだ……」

　錫しやく杖じようを手元に引き寄せる魔王が、声を引ひき攣つらせる。

　壁に同化して逃げようとしたところを追撃して仕留める。そのはずが、神殿獣テイアマトの巨体が神殿内を浸透する速度は魔王の法術発動をも上回っていたのだ。

　静寂の広がっていく大広間。

「レン様」

「だめだ。気配も何もない」

　背中合わせに立つルルに、レンはかぶりを振って応じた。

　水の始原精霊ウンデイーネの水鏡をもってしても、神殿と同化した神殿獣の動きは探知できない。

　壁と床のどちらからもだ。どれほど神経を研とぎ澄ませても振動一つ感じない。

　……ここまで無気配となると動きを止めた？

　……あるいは逃走した、か？

　なかばそう思いかけたレンの背後で。

「いかんっ！」

　魔王の怒号。

　レンとルルの立つ床が大きく波打った。機械の床──そう思っていたものが大きく裂けて、そこから歪いびつな牙きばが飛びだしてくる。

「床じゃない!?」

「私たちが立っていたのは神殿獣テイアマトの口の真上だったと……！」

　怪物の口に吞のみこまれる。

　その顎あごに生えた牙に嚙かみつぶされる寸前で、レンはルルとともに魔王に突き飛ばされた。

「魔王ヴエルサレムっ!?」

　鈍い音。

　神殿獣テイアマトの牙を受けとめようとした魔王の右手が、レンの目の前で大きく拉ひしやげた。肘ひじから先を原形を留とどめないほどに潰されて、悪魔の盟主が苦く悶もんの声を上げる。

「なんと馬鹿げた咬こう合ごう力りよくか……」

　巨人型の機械獣を片手で止めた魔王の腕力。神殿獣テイアマトの牙を受けとめて逆に破壊する自信もあったのだろう。その目もく論ろ見みが容赦なくかみ砕かれたのだ。

　床のなかに沈みこんでいく牙。

　と同時に魔王の背後にあたる壁が揺らめいて、神殿獣テイアマトの鉤かぎ爪づめが壁から突きでる。

「今度は爪だけか。屈かがめ魔王ヴエルサレムっ！」

　薙なぎはらいの鉤爪。

　その先端めがけてレンは霊剣ヴィエルジュを叩たたきつけた。甲高い破砕音。手が痙けい攣れんするほどの重たい衝撃に押され、身体からだが浮き上がる。

　……擦かすっただけで吹き飛ばされる!?

　……力比べじゃアリと象だ。

　巨竜の突進に割り込むようなものだ。抵抗しようとしたところでこちらだけが一方的な暴力に蹂じゆう躙りんされる。

「それに、なんて硬さだよ……」

　霊剣が斬きったのは鉤爪のごく一部だけ。

　神殿獣テイアマトの爪つめの勢いも利用した交差法カウンターでさえ、爪の一部しか破壊することができないのだ。予想できていたが、剣による戦いはやはり分ぶが悪すぎる。

「レン様、剣を引いてください」

　跳び上がる氷の将しよう魔まルルフォニカ。宙を舞う少女が神殿獣テイアマトの爪に飛び乗った。

　右手で鉤かぎ爪づめに触れて。

　左手を機械壁へ。

「氷ひよう鎖さ」

　氷の将魔を中心に冷気が拡散。怪物の鉤爪に取とり憑つくや、ホールの壁の一部ごと凍らせて張りつかせた。

「これでもう壁の中は移動できないでしょう…………っ、と思っていましたが。この程度では動きを拘束できませんか」

　冷気の範囲外から飛びだした神殿獣テイアマトの牙きばが、鉤爪を凍結させた氷塊を一口でかみ砕いてみせたのだ。氷鎖から逃れた鉤爪が床の下へと潜っていく。

「凍らせる作戦自体は効く？」

「はい。しかしご覧のとおり鉤爪や牙といった局所的な凍結では、すぐに氷が破壊されてしまいます。たやすく壊せる強度ではないはずなのですが」

　鉤爪から飛び降りたルルが着地。

　神殿獣テイアマトが潜りこんだ壁を見据えながら、嘆息してみせた。

「もっと大きな部位。最低でも上半身を丸ごと凍結させなければ仕留めることはできないかと」

「アイツに浮上する気がなければそれまで、か……」

　神殿そのものと同化する機械獣。

　まさに神殿獣の名前にふさわしい究極の守護者ガーデイアンだ。

　ルルの氷雪も、魔王の破壊も届かない。

　機械と同化している間はどこに潜んでいるか探知できず、攻撃のしようがなく、どこから攻撃がやってくるかも予測不可能。

「奇妙だな」

　魔王の呟つぶやき。

　ルルと背中合わせに立つ漆黒の大悪魔が、大ホールをぐるりと見わたして。

「神殿の内側に潜りこむ特性。完全に一体化しているがゆえに、どれほど近くに迫っていようと気配を感じとることはできぬ。だがアヤツはどうだ？　壁の奥深くに潜行しているというのに、アヤツはなぜこちらの居場所を察知できる？」

「気配。この場合は『音』かと思われます」

　魔王の参謀たる青髪の少女が、即答。

「頭部まで壁に潜って同化している以上、私たちの死角から動きを監視している可能性は消えています。となれば私たちの歩行や呼吸によるわずかな振動を、この壁や床を通じて感知している可能性をまず怪しむべきでしょう」

「余らの法力を感知している可能性は？」

「まず無いかと。法力を感知する為ためにもごくわずかな法力を使用します。が、あの獣からはそもそも法力を感じません」

「ならば──」

　魔王の外がい套とうが勇ましく翻る。

　手にした錫しやく杖じようを振りかざし、冥界の王が力強き口調で吼ほえた。

「獣には獣でもって応じるのもまた一興！」

　しゃらん、と響く金属の音色。

　杖つえに施された環わと環が重なり奏でられる音が静まるのを待って。

「我が古き輩ともがらよ」

　精霊信仰の神殿に、奇怪な鳴き声が響きわたった。

　魔王の外套の内側から飛び立った一羽の怪鳥。灰色の翼を広げて大ホールの天井めがけて飛ひ翔しようする。

「死戦の鴉モリガンか……！」

　魔王ヴェルサレムの使い魔『死戦の鴉モリガン』。

　二首を持つ灰色の鴉が空中で動きを止めて、その一瞬の後に無数の羽吹雪となってホールの宙を埋めつくした。

『な、なな……なんですかあの鳥は!?』

　世界録の住人ナスターシヤが固唾かたずを吞のんで見つめる先で、千ち々ぢに散った羽が一斉に蠢うごめいた。

　──増殖する魔獣。

　羽だったものが蠢き、ホールの天井を埋めつくす数の死戦の鴉モリガンへと姿を変える。

　死戦の鴉モリガンの左首からは泣き叫ぶような女性の悲鳴。

　死戦の鴉モリガンの右首からは絶叫する男の断末魔。

　二つの声が溶けあうように響き合い、壁を伝って神殿の隅々まで伝っていく。

　その直後。

　滑空する死戦の鴉モリガンの上方。

　魔獣の雄お叫たけびに反応した神殿獣ティアマトの牙きばが、天井から飛びだした。

　……来た！

　……間違いない。神殿獣テイアマトはホール内で動く気配を感知してる。

　ティアマトの牙に嚙かみつぶされて消滅する死戦の鴉モリガンだが、かわりに、嚙みつぶされた拍子に抜け落ちた羽から新たな死戦の鴉モリガンが再生される。

　一体が消えたかわりに二体。

　分身を倒せば倒すほどに数を増す、それこそが死戦の鴉モリガンの最大の特性だ。

「さあどうする神殿獣テイアマトよ。貴様の牙きばでどれだけ引き裂こうと余の使い魔は増え続けるだけ。神殿と同化していてはキリがあるまい？」

　怪鳥の雄お叫たけびは鎮まることを知らない。

　このホールに立つレン、魔王、氷の将魔ルルフオニカに狙ねらいを定めたくても、死戦の鴉モリガンの騒々しさが妨害して気配を捉えきれない。

　では死戦の鴉モリガンを先に倒せばいいかというと、その分身の数は、もはや神殿獣ティアマトといえど神殿と同化しながらに倒せる限界を超えている。

　死戦の鴉モリガンを一掃するには浮上するのみ。

　──wisionかがやき──

　まぶたを灼やく光。

　ホールを埋めつくす機械の点滅を遙はるかに越えた光量の閃せん光こうが照射され、宙を飛びかう死戦の鴉モリガンたちを撃ち落とした。

　落下していく怪鳥の背後に、床から浮上したばかりの神殿獣テイアマト。

　だがそれも束つかの間ま。

　数秒と経たたずにその巨体が壁の中へと沈みこんでいく。

「生しよう生じよう世せ世ぜの氷こおり夢ゆめ」

　神殿獣テイアマトが沈みきるより先に──

　巨体にまとわりついた純白の霜が、その動きを止めていた。

「空間凍結。床も壁も大気も、すべて私の氷雪で覆おおいつくせば同化はできない。もう逃げることはできません」

　楔くさびを打ちこむように床、壁、天井に突きささる氷の短剣。

　十二本もの氷の短剣を瞬時に投げはなっていたのは氷の将しよう魔まルルフォニカだった。

　最後の一本──

　ルルフォニカの放った短剣が神殿獣テイアマトの足を、霜の降りた床へと縫いつける。

「常とこ世よの果てまで凍り続けなさい」

　金属の怪物の体表にみるみる積もっていく純白の雪。粉雪のごとくきめ細かい粒子でありながら、ひとたび付着すればどれほどの怪力でもっても剝はがせない。

　雪の結晶が巨大な氷の柱へと変へん貌ぼうし。

　神殿獣ティアマトの身体からだを縛いましめる氷の檻おりとなっていく。

　だが。

『……動いてる!?　まだです、神殿獣テイアマトは拘束しきれてません！』

　真っ先に気づいたのは世界録の住人ナスターシヤだった。

　神殿獣テイアマトの肩から頭部にかけて絡みついていた氷雪が砕け、そこを基点に氷に罅ひびが入っていく。

　まだ怪物は凍りついていなかった。

「信じられない……これだけの冷気にさえ抗あらがうというのですか！」

　唇を嚙かみしめる氷の将しよう魔ま。

　初代魔王として冥界に君臨したことさえある彼女が、その声が掠かすれるのを抑えることができずにいた。

『さ、最初からコレを想定して造られてるんです！　召喚された三種族が暴れた時、その暴走を鎮圧するのも機械獣の役目だから』

「最上位の悪魔をも仕留めるために生まれてきた、と。たしかに恐ろしい力……」

　氷の短剣をさらに壁へと打ちこむ氷の将魔ルルフオニカ。

「ですが私の氷雪は限りなく冷えていく。もう効果は発動しています。時間が経たてばどんな怪物だろうと抗えないはず」

「承知。だがこのままでは、その前に氷の檻おりが破壊されるぞ！」

　魔王の見上げる先で砕けていく氷柱つらら。

　神殿獣テイアマトを縛いましめていた氷の檻がすでに半壊している。その間も氷の将魔の氷雪は絶え間なく降りそそいでいるのだが、ソレが巨大な氷塊となった傍そばから砕かれていく。












　氷塊の生成よりも破壊速度が上。

　……魔王の言うとおりだ。

　……ルルの法ほう術じゆつの威力が上がりきるより先、拘束を抜けられて逃げられる！

　再び神殿と同化されればすべて水の泡だ。次にも神殿獣が浮上してくる保証はない。

　ここで倒しきる。

「わかった」

　一度そう頷うなずいてレンは駆けた。

　霊剣を手に、氷の檻おりから脱出しつつある怪物へ。

「レン様、何を!?」

「神殿獣テイアマトの動きを止めればいいんだろ。あとちょっとで氷の温度が下がりきる」

「違います、今あの獣に近づけば──」

　ルルの制止を突っ切って、氷雪の降り積もったティアマトの足下へ。

　跳躍。

　床ごと凍りついている怪物の膝ひざに飛び乗って、そこから肘ひじへと移る。目指すは頭部だ。氷に閉ざされて動きが鈍くなっている今ならば難しくはない。

　レンが背中に感じる寒気。

　氷の将しよう魔まルルフォニカの発動した法術は空間凍結である。神殿獣テイアマトの周囲を無差別に凍いてつかせる。その状況下で神殿獣テイアマトに近づけばどうなるか──

「レン様！　だめです！」

　ルルの悲鳴。

　それ以上は、降りしきる猛吹雪の音にかき消されて聞こえなかった。いや、たとえ聞こえていたとしても止まる気など毛頭ない。

「こっちだ神殿獣テイアマト」

　足場代わりに、怪物の肩を激しく蹴りつける。

　最大の挙動でもって霊剣ヴィエルジュを振りかぶり、レンは神殿獣ティアマトの額めがけて飛び上がった。

　──獣が身震い。

　今まさに氷の牢ろう獄ごくを完全破壊せんとしていた矢先、頭上に現れた気配を察知。神殿の守護という最大の使命を優先するために動きを止めたのだ。

『光、来ます』

「ああ！」

　意識の深奥に訴えかけてくる水の始原精霊ウンデイーネの声。

　耳まで裂けたティアマトの顎あごの奥、点ともった光が膨れあがり、圧縮され、光の弾丸として撃ち出される。

　その光を──

　霊剣ヴィエルジュの切っ先が薙なぎはらった。

「はっ！」

　勢いそのままに怪物の額へ剣を振り下ろす。

　衝突。硬い金属音が刃やいばごしに両手に伝わり、鋭するどい痛みを感じるほどの反動となって肩を襲う。あまりの衝撃に剣を落としそうになるほどだ。

　……さすがに硬い。

　……全力で斬きりつけてもちっちゃな傷一つが限界か。

　ふり向く神殿獣テイアマト。

　金属色に輝く牙きばが、空中で身動きのとれないレンを嚙かみつぶさんと襲いかかる。

「──遅い」

　その牙が凍りついた。

「俺たちの勝ちだ」

　神殿獣ティアマトは気づかなかったのだ。頭上に現れた標的に注意を向けた数秒の隙すき。そのわずかな虚によって、一時は破壊しかけていた氷の檻おりが再生していたことに。

　より強固に。

　より強大な冷気によって完成へと至った空間凍結。

　この場に満ちる氷雪は、神殿からの法力を受けた神殿獣テイアマトをもってしても抵抗できぬ結界となっていた。だが同時に……

　それほどの冷気がレンにも及ぶことをも意味していた。

『レン様が!?』

　レンの腕を伝って触手のごとく肩へと登っていく氷の蔓つる。神殿獣テイアマトを氷像と化した冷気が、さらに新たな獲物を見つけて襲いかかる。

「頼りにしてるぜ」

　落下するレンの胸元に点ともった、火の粉。

　その火が弾はじけて──翼持つ紅ぐ蓮れんの火蜥蜴トカゲが顕現した。

「火の始原精霊サラマンダー！」

　紅蓮の竜巻が吹き荒れた。

　大ホールの壁際から生まれた炎が天井を灼やき焦がす勢いで膨れあがり、レンの全身を覆おおいつくす。

　氷と炎の相殺。

　二つの強大な力が打ち消し合い、レンにまとわりつく氷を焼きはらう。

「……なんとまあ無む茶ちやを。危うく術式を解除しかけるところでした」

「俺だって咄とつ嗟さの思いつきだよ。説明する暇もなかったから」

　無傷で着地するレンに、氷の将しよう魔まが苦笑い。

　そして完全に凍いてついた神殿獣ティアマト。もはや起動することはないだろう。

「我が姉エリーゼが審門を使ってまで神殿から脱出した理由は、こやつだったか」

　氷漬けの怪物を見上げる魔王。

「出血の痕あとは、あの能力で壁から奇襲を受けたため。反撃しようにも、神殿と同化した奴やつを倒す手段が咄とつ嗟さには思いつかず交戦を避けた。そんなところであろう」

「他の機械獣からも追いかけられていた可能性もあります。いずれにせよエリーゼ様を追いかけてきて正解でした。まさかこんな事態になっているとは」

　引き返しましょう。

　目線でそう促すルルが淑しとやかな仕草できびすを返した。エリーゼが壊した扉をくぐって直線状の通路へ。だが数十メートルと歩かぬうちに──

　爆発。

　神殿のはるか前方から猛烈な衝撃が伝わってきた。

「ぬぅっ、新手の機械獣か!?」

「可能性は否いなめません。ですが衝撃は一度きりのようです。それにずいぶん遠くからの衝撃だったように思えます」

　身構える魔王とルル。

　そろって足を止めた二人の後方で、レンもまた通路の前方を見やった。

　……ルルの言うとおりだ。

　……今のが機械獣の気配だっていうなら、気配がこっちに近づいてくるはずなのに。

　静寂の満ちる通路の中ほど。

　魔王とルルと世界録の住人ナスターシヤ、そして自レ分ンとで進路の奥を睨にらみつけて──

「あら。まさかと思いましたが」

　真っ先にそう口にしたのはルルだった。

「レン様ご覧を。見覚えある姿があります」

「……キリシェ!?」

　目を疑った。長大な通路の向こうから歩いてくるのは、聖地カナンで待機していたはずのキリシェだった。

「おっ、レンここにいたのか」

　気軽な様子でキリシェが手を振ってくる。

「聖地カナンに残ってたんじゃ？　氷海竜リヴアイアサンを追い払うって」

「もう終わった。一段落ついたら追いかけると言ったはずだぞ。だいぶ暴れられたがな。あちこち引っかかれた」

　赤く擦すり傷のできた肘ひじをさするキリシェ。

「あんまり抵抗するから、海中から陸に引きずり上げて動けなくなったところを説教してやった。もう陸地を攻撃するなと叱しかっておいたから心配ない」

「そりゃ大した力ちから業わざで……」

「これでも優しくした方だぞ。そして予想どおりだが奴やつは古い時代の同胞だった。ずっと深海にいたせいで竜姫わたしのことも知らなかったが。さっきしっかりと教育してやったから、わたしが聖地カナンにいなくても平気と判断したわけだ」

　えへん、とキリシェが胸を張る。

「どうだ。氷海竜リヴアイアサンといえどわたしの敵ではない」

「それは何よりだけど、どうやってここまで？　俺たちの居場所よくわかったな」

　海中から光の柱が立ち上っているから、海底に何かがあるのはわかる。

　だが自レ分ンたちが海底にいると確信でもないかぎり、わざわざ極寒の海を潜って探索しようとはしないはず。

「氷海竜リヴアイアサンが浮上してきた理由がわかったからな」

　キリシェが、神殿の天井を指さした。

「この遺跡が海底から現れて驚いたらしい。それでお前たちも遺こ跡こを調べているだろうと思って氷海竜リヴアイアサンに案内させてここまで来たわけだ」

「たった今？」












「たった今だぞ」

　キリシェの応答に、レンは魔王とルルとともに顔を見合わせた。

　そうすると神殿入り口から伝ってきた衝撃は。

「なあキリシェ、さっき入口の方で大きな物音がしたけど」

「氷海竜リヴアイアサンがぶつかった音だ。わたしを神殿の前に下ろす際に尻尾しつぽがぶつかったらしい。驚いたか？」

「……人騒がせな」

「そう言うな。わたしも急いで来たんだぞ。氷海竜リヴアイアサンが、遺跡から見慣れぬ獣が現れたのを見たと言っていた。お前たちと戦ってるんじゃないかとな」

「思いあたる節はあるよ」

　通路の後方を見返して溜ため息いき。

　まさに今しがた、その『見慣れぬ獣』である神殿獣テイアマトと激戦をくり広げてきたばかりだ。

「加勢に駆けつけたつもりだったが、まさかもう終わったのか？」

「そのまさかだよ」

「何だつまらん。……で、エリーゼはどうした？　見つけたか？」

　きょろきょろと通路を眺めるキリシェ。

　この場にいるのはレンと魔王、ルルそれに世界録の住人ナスターシヤだけだ。肝心のエリーゼの姿はどこにもない。

「ええと」

　この一つ前の部屋に、神性都市近辺へと繫つながる審門がある。

　レンがそう説明しようとした矢先に。

　──崩壊。

　後方にあたる神殿の天井が、音を立てて崩れ落ちた。

　跳ねる水しぶき。何百キロはあろうかという壁材が通路に落下し、ぽっかりと空いた穴から大量の海水が入りこんでくる。

「漏水!?」

『さ、さっきの戦いです！　神殿に同化した神殿獣テイアマトを倒したことで、神殿の構造にも影響が出ちゃったんだと思います。あちこち穴だらけです！』

「ってことは」

『この神殿、海に沈みますぅぅぅぅっっっ！』

　水みず飛沫しぶきを被かぶったナスターシャがしがみついてくる。

『ど、どどど、どうしましょうレン様！　早く脱出しないと溺れちゃいます。私、こんな暗い海底に閉じこめられるのなんてまっぴらごめんです！』

「俺だってごめんだよ！」

　脱出するだけなら間に合う。

　問題は、神殿に海水が入ってくることで審門が水浸しになってしまうことだ。

　失われた技術オーパーツが水中で起動する保証はない。もしも審門が機能停止に陥いればエリーゼを追いかけることができなくなる。

　今すぐ神殿を脱出しなければ海水に吞のまれる。

　だが神殿を脱出すれば、エリーゼを追いかける手段が断たれてしまう。

「レン様……」

　顔を向ければ、そこには瞬まばたき一つ惜しんでこちらを見つめるルル。

　彼女も同じ不安に行きついたのだろう。

「いかがいたしましょう」

「行こう」

　歩いてきた通路を駆ける足に、力をこめて。

　レンは通路の先を指さした。

「このままエリーゼを追って審門に飛びこむ」

「……はい！　仰おおせのままに！」

　ルルがぱっと表情を明るくする。

「ご安心ください。転移先がどのような地であろうとも、レン様は、この私の命にかえましても」

「そんな大層な話じゃない。仲間エリーゼを探しにいくだけさ」

　押し寄せる海水から逃げるように通路を走破。

　自動扉をこえて進んだ部屋の中央には、五本の塔から成る大聖塔オベリスクがあった。

「キリシェ、エリーゼはこの先だ」

「……なに？　待てレン、話が見えないぞ」

「説明は後だ。ここで時間を食ってたら神こ殿こが海に沈みきる」

　眉まゆ根ねを寄せるキリシェに対し、レンは大聖塔オベリスクの中心部を指さした。

　雲が凝縮したような霧状の扉。数日以内にエリーゼはここを通過したはずなのだ。

「俺が最初に飛びこむからついてきてくれ。ナスターシャ、神性都市のことはお前に任せていいんだよな」

『が、頑張りますぅぅ！』

「──行こう」

　背中にしがみつく感触は精霊二体。

　火の始原精霊サラマンダー、土の始原精霊ノーム、そしてエリエスから託された水の始原精霊ウンデイーネをも従えて。

　レンは未知の審門へと飛びこんだ。













Record.5　永遠に降りつづく灰の下で
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　その世界は、灰色だった。




　天を見上げれば、そこは頭上を覆おおいつくす灰色の雲。

　太陽の光が届かない地上は黄昏たそがれ時どきのように暗く。陽ひの届かない地上には草一本、虫一匹の姿もない。

「……廃はい墟きよか？」

　古びた石造りの民家が建ちならぶ町を前にして、レンは呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいた。

　精霊神殿から脱出。

　エリーゼを追いかけるために審門に飛びこんだ。意識としてはわずか数秒後のことだが、目を開けた時には古びた町の前に転移していた。

「ナスターシャ？　ここって神性都市に関係ある場所なんだろ」

『ええと、そのはずですが……私にもさっぱり。神性都市に関係してるのは間違いないと思うのですが、まさか転移先がこんな寂しい廃はい墟きよだなんて』

　町を見回す世界録の住人ナスターシヤ。

「ナスターシャも知らないんだ？」

『はい。少なくとも神性都市そのものでないことは確かです』

　だとすれば何ど処こだろう？

　町の通りには雪がうっすらと積もっているが、そこに人の気配はない。

　民家に目をやっても窓には窓ガラスもカーテンもない。ただただ壁に、窓枠の穴がぽっかりと空いているだけ。

　古代遺跡のような閑散とした雰囲気。

　しかも町並みだけは現代風の民家だからこそ、余計に、哀愁じみた寂しさを感じずにはいられない。

『お仲間を捜されるんですよね』

「ああ、この町にいるといいんだけど。それにしても寒っ……氷海竜リヴアイアサンのせいで聖地カナンも寒かったけど、ここも同じくらい寒いってどういうことだよ」

　聖地カナンの異常な寒気は氷海竜リヴアイアサンの息い吹ぶきが原因だった。

　しかしこの地は違う。

　気候だけでこれほどの寒さとなれば、それは十分に異常な寒さと言えるだろう。

「それに雪もさっきから……」

　灰色の天上から降り続ける雪。

　吹雪のような凄すさまじい降り方ではないが、深しん々しんと、途切れることなく少しずつ地表に落ちて積もっていっている。

「レン様」

　雪を掌てのひらにのせたルルが顔を上げた。

「これは雪ではありません。白くて細かい粒子ですが、この一粒一粒からは水分も冷気も感じられません」

「……なんだって？」

「灰です。町に降り積もっているのはすべて灰と思われます」

　灰かぶりの町。

　この廃墟を白く化粧しているのは、止めどなく降りしきる灰であったのだ。

「ちなみに──」

「エリーゼの臭においがする」

　ルルの言葉を引き継いだのはキリシェだ。

「臭いが強く残っている。風のせいで臭いが散らばってしまって行き先はわからないが、この町にいるのはほぼ間違いない」

「審門に飛びこんだ甲か斐いがあったわけだ」

　頷うなずく魔王が、錫しやく杖じようの先端でもって通路を指ししめす。

「行くぞレンよ。遅れるな」

「わかってるから落ちつけよ。そんな急いで一人で進むと危ないって」

　肩で風を切るようにして歩きだす大悪魔ヴエルサレム。

　この地とて油断はできない。先の神殿獣ティアマトも、まさか神殿の壁を潜行して襲ってくるとは思いもしなかったのだから。

「ここが神性都市に関係あるっていうなら、まだ罠わなが仕掛けてあるかもしれないもんな」

「そこはお任せください」

　自信に溢あふれた口調で、ルル。

「どんな卑劣な罠であろうとも私が責任をもって踏んでみせます」

「踏まなくていいから！」

「では触るだけ？」

「……触っただけで起動したらどうすんだよ」

　名もなき無人の町を進んでいく。

　世界録の住人ナスターシヤを先頭にしてレン、魔王、ルルそれにキリシェという順番。罠はもちろん、民家の陰に何かいないか。物音はしないかと探りながらの慎重な足取りでだ。

「エリーゼが民家の中で休んでる可能性もあるもんな」

『はい。まずは町を一周してみて、それで見つからないようなら手分けして家の中を……あっ!?　レ、レン様……そこに何かいます！』

　先頭を行くナスターシャがぱっとしがみついてきた。

「どこ」

『そこの家屋です！　石壁の後ろ……いま何かが動きました！』

　指さす先を凝視する。

　と、まさにナスターシャが告げた家屋の陰から、鈍にび色いろの獣がゆっくりと姿を現した。

「機械獣！」

　大きさはレンの膝ひざ丈たけほどだろうか。

　精霊神殿で見た機械獣は獅し子しと巨人、そしてティアマトの三種だが、これは鳥型だ。

　──木菟ミミズク。

　フクロウとよく似ているが、フクロウには無い羽う角かくと呼ばれる耳がある。目の前にいる機械獣はその外見に酷こく似じしていた。

　それが複数。

　家屋の陰から現れた一体目の後ろから二体目、三体目が連なるように現れる。本物の鳥のように、小さな足でひょこひょこと地面をスキップするように歩きながらだ。

『先ほどの機械獣たちより幾分小さくて弱そうですが……』

「油断できないだろ。あんな外見だけど、どんな凶悪な性能を秘めてるのか」

　襲ってくる？

　その覚悟で木菟ミミズク型の機械獣たちを睨にらみつけるが、どれだけ待っても飛びかかってくる気配がない。向こうも集団でこちらを見つめたまま動かないのだ。

「ええい埒らちが明かない！」

　待ちきれずに業ごうを煮やしたのか、キリシェが足音を立てて豪快に前へと歩いていく。

「貴様らは何者だ、敵か味方かはっきりしろ！」

『────』

「おい反応しないか、身振りでも何でも応こたえないとわからんぞ」

『……語カタリ鳥ドリ』

　機械獣の嘴くちばしから発せられたもの。

　それは紛まごうことなく人間の言葉だった。

『我々は語カタリ鳥ドリ』

『造主ニンゲンからそう呼ばれている。この町で働いている三十五体、ぜんぶそう』

『お前たちは何だ』

『造主ニンゲンならば開発者名を音声発信せよ』

　総勢十体。

　小型の機械獣を前にして、レンは怖おず怖おずと口を開いた。

「……えっと。つまり機械獣なのか？」

『機械獣』

『その呼び名はとても大きな分類。不正解ではないが、正しい認識から距離のある呼称と言える』

『ソレはちょうど、お前たちすべてを「生物」と呼称するのと同じ』

　手にあたる翼をこちらに向ける語カタリ鳥ドリ。

　レンを指ししめして。

『お前は人間』

　次にキリシェを指して。

『お前は召喚対象Ⅲ種。通称「竜種」』

　魔王、ルルを指して。

『お前とお前は召喚対象Ⅱ種。通称「悪魔種」』

『──以上』

『お前たちをすべて「生物」とまとめて呼称するのは、不正解ではないが曖あい昧まいだろう』

『我々も同じ。機械獣であるが、語カタリ鳥ドリの呼称がより好ましい』

　論理的な物言いに思わず舌を巻く。

　しかし論理以上にレンが驚いたのは語カタリ鳥ドリの観察眼だ。この金属でできた木菟ミミズクたちは一目でこちらの種族構成を看破してみせた。

　特にキリシェとルル。

　キリシェは人間の姿に変身していて、ルルも外見は人間そっくりだというのに。

「すごいな。見ただけで誰が何の種族かわかるんだ？」

『神性都市で研究されていたものの認識は可能。だが──』

　語カタリ鳥ドリたちの視線が一斉に方向転換。

　うっすらと光をはなつ眼めが向いた先は、レンの肩先を浮遊する少女だった。

『お前は何だ』

『え。わ、わたし……ですか？』

　自分を指さして、ナスターシャが口を半開きに。

『ナスターシャと申しますが』

『種族を訊きいている』

『……種族ですか？　ええと、たぶん人工精霊か人工妖精かと……』

　ざわざわ、と。

　ナスターシャの答えに対して語カタリ鳥ドリたちからざわめきが生まれた。

『人工精霊。人工妖精。そうした呼称のモノが神性都市で開発されていた記録はない。お前からは、造主ニンゲンに開発された痕跡を感じない』

『あ、あれ？　おかしいですね』

　困った表情で首をかしげる世界録の住人ナスターシヤ。

『現に私はこうして世界録アンコールに宿っているわけですし。そちらの情報の欠陥では……』

『世界録アンコール』

『贖しよく罪ざいの書。神性都市で精霊信仰を貫いた者たちの最後の研究だと、そう造主ニンゲンは言っていた』

「……驚いた、世界録アンコールのことも知ってるのか？」

　世界録アンコールも語カタリ鳥ドリも神性都市で開発されたことは共通してる。語カタリ鳥ドリが世界録アンコールのことを知っていても不思議ではないのかもしれない。

「なあ。神性都市じゃ世界録アンコールは有名なのか？」

『否いな』

『世界録アンコールは、神性都市末期において一握りの研究者が極秘に研究していたものだ。その存在が公表されたことはない。未完成のままだから』

「あれ？　だけどさ」

　一つ疑問が生まれる。

「その極秘の世界録アンコールをどうして知ってるんだ？」

『造主ニンゲンから教わった』

『この町は、神性都市で精霊信仰を棄すてきれなかった者の隠れ里。世界録アンコールの研究を終えた者たちが逃げ集まって作った町』

「……この町は精霊信仰の町だったのか」

　歩いてきた道をふり返る。

　灰の積もった廃はい墟きよ。聖地カナンのような礼拝堂がないから気づかなかった。つまりあの精霊神殿が、この町の礼拝堂の役目を果たしていたのかもしれない。

「ナスターシャも知らなかった町があることにも驚いたよ」

『力およばず申し訳ないですぅ……』

　しゅんと肩を落とす世界録の住人ナスターシヤ。

『私も、世界録アンコールに込められた記録なら取得できるのですが、世界録アンコールに載っていないこととなると……神性都市のこと以外、私まるで覚えてなくて』

「そりゃ自分のことも記憶喪失だもんな」

　自分の出生の記憶が欠けてしまっている、と。

　出会った時からナスターシャ本人からそう聞かされていることだ。

「話を戻すけど、世界録アンコールを研究してたのが精霊信仰の一派だったってことは、神性都市でも精霊信仰が完全に消え去ったわけじゃなかったんだな」

『そう』

『だが少数派だった。信徒と研究者は徐々に居場所を失い、この地に移動した。六十六体の語鳥ワレワレを連れて。今は三十五体。三十一体が故障で活動不可能に陥った』

　長い時を経て。

　この町が廃墟と化した後も町に残り続けてきた語カタリ鳥ドリさえも、既に半数近くが壊れてしまったのだろう。

『時間だ』

『我々には使命がある』

　町の四方へと散っていく語カタリ鳥ドリ。地上に残った最後の一体も背を向けて、こぶりな足で去っていこうとする。

「使命って』

『語鳥ワレワレの使命は、この町に降り積もる灰を片付けること』

「この灰を？」

『造主ニンゲンからそう命令された』

　一体となった語カタリ鳥ドリが足を止めた。

　背中を向けたまま。

『この灰は、もう千年以上降り続けている。語鳥ワレワレも、同じ時間だけ灰を片付けている。いつ造主ニンゲンが戻ってきてもいいように』

「…………」

『造主ニンゲンは、この降り続く灰を恐れて町を去った。だから灰を取り除けば戻ってくるかもしれない』

「……それって、さ」

　言うべきだろうか。

　心中で何度も自問した上で、レンは大きく息を吐いた。

「言いづらいけど……その、本当に戻ってくるのかな。これが火山灰なのか異常気象なのか俺は知らないけど、ずっと降り続けてるんだろ」

『そうだ』

「雪と同じで。片付けても片付けても、上から降ってくるんだろ」

　キリがない。

　千年以上降り続く灰が、いつか降ふり止やむ保証などどこにもないというのに。なにより、この地を去った人間たちが戻ってくる保証もどこにもないのに。

『灰を片付けるのをやめていい。という命令がない』

「だから従い続けるのか……だけどさ、そんなこと続けても──」

『お前には使命がないのか？』

「っ」

　語カタリ鳥ドリが、ふり返ってこちらを見ていた。

　機械の眼め。

　その瞳ひとみに、言葉を失った表情の自レ分ンを映しながら。

『どうだ？』

「…………悪かった。ごめん」

　長い、長い空白を空けてレンはそう口にした。

　返す言葉が浮かばない。

「お前たちがそんな役目を与えられて辛つらいんじゃないかって勝手に思いこんでた。そうじゃないんだな」

　姿形は違えども同じなのだ。

　造主ニンゲンの命に従う語カタリ鳥ドリと、英勇エルラインとの約束に応じようとする自分。何を使命としているかの違いしかない。語カタリ鳥ドリたちは本気で信じ続けている。この降り続ける灰がいつか止んで、町の造主ニンゲンたちが戻ってくる日を。

　そう夢見ている語カタリ鳥ドリたちを誰が止められるだろうか。

「呼び止めて悪かった。頑張れよ」

　無言できびすをかえす語カタリ鳥ドリ。

　だが一歩踏みだしたところで、何かを思索するように顔を持ち上げた。

『お前たちはどうしてここに来た。語鳥ワレワレの造主ではない者がどうしてここに』

「仲間を探しに来たんだ。小柄な悪魔なんだけど、見覚えないか？」

『召喚対象Ⅱ種。通称「悪魔種」……』

　首をかしげるような仕草の後に。

『二日前。語鳥ワレワレの一体が目撃した』

「それは真まことか！」

　語カタリ鳥ドリに詰め寄ったのは魔王だ。

「その悪魔はどこに行った！」

『──精霊庭園』

　広げた翼が示したのは、ちょうどレンたちが向かう方角の通りだった。

『記録石を調べながらその方向へと向かっていた』

「記録石？　聞かぬ名だが」

『碑文と呼ぶ造主ニンゲンもいる。ここを去る前に造主ニンゲンが残した伝言がある。それを調べながら精霊庭園へと向かっていた……が』

　語カタリ鳥ドリが沈黙。

　何かを考えこむように宙を見上げたまま動かなくなる。

『精霊庭園は封鎖されている。その扉の開閉は人間しかできないから、扉の奥に何があるのかは語鳥ワレワレも千年以上知らないまま』

「ずいぶんと慎重ではないか」

『精霊庭園の扉には近づくなと造主ニンゲンが言っていた。だから語鳥ワレワレは近づかない』

「ふむ……」

　小さく唸うなる魔王。

「だが好都合。精霊庭園とやらの扉が人間にのみ反応するというのなら我が姉エリーゼもその手前で立ち止まっているはず。追いかけるには都合がいい。行くぞ皆の者」

「お気をつけ下さい魔王様。先ほどそうやって勇み足で進んで神殿獣テイアマトに襲われたのです。十分に警戒なさってください」

「言われずとも。同じ過あやまちを犯す余ではない」

　ルルに応じる魔王が、機敏な足取りで後ずさった。

「さあ行けレン！　貴様に先頭を譲ってやろう！」

「俺かよ!?……まあいいけどさ」

　語カタリ鳥ドリたちの去った通りを、先へ。

　うっすらと灰の積もった路面。足を踏みだすたびに灰が舞い上がる。さらにその灰が、今も上空から降り続ける灰と混ざって再び地上に積もっていく。

　千年以上も降り続けているという灰。

　語カタリ鳥ドリたちがいなければ、今頃この町は灰に埋もれてしまっていたのだろう。

「……だけどそんな昔からなのか」

『どうしましたレン様？』

「俺てっきり、この灰も気候の乱れが原因なのかと思いこんでた。どこも異常気象が続いてるからさ」

　顔を覗のぞきこんでくる世界録の住人ナスターシヤの前で、レンは降りしきる灰を掌てのひらで受けとめてみせた。雪のように純白。しかし冷たくない。

「千年以上も前からってことは、この灰はソレが原因じゃない？」

『はい。この降灰現象は世界録アンコールにも記録されています。神性都市末期の、ちょうど世界録アンコールが開発される少し前から降り始めたのだとか』

「ちょっと気になるけどな」

『というと？』

「さっき語カタリ鳥ドリが言ってただろ。『造主ニンゲンは、この灰を恐れて町を去った』って」

　掌に積もっていく粉雪状の灰。

　……この灰を吸いこむと健康に悪いから、とか？

　……俺が思いつくのはその程度の理由だけど。

　よほど大きな理由があるはずなのだ。

　でなければ、神性都市から脱出してきた精霊信仰の者たちが、ようやく得た安住の地を手放すはずがない。

「なあキリシェ」

「何も感じないぞ。臭においもないし、色も真っ白。この灰から法力を感じることもない」

　同じ疑問を抱いたのだろう。

　レンがふり返った背後で、キリシェは歩きながら足下の灰をじっと見下ろしていた。

「この町の人間が灰コレの何を恐れたのかわたしにはわからない」

「……やっぱりそう思うよな」

「逆に何もなさすぎるのが不自然だが、な」

　竜の少女が屈かがみこんだ。

　灰を指先で摘つまんで、それを鼻先に近づける。

「臭いがない。灰というのは燃え殻がらだ。火山灰なのか大火事なのか原因はわからないが、焦げ臭さがないのは釈然としない」

「ああ、そっか。千年も降り続いてるくらいだしな」

　降りしきる灰を見てレンが雪と錯覚した理由の一つだ。

　キリシェの言う「モノが焦げた」臭においが漂っていれば、レンもこの灰を雪と錯覚することはなかっただろう。

『うーん……ちょっと調べた方が良いかもしれません。人間に害があるのならレン様がここに長居するのは危険です』

「どうやって調べるのさ？」

『記録石です。語カタリ鳥ドリの言っていたのは、あの神殿の書庫に埋めこまれていた石板かと』

　ナスターシャが空を飛ぶ高度を上げる。

『町を出ていく時に残した記録なら、人間が町を出ていく理由も載っているでしょうし。ええと……碑文を設置するとしたら通りには置かないはずだから。たぶん通りの先に広場か何かあって、そこに設置してると思われます』

「あの向こうに見えますね」

　ルルが促した先は、レンの立つ地点から右手の角を曲がった先だった。

『レン様！　こっちです、早く早く！』

　そこへ先に飛んでいったナスターシャが手招き。

　簡素な広場。

　そこには地中に半分ほど埋められた七つの碑文があった。どれも灰の外套ヴエールに覆おおわれて、雪景色のようになっている。

「海の底の神殿でも似たようなものを見たな。コレも同じか？」

　石碑の表面に手をつくのはキリシェ。

　と──




〝……ゆえに我々はこの地を捨てた。

　我らの信仰する精霊を守るために町を去る以外に選択はなかったのだ〟




「む？　石が喋しやべりだしたぞ!?」

『神殿に設置してあったものよりも権限が広く設定されているようですね。キリシェ様に反応するということは、三種族にも公開されている情報なのかと思います』

　碑文の上にナスターシャが着地。

　小さすぎるのか、それとも種族適用外なのか、ナスターシャが碑文の上に立っても碑文は反応しない。

「余の印象では、今のは中途半端な説明だったようだが」

「説明途中の碑文だったのだと思います。どれが最初の記録石でしょうか……」

　広場を回って碑文を確かめていくルルと魔王。

　が、レンから見ても地中に埋まっている石板はどれも同じだ。外見からはどれが最初の碑文か区別がつかない。

「当てずっぽうで触れてみるしかなさそうです。この碑文の並びがそのまま説明の順番になっているとしたら……魔王様、その奥の石板などどうでしょう」

「これか」

　魔王の指が触れた途端、記録石と呼ばれた石の書物から「声」が生まれた。




〝かつて、神性都市で一体の『異物』が召喚された。

　あまりに未知で異質で強大。

　この灰は、ソレが神性都市に顕現したと同時に降り始めた。この『異物』が世界に現れた際の膨大な力が天へと昇り、凝縮して結晶となったのだ。

　それが降り積もる灰の正体である。

　そして我々は、この灰から莫ばく大だいな力を抽出できることを発見した。この降り続ける無尽蔵の灰を見よ。神性都市は無限のエネルギーを手にしたに等しい。

　だが──

　神性都市の多くの研究者はその段階に至ってなお、満足には至らなかった。

　精霊のかわりに、精霊以上の力を持つ『異物』を利用できないかと考えたのだ〟




　言葉を紡ぎ終える石板。

　うっすらと積もった灰に声が吸収され、再び広場に静けさが満ちていく。

　第三の石板が起動を開始するのを待つ間に、ぼそりと、ルルが小声で呟つぶやいた。

「精霊神殿の記録と繫つながりましたね」

　凍りつく寒さの風に髪を揺らせつつ。

　真っ赤な満月を想おもわせる双そう眸ぼうで、ルルは、役目を終えた石碑を見下ろしていた。

「『霊暦三九三年、五十三日──外世界より、未確認存在であったアレの波長の検出に成功した。今まで注力してきた三種族研究は今日限りで終了だ』という研究記録。この異物とやらが、霊暦三九三年の『アレ』と同じ存在である可能性が高いと思います」

「……そうだな」

　白く濁る吐息をこぼし、レンは微かすかに首を上下させた。

　神性都市は、古代召喚術の研究を進めるうちに精霊信仰から三種族信仰へと切りかえた。

　だが三種族信仰で終わりではなかった。

　石板に『異物』と記録されていた強大な存在、その信仰へとさらに変へん貌ぼうを遂げたのだ。

　……だけど異物？　仮の呼び名だろうけど、それには呼び名がないってことか？

　……精霊でも三種族でもない。

　しかも記録石は一体と言っていた。

　その一体だけですべての精霊よりも三種族よりも利用価値がある、と。神性都市がそう判断するだけの強大な力を有する存在。

　それはいったい何だというのか。

「そしてこれが──」

　目の前の碑文にレンは手をかざした。




〝霊暦四○八年、十五日──

　とうとうこの町にも『灰』が降り始めた。

　そしてやはり、精霊たちはこの灰を見て怯おびえだした。

　精霊信仰を守り続けていた我々だが、この灰が降るようになって以来、精霊たちは息を潜めるように姿を消してしまった。

　だから我々は決断した。

　精霊たちと共に、灰の届かぬ地へと更なる旅に赴くことを。

　船を用い、精霊とともに巡礼の旅へと向かおう〟




　役目を終えた記録石が沈黙する。

「レン」

　顔を上げるキリシェ。

「わたしは神殿で合流したばかりだから話の要領を得ていないが、前から調べていた精霊の怯えが、神性都市の時代からあったというわけか？」

「そういうことだと思う」

　肩にうっすらと積もった灰。

　キリシェが「臭においも何もないのが逆に不自然」と評したソレを、レンはなかば無意識のうちに指先で払い落としていた。

　嫌な予感がする。

　さっきの話を聞いてからだ。この灰を浴びてはならない、と。直感にも似た悪寒がそう告げていた。

「話を整理しようか。……まず神性都市シィエラミリスは、最初は精霊シィエラミリスを祀まつる精霊信仰の都市だった。でも古代召喚術の研究が進むにつれて、三種族……ええと、言いにくいけど……」

「竜種わたしたちだろう。それに天使と悪魔もか」

　そう口にするキリシェ本人は動じたそぶりはない。

「構わんぞ。竜種わたしたちが人間によって召喚された別世界の存在だとしても、竜姫わたしが生まれる前の話だからな。お前が遠慮する道理はない」

「同感です」

　淑しとやかにルルが首を振る。

「レン様の話の続きです。神性都市は三種族信仰に移った。ですがその信仰も一時的なものでした。なぜなら神性都市の本命は別にあったから。その本命が、記録石で『異物』と呼ばれたものの召喚であったと考えられます。が、ここでソレに造反するものが現れました。それが──」

「精霊と、精霊信仰を捨てきれなかった者たちだな」

　話を継ぐのは魔王だ。

「精霊神殿での記録が確かならば、神性都市シィエラミリスにおいて『異物』と呼ばれるモノが顕現して以来、精霊たちが怯おびえる現象が目撃された。そのため精霊信仰の信徒たちは神性都市を離れて逃げてきたわけだ。だが、間もなくこの地からも脱出を余儀なくされた。……この灰を恐れてな」

　漆黒の腕で、宙を舞う灰を握り摑つかむ魔王ヴェルサレム。

「『異物』召喚時に生まれた力が結晶化し、降り続ける灰となった。精霊たちは『異物』だけでなく、その力の結晶に触れることも恐れたというわけだ……にわかには信じがたいことだが、な」

　言葉の端に疑心を滲にじませたまま魔王が口をつぐむ。

　冥界を束ねる大悪魔が何を疑問としているのか、言葉に出さずとも明白だ。

「レンよ」

「俺も同じ疑問を考えてた。その『異物』って奴やつの正体だろ。と言っても俺よりナスターシャの方が詳しいだろうけどさ」

『は、はい！　この灰を降らせているという『異物』のことですが……』

　何度も何度も首を縦に振ってみせるナスターシャ。

『……残念ながら。世界録アンコールにも断片的な記録しか残ってないんです。調べるには神性都市に行って記録を漁あさってみる以外にないかと』

　そう言う少女がしょんぼりと肩を落とす。

『ごめんなさいレン様。お役に立てず……』

「いや大丈夫だよ。神性都市に行けばわかるんだろ。それよりエリーゼの居場所だよな。この広場の先か？」

　広場の向かい側にある出口へ。

　鉄柵に囲まれた扉を抜けた先には今までのような民家がなく、巨大な鋼鉄の壁が通路の両脇に聳そびえ立たっていた。

　壁の高さは百メートル近くあるだろう。上を見上げれば眼めが眩くらむほどだ。

　……まるで竜の渓谷の入口だ。

　……断崖絶壁に囲まれた細い道を通ってる気分になる。

　大きく曲がりくねった道を進んでいく。

　その先に──

　通路の前方に見いだした少女の姿に、咄とつ嗟さに声を上げたのはルルだった。

「エリーゼ様!?」

　細身の体つきをした褐かつ色しよくの幼女。

　後ろ姿ではあるが間違いない。終しゆう焉えんの島の消滅とともに行方がわからなかった先代魔王エリーゼ本人だ。

「ルル？」

　壁によりかかっていた少女がふり返る。

　と同時に、こちらに並ぶ顔ぶれを前に目をみひらいた。

「それに……レン、キリシェ!?　うそ、どうしてこんな場所に！」

「探したよ。ったく、大冒険だったんだからな」

　懐かしい面影にレンは深々と息を吐きだした。

「エリーゼが何日も戻ってきてないってルルから聞いたよ。それで大急ぎで聖地からここまで追いかけてきたんだ。無事でよかった、とにかくこれで────」

　駆けよるレンに対して。

　エリーゼの応こたえは、制止の合図として腕を突きだすことだった。

「……だめ……」

「え？」

「ここは危険すぎる、アタシも気づくのが遅かった」

　そう発した途端にエリーゼがよろめいて片かた膝ひざをついた。何か様子がおかしい。久方の再会を喜ぶどころか、むしろ焦あせりさえ感じさせるまなざしで。

「だめ、こっちに来ちゃだめ！」

「えっ」

「ここには────」

　灰の気流。

　エリーゼの背後に生まれた旋風が地表に積もった灰を巻きこんで、一メートル先も見えない濃霧を作りだす。

　エリーゼに向かうレンへと立ちふさがるように。

　……あの時と似てる？

　……終焉の島の、あの力の暴風と同じ渦。

　その回想が。

　エリーゼの制止の声とは逆に、レンの背中を後押しした。

「冗談じゃない！」

　奥歯を嚙かみしめ、灰の気流のなか吼ほえ叫ぶ。

「ここまで来て……立ち止まるのはもうご免なんだよ！　エリーゼ、そこにいろ！」

　真っ白な気流の渦に逆らって、一歩足を前へ。

　吹きつける灰に視界を奪われながら無我夢中で手を伸ばした刹せつ那な、その指先が柔らかい何かにふれた。

　エリーゼの手。そう確信し、見えない視界のなか手を握りしめる。

「レン!?」

「いま……そこに行ってやるから！」

　握った手を支えに足をさらに前へ。

　ふと、轟ごう々ごうと吹きつける気流が噓うそのように鎮まった。濃霧のごとく宙を舞っていた灰も、風の勢いが消えるに従ってパラパラと地表に落ちていく。

「風が止やんだ？」

「……違うよレン」

　片かた膝ひざをついて息を荒らげる褐かつ色しよくの少女。ずっと捜していた仲間の一人──先代魔王エリーゼは、自レ分ンに密着した状態でしゃがみこんでいた。

　ようやく出で逢あえた。

　が、彼女に再会を喜ぶような余裕は感じられない。

「風が止んだんじゃない。アタシたちが引きずり込まれたんだ。上、見てみな」

「──竜巻!?」

「ご覧のとおり嵐の中にね。ここはその渦の中心ってわけ」

　上空で荒れ狂う灰色の気流。

　あの風から弾はじかれたのではなかった。むしろ逆、渦巻く風に吞のみこまれてエリーゼ共々、台風の目である無風地帯に引きずり込まれていた。

　砂嵐ならぬ灰嵐の中心へ。

　だが渦の中心といっても途方もなく広い。気流に覆おおわれている無風地帯のなかに、今まで歩いてきた通路や鋼鉄の壁もまとめて吞みこまれてしまっている。

　凄すさまじく巨大な竜巻。

　キリシェとルルと魔王、世界録の住人ナスターシヤは竜巻の外側に留とどまったままで。レンとエリーゼだけが竜巻の渦中に引きずり込まれたのだ。

「……今度は風の精霊ってわけね」

「エリーゼ、いま何て」

「見ればわかるよ。精霊はレンの方が詳しいでしょ」

　エリーゼが見据えるのは通路の先。

　灰色の気流の先に現れたのは、碧あおがかった羽根を羽ばたかせる精霊だった。

「風の始原精霊シルフ!?」

『────』

　返事はない。

　声を振りしぼって名を呼んだのだ、聞こえていないはずがないのに。

『大っ嫌い』

　浮遊する精霊が目を細めた。

　拒絶の言葉に、ぞっとするほど冷たい敵意を込めて。

『ぜんぶ消えて！』

　大気が歪ゆがむ。

　風の始原精霊シルフが両手を前に突きだすと同時に生じた暴風が、見えざる大気の砲撃となって押し寄せてきたのだ。

「黒の紗うすぎぬよ！」

　吼ほえる先代魔王。

　黒の薄布がレンとエリーゼを覆おおい包み、襲いかかってきた風の砲撃を受け流す。

「見たでしょ。今の、アタシが防がなかったら二人ともぺしゃんこだよ」

「どういうことだよ」

　レンの発した呟つぶやきは仲間ではなく、目の前の精霊に送ったものだった。

「風の始原精霊シルフ！　俺だ、聖地で何度も会ってるじゃないか。エリエスとあんなに仲良くしてたお前がどうしてここに────」

「レン、近づいちゃだめ！」

　大気の砲撃。

　一撃目を上回る威力の風が障しよう壁へきを粉々に撃ち貫き、さらに後方にいたレンとエリーゼをも軽石のごとく吹き飛ばした。

　その衝撃に一瞬意識が途切れる。

　風の砲撃を浴びると覚悟して地を踏みしめても、瞬まばたきの間さえ耐えきれなかった。

「……がっ……っ……ぁ……！」

　地に何度も叩たたきつけられて背中を強打。

「……いやはや、やばいねぇ」

　傍そばに吹き飛ばされたエリーゼが、地に跪ひざまずいた恰かつ好こうでこぼす自じ嘲ちようの笑み。

「今の防御、割と本気の法ほう術じゆつだったんだけど。二発で壊されちゃうか。なるほどねぇ」

「何がなるほどなんだ」

「精霊の本気。認識を改めないとね」

　大きく息を吐く先代魔王。

「精霊って、レンにちょこっと力を貸すだけだったじゃん？　だから変な先入観がついてたよ。『精霊の力は特殊だけど脅威じゃない』って。でも違った。力を解放した精霊がここまで攻撃的に力を振るえるなんてね」

「ああ、それは……同感だ！」

　片かた膝ひざをついた姿勢から立ち上がる。

　……炎の将魔アシエンデイアの術に火の始原精霊サラマンダーが干渉したことはあった。

　……だけど、直接的な攻撃でもここまで強力な力を出すことができるのか。

　いまの風の砲弾も上位悪魔の大法ほう術じゆつに匹敵する破壊力だ。それを風の始原精霊シルフはいとも無造作に、手を突きだす仕草だけで発動してみせたのだ。

「風の始原精霊シルフ！」

　三度、喉のどを嗄からしてレンは叫んだ。

　エリエスと共に聖地にいたはずの精霊がなぜこんな場所にいるのか。そして、なぜこうも凶暴なのか。

「頼む、俺の話を────」

「風の始原精霊シルフじゃない」

「……なんだって？」

「アレはもっと別の『何か』だと思う。アタシが見たのはこれで四体目だから」

　精霊を凝視するエリーゼ。

　そして風の始原精霊シルフの姿に変化があった。

　碧へき色しよくの羽根が宙に溶けるように消えて、かわりに現れたのは真しん紅くの翼。

　その姿が全身真っ赤な蜥蜴とかげへと変へん貌ぼうし、風の始原精霊シルフであった時と同じく敵意に満ちた眼光で睨にらみつけてくる。

　……噓うそだろ。

　……なにが起きてるっていうんだよ。

「火の始原精霊サラマンダーまで!?」

『────』

　無言で翼を広げる精霊。

　その周囲にともる無数の火の粉。高速で回転しながら膨れあがり、数十におよぶ火球となったものが一瞬の間を隔てて起爆した。

　連鎖する爆発。

　瞼まぶたを焦がす光と炎と、そして衝撃波とをともなった爆風が、火の始原精霊サラマンダーを起点として全方位に無差別に襲いかかる。

　それが──レンとエリーゼとに触れる直前、ふわりと温風に変化した。

　炎の中和。

　障しよう壁へきに阻まれたり、あるいは氷の法ほう術じゆつで対抗したような唐突なものではなく、まるで冬から春へと移り変わるような柔らかさで炎が中和されたのだ。

「爆風が和らいだ？」

『……ダメ』

　虚空に光が点ともる。

　レンの肩先あたりを照らす光が紅あかく燃える火の粉となって、その中心から一体の精霊が勢いよく飛びだした。

　それは、今まさにレンを攻撃した精霊と同じ姿の火ひ蜥蜴とかげだった。一体は前方からレンを睨にらみつけていて、新たに生まれた方はレンに寄りそって宙を浮遊している。

「火の始原精霊サラマンダーが二体いる!?」

『ダメ』

　新たに生まれた方の精霊が、再び言葉を発して前方を睨みつけた。

　精霊同士の敵対？

　だが世界に同じ精霊が二体いるという話はかつて聞いたことがない。同種の精霊ゆえの敵対なのか、それとも────

『いいえ』

　ぽちゃん、と滴しずくの跳ねる音。

　地表に積もった灰を押しのけて噴きだした水流が、水みず飛沫しぶきをあげながら少女の姿を作りだしていく。

「水の始原精霊ウンデイーネまで……？」

『あれは風の始原精霊シルフでも火の始原精霊サラマンダーでもありません』

　前方の精霊を見つめる水の少女。

　安らぎを感じさせる声。だがその眼まな差ざしには、深き憂慮と悲哀とが滲にじんでいた。

『やはりあなたでしたか』

『────』

『まだこの地を、守っていたのですね……そんな苦しい思いをしてまで』

　眼前の精霊は応こたえない。

　火の始原精霊サラマンダーだった姿がゆらぎ、大気に溶けるよう消えていく。

　……精霊が消えた？

　……何だったんだ今のは。

　だが終わったわけではない。水の始原精霊ウンデイーネはまだ表情を強こわばらせている。二体の精霊と共に固唾かたずを吞のんで気配を覗うかがう。

　と。

『この灰……』

　ふと顔を上げる水の始原精霊ウンデイーネ。降り続ける灰を見つめて──

『この灰は精霊わたしたちを狂わせる』

「……なんだって？」

　記録石によれば、この灰が降り出した原因は神性都市にあった。

　名称未定の『異物』と呼ばれたモノの召喚。

　それが世界に顕現した際に放出した力が天に昇り、結晶化して、現在でも神性都市一帯に降りそそいでいるのだと。

『この灰から逃れるため、精霊わたしたちは安全な地を求めて旅立ちました。この町に住む人間とともに。私も例外ではありません』

「じゃあ、相当な数の精霊が昔はここに？」

『はい。わたしも風の始原精霊シルフも、海底の神殿からここに繫つながることを知っています』

「……だからついてきたわけか」

　聖地でエリエスと共にいるはずの精霊が、突然に同行を願いでた理由。

　水の始原精霊ウンデイーネの目的は海底神殿ではなく、最初からこの廃はい墟きよにあったのかもしれない。懐かしき古いにしえの住処すみかを訪れるために。

『隠者の町カナン。それが廃こ墟この名です』

「……待ってくれ、その名前は」

『かつて神性都市から抜けだした者たちは、精霊信仰の隠れ里としてここ隠者の町カナンを興おこしました。しかしこの地も灰に穢けがされて、隠者の町カナンの民はさらに新たな精霊信仰の地を求めたのです。それが──』

「聖地カナンだったと？」

『もはや覚えている民はいないでしょう。エリエスも知りません』

　精霊が視線を前方へ。

『わたしも風の始原精霊シルフもそう。皆、ここから聖地へと移っていきました。すべてはこの灰から逃れるために。ですが一体だけここに残った精霊がいたのです』

　やがて──

　響きわたったのは硬い蹄ひづめの音だった。どこからともなく近づいてくる蹄の音。

　戦馬の行進？

　そう想おもわせる音が響きわたるなか、水の始原精霊ウンデイーネが正面を指さした。

『彼女は、わたしたちの説得に最後まで応じてくれませんでした。隠者の町は、彼女にとって特別な場所でした。町を捨てられないと……この降りしきる灰に町が穢されていく様を見ていられないと、語カタリ鳥ドリたちと残る未み来ちを選んだのです』

　宙で固まっていた灰がぱっと霧散する。

　花びらが舞うように散っていく灰の中から、一体の精霊が行進してきた。




『時の始原精霊カナン。

　この町の、そして聖地の名の由来となった精霊です』




　半人半馬の精霊だった。

　ケンタウロス──馬の首から先が人間の上半身になっているその外見は、神話上にのみ存在する幻獣を想起せずにはいられない。

　筋骨逞たくましい馬の下半身に対し、上半身は、凛り々りしい面立ちの少女が銀色の鎧よろいをまとった姿である。

『町を出てからも彼女からしばしば交信はありました。ですがソレも徐々に頻度が少なくなって、いつしか完全に途絶えてしまった』

『────』

　闊かつ歩ぽする精霊。

　馬の下半身だけでもレンの背丈ほどあるだろう。それに少女の上半身の分の上背が加算されて、頭までの高さは優に二メートル以上。

　そこから自分たちを見下ろす双そう眸ぼうには、光がなかった。

　知性を示す輝きは消え去って。

　敵意と破壊衝動をしめす闇だけが目に宿っている。

『やはり囚とらわれていたのですね』

『────』

『あなたはわかっていたはず。この灰を浴び続ければ、いずれ正気を失ってしまうこと。なのに、それでもこの町を守ろうと……』

　半人半馬の精霊が、吼ほえた。

　獰どう猛もうな馬の雄お叫たけびと少女の悲鳴が入り混じった絶叫。遠く遠く、掠かすれるような声で。

　それはレンが初めて見る『精霊が泣く』姿だった。

　……なんて。

　……悲しげな声なんだ。

　時の始原精霊カナンが、その手にした樹槍をふりかざす。

　ねじくれた樹の根を切り落とした形の槍やり。

「レン、その槍に触れちゃだめ！」

　エリーゼがそう叫ぶ前方でレンは跳躍していた。

　跳んだ先は横。時の始原精霊カナンの突きだした槍の切っ先を躱かわす。そう確信したレンの耳に、馬の蹄ひづめが大地を蹴る音が伝わったのはその時だ。

　迫る半人半馬の巨体。

　息をする間も与えず時の始原精霊カナンの巨体が追いついてきたのだ。まさに戦馬さながらの脚力で。

「……武闘派の精霊なのか!?」

　精霊自らが迫ってくることも、精霊が武器を手にするのも過去に例がない。

　再びくり出される切っ先。

　突きの速度こそ脅威的ではないが、刮かつ目もくすべきは敏びん捷しよう性せいだ。

　直線移動において戦馬の四足歩行が速いのは理解できるが、この精霊は身のこなしまで人間以上に軽やかで、脅威的な速さで迫ってきた。

「はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気勢とともに霊剣ヴィエルジュを振りあげる。

　樹槍の切っ先と霊剣の切っ先とが交差し、レンの一撃が狙ねらい違たがわず精霊の槍やりを真上に跳ね上げた。

　が。

　その瞬間に剣を伝ってきた感触は、レンが予想だにしていなかったものだった。

「……槍が!?」

　槍の先端が四つにわかれ、木の根のように霊剣の刃やいばに絡みついてきたのだ。

　剣を奪われる？

　咄とつ嗟さに剣を引いて後退。その反動で生まれた隙すきに時の始原精霊カナンが槍をさらに突きだした。

　ジッ、と耳みみ障ざわりな音を立てて刃先が脇腹を掠かすめていく。

「しまっ──」

　ねじくれた樹槍。エリーゼが警鐘を鳴らしたほどだ。猛毒か、あるいは特殊な呪のろいでも付着させる効果があるのか。

　地を蹴って距離をおく。

　……だけど何かおかしい。

　……確かに掠ったはずなのに、血も出てないし服も傷ついてない。

　確かに脇腹の皮膚一枚を掠めていったはずなのだ。なのに痕あとが残っていない。

「遅かったか。厄介なことになるね」

　苦々しく吐息をつくエリーゼ。

「また変化する」

「変化？　エリーゼ、どういうことだよ」

『あの槍も彼女の身体からだの一部分。時の始原精霊カナンは触れたものの記憶を読みとるのです』

　レンの背後で。

　水の始原精霊ウンデイーネが、緊張を孕はらんだ声でそう言った。

「記憶を読みとる？　それで何の問題があるのさ」

『本来なら争いのための力ではありません。精霊わたしたちが初めて出会う人間に接する時、精霊わたしたちにとって害悪でないかどうかを知るために用いる力です……が』

　時の始原精霊カナンが動きを止める。

　その巨体が小刻みに震え始めたのを指さして、水の始原精霊ウンデイーネがゆっくりとかぶりを振ってみせた。

『彼女は同時に、読みとった記憶にある力を再現する』

「……っていうと」

『あなたの記憶の中にある精霊わたしたちに変身できる。言うなれば、あなたの記憶するすべての精霊の力を行使できる』

「俺の知ってる精霊？　……さっきの風の始原精霊シルフと火の始原精霊サラマンダーはソレか」

　あれはエリーゼの記憶にある精霊だったのだ。

　エリーゼが槍やりに触れるなと言った理由は、先の戦いでその特性にあらかた目星がついていたからだろう。

「だけど俺がまともに知ってる精霊なんて一握りだよ。エリーゼと大差ない」

　火の始原精霊サラマンダー、土の始原精霊ノーム、風の始原精霊シルフ、水の始原精霊ウンデイーネ。

　自分に懐いてくれる二体とエリエスの二体。思いつくかぎりでもそれだけだ。

『果たしてそうでしょうか』

「……違うのか？」

『一番大事な精霊を忘れていませんか。あなたのその剣──』

　右手に握る柄の感触。

　深く澄みきった海を想おもわせる輝きの剣を見下ろして、レンは無言で息を吞のんだ。

　……まさか。

　……いや、でも……それが俺の「知ってる」ってことになるっていうのか？

　だが確かにそうだ。

　精霊と会話のできないエリーゼが、火の始原精霊サラマンダーや風の始原精霊シルフの記憶を読みとられた。それと比べて自分は終しゆう焉えんの島で彼女の声を聴いている。

　ならばソレは十分に「知っている」とみなされても不思議ではない。




〝あなたの訪れをずっと待っていた。

　わたしと彼の約束も、これで果たされる……〟




　原初の海で『すべての心象イメージ』を司る精霊。かつて神性都市では精霊の女王とまで呼ばれていたという。

「精霊シィエラミリス!?　まさか！」

　レンが顔を上げた時には既に、精霊カナンの姿はなかった。

　半人半馬の精霊は陽炎かげろうのごとく消え去って。

　そこにいたのは──

『…………』

　深い海色の髪をなびかせた精霊。

　沈黙機関のソレにも似た光り輝く翼をもち、上半身は精霊カナンと同じ少女の形ながら、下半身は水の始原精霊ウンデイーネのような液体状だ。足下から泉がわき出るように無数の飛沫しぶきが噴き上がっている。

　精霊シィエラミリス。

　海底神殿の壁画に描かれたのと寸分違たがわぬ精霊の女王が、そこにいた。

　……だけど、どうなんだ。

　……たとえ変化したってシィエラミリスが強くなきゃ意味がない。

　こちらには水の始原精霊ウンデイーネも含めれば三体の精霊がいる。傷ついてはいるがエリーゼもだ。

　一体の精霊を相手取るには十分な戦力があるのではないか。

『逃げましょう』

　だからこそ耳を疑った。

　水の始原精霊ウンデイーネが語りかけてくるその言葉に。












『目的は、そこの悪魔を見つけることでした。もう目的は叶かなえられた。まわりを囲む灰の大渦ならば精霊わたしたちの力で突破することも可能です』

「……ま、待ってくれよ！　だって時の始原精霊カナンはアンタらの仲間なんだろ！」

　この廃はい墟きよを守り続けてきた精霊だ。

　人間と精霊とが去ったなか、たった一体で町に残り続けてきたという。精霊を狂わせるという灰を浴び続けて自我を失う最後の瞬間まで──

「ここを大事にしてたんじゃないのかよ」

　逃げるということは。

　精霊カナンを見殺しにするという意味でもあるのではないのか。

『…………』

　口をつぐむ水の始原精霊ウンデイーネ。

『……ですが相手はあまりにも』

『ダメ！』

　火の始原精霊サラマンダーの悲鳴。

　その直後、レンは見た。

　精霊の女王シイエラミリスの手元に光り輝く環わ。

　それは法ほう術じゆつ円えん環かんに似ていたが、環の内側にある音符の存在が法術円環とは異なるということを示し唆さしていた。

　楽譜フルスコア。それは古いにしえの楽曲を視覚化して記録した書だ。

　演奏者によって奏でられることで、太古の音色が現代へと甦よみがえる。

　……それは。

　……まさか……だけどそうだとしたら。

　レンも、そして隣に佇たたずむエリーゼも同様に目を見ひらいていた。

　同時に理解する。

　この精霊がどれほど強大な存在であるのか、を。




　──詩し篇へん『世界再誕の潮う流み』。




　それはレンの知る「海」ではなかった。

　水ではなく波動。

　気づいた時には、レンの身体からだは不可視の波動の潮う流みに吞のまれていた。

　猛烈な海流を浴びて身体が八つ裂きになる激痛を覚えるとともに、意識が急速に摩耗し押しつぶされていくのがわかる。

　肉体ではなく精神を吞みこむ潮う流み。

　波動の水が、潮が引くように消えていったその後に。

「……ははっ…………はっ…………」

　エリーゼの乾いた笑い声。

　幼女の愛らしい声ではなく、凛り々りしさと気品を湛たたえた魔ま皇こう姫ひエリゼリスとなった姿で、彼女は息絶え絶えに苦笑をこぼしていた。

「まったく……勘弁してもらいたいものだな。肉体だけならば転生の儀が使えるが、同時に精神まで滅されては転生も何も打つ手がない」

　激げき昂こうの眼まな差ざしで精霊の女王シイエラミリスを睨にらむエリーゼ。

　だが彼女も立ち上がれない。

　膨大な黒の障しよう気きさえ一撃で剝はがされ、無防備な肉体に強烈な波動を浴びたことで、その全身いたるところに裂傷と打撲痕とが刻まれていた。

「やはり理解しがたいものだな……精霊め、沈黙機関の姫フイオラとも遜そん色しよくないではないか。……そしてレン、生きているか」

「……っ」

　無言で拳こぶしを握りしめる。

　地表の灰を握りつぶすように力をこめながら、レンは顔を上げた。

「なるほど……ね……これは……水の始原精霊ウンデイーネが逃げろっていうわけだよ……」

　沈黙機関の姫フイオラの一撃同様、あれだけの力を浴びて生き延びたのは三法ほう印いんの加護によるものだろう。

　……発動されたら対抗できない。

　……躱かわせる規模じゃないし、どんな防御も壊される。

　最初に見た風の始原精霊シルフの暴風も人じん智ちを超越した力であることに違いないが、この精霊は確実にそれを凌りよう駕がする。

　そしてどうする？

　相手は、おそらく沈黙機関の姫フイオラとも遜色ないほどに強大だ。先制を受けてしまった状態で抗あらがえる相手ではない。

　水の始原精霊ウンデイーネの進言どおり撤退に徹するべきか。

『────』

　とさ、っと。

　何かが落ちる音を感じた。

　物体が地表に落ちたという物理的な音ではなく、木の枝から葉が抜け落ちた時のように、何かが失われた時の儚はかなさを訴えてくる精神的な音だった。

　それが三つ。

　自分のすぐ両隣から、聞こえてきた。

「……おまえら!?」

　身を起こしたレンと引き替えであるかのごとく。

　三体の精霊が倒れた姿。

　火の始原精霊サラマンダーは空を飛ぶことがままならず、土の始原精霊ノームもうつぶせに倒れ、水の始原精霊ウンデイーネは身体からだを保つことさえ苦しいのか半身が液状化してしまっている。

　同じ攻撃手段である沈黙機関の姫フイオラの『世界創世の残り火』は、精霊を傷つけることはなかった。だというのに。

「……誰でもいい……ってことなのかよ……」

　地に落ちた火の始原精霊サラマンダーを左手で抱え上げる。

　小刻みにふるえる全身を叱しつ咤たし、残る右手で霊剣を地に突き刺し、レンはそれを支えに立ち上がった。

「精霊なかまさえ巻きこむのか。お前ならそうしない方法もいくらだって有るんじゃないのかよ。……それとも」

　精霊の女王シイエラミリス。

　否いな、その姿をした時の始原精霊カナンを真正面から睨にらみ上げる。

「今のお前にとっちゃ精霊さえも敵なのか。答えろよ精霊カナン！」

『────』

　シィエラミリスの姿を借りた時の始原精霊カナンは沈黙。そしてその答えでもあるかのように、光の楽譜フルスコアが再び浮かびあがった。

　輝く音符が踊るように揺らいでは輝き、再び発動の兆きざしを示す。

「連発できるのか!?」

「レン、止めるぞ。あんなものを二度浴びるのはご免だからな！」

　壁に手をつく魔ま皇こう姫ひが唇を嚙かみしめる。

「冥めい府ふの凶星、天から墜おちよ」

　先代魔王の放つ法ほう術じゆつ。

　上空を覆おおう気流と灰とがまたたく間に凝固。超重量の魔星となって精霊の女王シイエラミリスの頭上に墜落する。

　空が墜ちてきた。そう喩たとえるに相応ふさわしい圧巻の術式である。

　かつて冥界で霊獣ディスカントの背を押しつぶし、その動きを封じた技だ。

『潮う流みに溶けなさい』

　その魔星が。

　精霊の女王シイエラミリスのわずか一言の言霊ことばによって蒸発した。砂糖の塊が、水の中に浸つかった瞬間に溶けて消えてしまうかのごとく。

「……精霊めが、ここまで強大かっ！」

　エリーゼが奥歯を嚙かみつぶす。

　一方で精霊の手元にある楽譜フルスコアの発動は止まっていない。その光を止めるためレンも駆けたが、遅すぎた。

　楽譜フルスコアの輝きが頂点に至り、『世界再誕の潮う流み』が発動する。

『──────』

「なんだ？」

　剣を構えたレンの目の前で、楽譜フルスコアの輝きが消えたのだ。

　発動寸前だったはず。

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスの妨害は打ち消され、レンの疾走は間に合わなかった。二度目の術式が発動すれば全滅は必至だっただろう。

　敗北が確定しかけた瞬間に何が起きたのか。

『……っ！』

　ぐらり、と精霊の女王シイエラミリスの上半身が傾いた。

　その手元にあった楽譜フルスコアが消滅。自らの両腕で、自分自身を抱きしめる恰かつ好こうで大きく身体からだを前傾させる。

　悶もだえている？　少なくとも正常でないことは確かだ。

「エリーゼか？」

「いや妾わらわではない。何事だというのだ」

　地に伏せた三体の精霊はまだ動ける状態にない。

　エリーゼは壁に背を預けたままで、さらに灰色の竜巻を突きやぶってキリシェたち援軍が現れたわけでもない。

　だとすれば。




『…………人間…………

　……その……剣…………シィエラミリスの……剣、か…………！』




　精霊の女王シイエラミリスの姿が消えて。

　レンの前に現れたのは、半人半馬の姿に戻った精霊だった。

『我が声を聞く人間よ……この灰は……精霊を狂わせる…………』

　時の始原精霊カナンが上半身に身につけていた銀色の鎧よろい。

　その一部が剝はがれおちるや、金属塊に見えたソレが灰色の砂となってさらさらと崩れていく。

「鎧じゃない!?　カナン、お前にまとわりついてるのは鎧じゃなくて、降ってる灰なのか！　それがお前に取とり憑ついてる……そうなんだな!?」

『────』

　それには答えず。

『火の始原精霊サラマンダー……土の始原精霊ノーム……水の始原精霊ウンデイーネ…………であった、か……』

　時の始原精霊カナンはそう口にした。

　悶もだえ苦しむ表情ながら。

　古き友に訴えかける為ために精一杯の力をこめて。──そして。

『すまない……もう……我が心は…………』

　この地の守護者は目を閉じた。

『去れ、人間よ……精と霊もを連れて……ここを去れ…………』

　樹槍を支えにする半人半馬の精霊。

　素肌をさらした少女の上半身に、再び、一度は剝はがれ落ちた灰が再び鎧よろいとなってまとわりついていく。目の前で、精霊が意識を奪われていく光景がそこにはあった。

「逃げろ……って、ソレをアンタが言うのかよ」

　もはや精霊カナンは応こたえない。

「……そうかい」

「レン？」

「エリーゼ、もう一頑張りだ。あと、悪いな。お前たちも少しだけ待っててくれ」

　抱きかかえた火の始原精霊サラマンダーを地に寝かせる。

　霊剣ヴィエルジュを手に──

　レンは時の始原精霊カナンと向かい合った。

「来いよ。再戦だ。俺は、逃げる気はさらさらない」

「レン!?」

「なあエリーゼ。あの英勇エルラインもさすがに本気の精霊と戦ったことはないよな」

「……どういう意味だ」

「ならきっと、精霊を助けた経験だってないと思う」

　火の始原精霊サラマンダー。

　土の始原精霊ノーム。

　水の始原精霊ウンデイーネ。

　三体の精霊たち。今まで自分の戦いを見守り導いてくれた精霊たちを庇かばうかたちで前へ、さらに一歩前へと足を進めた。

「この戦いはきっと世界で俺だけなんだよ。ようやくさ……ようやく、あの英勇エルラインが経験したことのない戦いを見つけたんだよ」

　五ご大だい災さい、竜りゆう帝てい、霊獣ディスカントに沈黙機関フィオラ。

　すべて過去に英勇エルラインと戦った者たち。ゆえに自分は、そのすべての戦いで彼と比べられてきた。

　だが今は違う。

　この「精霊戦」だけは、英勇エルラインも経験したことのない戦いのはずなのだ。

「ここからが俺の戦いだ。そうだろエルライン」

　心から望み、受け入れよう。

　竜と天使と悪魔と沈黙機関。それらすべてと戦い乗り越えてきた英えい勇ゆうの旅の続きが、精霊戦このたたかいだというのなら──。

「ようやくアンタの旅の先が見えてきた気がするよ」

　……精霊に助けられてきた。

　……何度も何度も、一緒に窮地を乗り越えてきたさ。

　だから今度は。

　今度は自分が精霊に手を差しのべる番だと、そう信じたい。

「だから……」

　レンは駆けた。

　囚とらわれた時の始原精霊カナンへ。霊剣ヴィエルジュを手にして──

「来いよ精霊。お前がどれだけ絶望を語ろうと、俺は、その絶望を越えていく！」
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　精霊の嘶いななき。

　気高く、しかし怒りと絶望に満ちた咆ほう吼こう。

　半人半馬の精霊カナンが発したものは、人の声とも獣の声ともつかない慟哭そのものだった。

「待たせはしないさ」

　輝く霊剣を力強く握りしめて大地を駆ける。

　狙ねらいは──時の始原精霊カナンが装着している銀色の甲かつ冑ちゆうだ。身を守る装甲の正体こそ、精霊に取とり憑つく『異物の灰』が凝固したものに他ならない。

　ゆえに破壊する。

　霊剣ヴィエルジュに触れたことで一瞬正気を取り戻したのだ。あの鎧よろいを破壊することができれば解放できるかもしれない。

「すぐに終わらせる」

「同感だ。妾わらわの力もそう長くは保もたんからな」

　背後で地を蹴る跳躍音。

　ふわりと背中に風を感じるとともに、レンの頭上を褐かつ色しよくの悪魔が飛びこえていった。

「奴やつの楽譜フルスコアが発動する前に全力で潰す。手加減が必要な相手ではあるまい？」

　魔ま皇こう姫ひエリゼリスの見つめる先で。

　時の始原精霊カナンの姿が消失し、大気を歪ゆがませながら精霊の女王シイエラミリスの姿が現れる。

　……神性都市が信仰した精霊か。

　……まさかこんな形で、本物の姿を見ることになるなんて。

　その手を前に突きだす精霊の女王シイエラミリス。

　楽譜フルスコアが具現化する。そう察するや、先代魔王は己おのれの法ほう術じゆつを発動した。

「夜の宝珠たち！」

　雷光に酷こく似じした光をまとう黒の七宝石。エリーゼの頭上に生まれた法力結晶が、降り続ける灰を吹き飛ばしながら上昇していく。

「千ち々ぢに砕けよ！」

　巨大な水晶形をした宝石が空中で弾はじけて無数の欠片かけらへ。何千という数の礫つぶてとなって降りそそぐ。

　精霊の女王シイエラミリスは微動だにしない。

　魔星を消滅させた時と同じく悠然とその場に佇たたずむだけ。

『潮う流みに溶け──……っ！』

　発しかけた言霊が止まる。

　言葉を紡ぎおえるよりも速く、魔皇姫エリゼリスの七宝玉が精霊の女王シイエラミリスへと到達していたからだ。

「最速で発動する術式だ。見てからの防御など間に合わんよ」

『……っ』

　礫を身体からだにうけて精霊の女王シイエラミリスが姿勢を崩す。

　無表情ながらも法術を嫌ったか、背中の翼を勢いよく打ち下ろし、迫りくる礫をたたき落とす。翼を無造作に羽ばたかせるだけで大法術を撃ち落とす力は、さすがと言うほかないだろう。

「失策だぞ精霊」

　先代魔王の冷笑。

「翼ソレで庇かばうべきは己ではあるまい？」

　我が身を庇った精霊の女王シイエラミリスを無視して、宝玉の欠片が襲いかかった先は今まさに具現化した楽譜フルスコアだった。

　光輝く楽譜フルスコアに、黒の欠片が衝突。

　澄みきった金属音をたてて両者が粉々に砕けちった。

「レン！」

「ああ」

　その手に冥めい鎗そうマリアブレイズを構えた少女と並び、レンは精霊の女王シイエラミリスへと迫った。

　右からレン。左から先代魔王。

　楽譜フルスコアを破壊されたうえに翼も防御に向けた精霊の女王シイエラミリスは無防備。

　狙ねらうは変身の解除だ。精霊の女王シイエラミリスへの変化を力ずくで解除して、時の始原精霊カナンを引きずり出す。

　……エリーゼの言うとおりだ。

　……手加減なんて絶対にできる相手じゃない。

　霊剣ヴィエルジュの柄を両手で握りしめ、レンは全力で振り下ろした。精霊の女王シイエラミリスは不動。躱かわせる間合いではない。

　その確信が──

　握りつぶされた。

　文字どおり、精霊の女王シイエラミリスが己おのれの手で霊剣ヴィエルジュを握り摑つかんでいたのだ。

「……馬鹿なっ」

　目をみひらくのは先代魔王エリゼリス。

　自身の法力を凝縮させた秘蔵の武器が、精霊の女王シイエラミリスの華きや奢しやな指先に受けとめられていた。

　左手で霊剣ヴィエルジュを。

　右手で冥鎗マリアブレイズを、この精霊は受けきっていた。

「貴様、本物の……バケモノか……っ！」

　精霊の女王シイエラミリスの翼に打ち払われる先代魔王。

　鋼鉄の壁が変形するほどの力で叩たたきつけられ、地表に落下。うつぶせになった恰かつ好こうで、幼女の姿に戻っていく。

「エリーゼ!?」

　返事はない。

　だが駆けつけることはできなかった。

　左手で霊剣ヴィエルジュを摑んだまま、精霊の女王シイエラミリスが空いた右手を向けてくる。

　レンの眼前に浮かびあがる楽譜フルスコア。

「砕けたのに、もう再生したってのか！」

『────』

　楽譜フルスコアにある音符に光が点ともる。

　剣を摑まれた状態では逃げようがない。いや、たとえ剣を手放しても精霊の女王シイエラミリスの広範囲攻撃から逃げることなどできなかっただろう。

　楽譜フルスコアが起動。

　人間の理解の範はん疇ちゆうをこえた精霊術が放射される。

　彼ひ我が一メートルにも満たない至近距離から放たれた力を浴びるのを覚悟した時、レンと楽譜フルスコアとの間の地面が蠢うごめいた。

　土。

　レンの足下が隆起し、垂直に聳そびえ立たつ壁となったのだ。レンの身代わりに──盾となり、精霊の女王シイエラミリスの法ほう術じゆつを代わりに受けた壁がその場で砕けちる。

「……土の始原精霊ノーム!?」

　いつの間においついてきたのか。

　レンの右肩には、フード姿の精霊が必死にしがみついていた。

『あなたの戦いが仲間カナンのためというならば──』

　足下の亀裂から噴き上がるのは水みず飛沫しぶき。

　清らかな水の奔ほん流りゆうが精霊の女王シイエラミリスの左手を撃ち、その手に握っていた霊剣ヴィエルジュが宙に弾はじかれる。

『共に行きましょう』

　レンの背後に現れたのは水の始原精霊ウンデイーネ。

　さらに空中では、宙に吹き飛んだ霊剣ヴィエルジュを受けとめる火の始原精霊サラマンダーの姿があった。

『走ッテ！』

　土の始原精霊ノームが指さす先は、地を滑るように後退する精霊の女王シイエラミリスだ。

『コレ！』

「ああ」

　火の始原精霊サラマンダーから霊剣を受け取るや一気に加速。瞬またたく間に詰める。近づく人レ間ンの気配を感じとったのか精霊の女王シイエラミリスがふり返った。

　……追いつける。

　……たとえ精霊の女王シイエラミリスだろうと、単純に「大地」を走るだけなら俺の方が上だ。

　こちらには土の始原精霊ノームがいる。

　大地の鼓動を読む力。その活力に後押しされた疾走ゆえに必ず追いつける。精霊の女王シイエラミリスに変身している時の始原精霊カナンもそれは理解しているはずなのだ。

　精霊の女王シイエラミリスの姿では距離を詰められる。ではどうするか？

『────』

　変身解除。

　精霊の女王シイエラミリスの姿が消えて、半人半馬の姿となった時の始原精霊カナンが再び現れた。

　先ほどの激突で見せた機動力でいったん距離を稼ぎ、その上で精霊の女王シイエラミリスに変身するつもりか。

「当然そうするだろうさ。だけどな……！」

『いきます』

　水の始原精霊ウンデイーネが両手を掲げた。

　高々と跳躍した時の始原精霊カナンの着地先にあたる地盤が砕け、噴きだした水流がその巨体を宙へと押し上げる。

　さらに火の始原精霊サラマンダーの放った火柱が逃げ道を次々と塞ふさいでいく。

「時の始原精霊カナン」

『……っ』

「これで今度こそ正真正銘の一対一だろ」

　精霊の女王シイエラミリスに変身するよりもレンの到達が速い。そう察した半人半馬の精霊が、樹槍を掲げる。

「俺とお前だけの決戦だ」

　時の始原精霊カナンの振りあげた樹槍を見据え、レンは剣を振りあげた。

　無音の衝突。

　精霊の一部である樹槍と、精霊具ヴイエルジユの衝突。その刃先が重なり合いせめぎ合う。

　そして互角だった。

　人レ間ンの膂りよ力りよくと精霊カナンの膂力。

　互いの渾こん身しんの一撃が真正面からすれ違い、交差して……互いの武器が互いの手を離れ、宙を踊る。

　だが互角では意味がない。

　時の始原精霊カナンの身体からだを覆おおう銀色の甲かつ冑ちゆうこそが元凶なのだ。精霊を蝕むしばむ灰の結晶を破壊できなければ意味がない。

　そして時の始原精霊カナンはいまだ無傷でレンの前に立っている。

　一方でレンは唯一の武器を失った。

「いいや、まだだね」

　半人半馬の精霊を睨にらみつける。

　霊剣を失った空の両手に、レンは漆黒の鎗やりを手にしていた。

　冥めい鎗そうマリアブレイズ──精霊の女王シイエラミリスの翼を受けて意識を失ってなお、先代魔王の意地は、己おのれの至宝を世界に留とどめ続けていたのだ。

「貫け！」

　投げはなった鎗が精霊の女王シイエラミリスの鎧よろいを狙ねらい違たがわず刺し貫いた。

　ピシリッ、と音を立てて亀裂が入る銀色の甲冑。鎧の胸元にあたる部分が欠け落ちて、灰の塊となって地に落ちる。

　……だが。

　レンの放った冥めい鎗そうが砕いたのは鎧よろいのごく一部だけ。

　胸元に数センチ程度の穴を空けたに過ぎない。冥鎗マリアブレイズは法ほう術じゆつが具現化した鎗やりである。対し、レンという人間の法力はあまりに小さすぎた。

　冥鎗の全破壊力を引き出すことができなかったのだ。

『────』

　半人半馬の前脚が、地に落ちた冥鎗を踏みつける。

　これで終わりだ。そう言わんばかりの勝利を確信した眼まな差ざしで、時の始原精霊カナンは人間の剣士を見下していた。

　たった一言──

「なに終わった気でいるんだよ」

　人間の剣士がそう発する瞬間までは。

「言っただろ。これは俺とお前だけの決戦だ。エリーゼの鎗で決着つけようなんて俺は最初から考えちゃいない」

　先代魔王に力を借りた。

　火の始原精霊サラマンダー、土の始原精霊ノーム、水の始原精霊ウンデイーネにも助けられた。

　だがこの戦いは──

「この戦いは、俺が精霊を助ける番だから！」

　ずっと助けられてきた。炎の将しよう魔まアシェンディアとの戦いから今この瞬間まで。

　だからこそ、この「精霊戦」だけは。

　自分の力で精霊と決着をつけたい。そうでなくては意味がない。

「コイツでな」

　呆あつ気けに取られている精霊カナンの前で、跳躍。

　手をまっすぐ頭上に。

　レンが手にしたものは、霊剣ヴィエルジュと同時に宙を舞った樹槍だった。

『────っ』

「これで本当に最後だ。さあ精霊カナン」

　手にした樹槍を突き降ろす。

　その狙ねらいは甲かつ冑ちゆう……ではなく。

　樹槍の先端が、砕かれた甲冑のスキマから覗のぞく精霊カナンの身体からだを貫いた。




「自分自身を思いだせ！」




　時の始原精霊カナン。

　対象に触れることで、その読みとった記憶にある精霊の力を行使する。

　そしてレンの放った樹槍は精霊カナンの身体からだの一部。すなわち時の始原精霊カナンは自分自身に触れ、自分自身の記憶を読みとったことになる。

　永らく失われていた自分の記憶。

　銀色の鎧よろいと化した灰に奪われていた自我が、再び目覚めて──

「思いだせよ。お前はこの町を守りたくて残ったんだ。灰に取とり憑つかれて暴れるお前は、本当のお前じゃない」

『…………』

「だから応こたえろよ！」

　半人半馬の精霊が、吼ほえた。

　力強き前脚で大地を蹴り上げて全身を打ち振るわせる。

　直後。

　上半身を覆おおっていた甲かつ冑ちゆうが弾はじけとび、無数の金属片となって四散した。

　地に落ちた破片が崩れて灰へと還かえる。精霊を呪じゆ縛ばくする灰を、時の始原精霊カナンが自らの意志で拒絶したのだ。

『私は…………』

『もういいでしょう』

　わずか一片。

　精霊カナンの肩先に最後までこびりついていた金属片を、水の始原精霊ウンデイーネが剝はがしとった。

『もういいのです。あなたはよくこの地を守ってきました』

『────』

　ゆっくりと、半人半馬の精霊が地に膝ひざをつく。

　解放された。

　廃はい墟きよとなった精霊信仰の地を守っていた精霊が、実に数百年ぶりに、精霊としての意識を取り戻した姿がそこにはあった。

「これで決着、だな」

　霊剣ヴィエルジュを拾い上げる。

　いや、拾い上げようとしたところで。霊剣の手前に、土の始原精霊ノームと火の始原精霊サラマンダーとがそそくさと集まってきていた。

「ん？」

『……アリガト』

『……助ケテ、クレタ』

　ぺこりと頭を下げる精霊たち。

　人間が礼を伝える時の仕草を見よう見まねでやってみたのだろう。精霊じぶんたちの言葉が通じるとわかっていながらも、さらに精一杯、感謝の気持ちを表したくて。

「お互い様だよ。そんなの俺だって──」

　そんな精霊二体に、レンは小さくかぶりを振った。

　助けられていたのはいつも自分。

　今までの旅で精霊たちから与えられた恩の、その幾らかでも返すことができたのならば、それこそが精霊との本当の交わりになる。そんな気がした。

「さ、行ってやれよ。お前たちの大事な仲間だろ」

『……ウン！』

『ワカッタ！』

　時の始原精霊カナンのもとへ向かう二体の精霊。

　その姿を見守りながら、レンは、ぶ厚い雲に覆おおわれた天上を仰いだ。

「なあエルライン、これなら合格点もらえるかな」





　　　　２






「エリーゼ様！」

「ルルーっ、来てくれたんだありがとね！」

「来ますとも！　エリーゼ様のいらっしゃるところならどこだって！」












　家政婦長ハウスキーパールルの胸に飛びこむエリーゼと、そんなエリーゼを抱きしめるルル。

　六日ぶりというのは悪魔の寿命からすれば一瞬の時間に違いないが、二人の喜びようはもう何年も会っていなかった家族の再会のようだ。

「うむ、ともあれ無事であったか」

　そんな二人を感慨深そうに眺めるのは魔王ヴェルサレム。

「あの竜巻に貴様と我が姉エリーゼとが巻きこまれた時は何事かと思ったが。レンよ、ずいぶんとくたびれておるな」

「……一苦労だったよ」

　苦笑で応じてレンはその場にしゃがみこんだ。

　灰の降り続く廃はい墟きよ。

　満まん身しん創そう痍いのレンが腰を下ろしたのは、両脇を鋼鉄の壁に囲まれた道のなかほどだ。目の前にいる魔王に目配せし、数メートル離れた壁際へと顔を向ける。

　──時の始原精霊カナン。

　火の始原精霊サラマンダー、土の始原精霊ノーム、水の始原精霊ウンデイーネとに見守られながら、ちょうどその姿が消えた瞬間だった。

　それに倣ならうように三体の精霊たちも消えていく。

　精霊の住処すみかへと帰還したのだろう。これで精霊たちがこの灰に脅かされることもない。

　……だけど精霊カナンは寂しそうだったな。

　……この場所を離れることが。

　守り続けてきた地を離れる。人間であれば故郷に別れを告げるに似た心境だろうか。

　だが、ここに留とどまるという選択肢は存在しない。ここ隠者の町カナンに灰が降り続けるかぎり、精霊がこの地に住むことはできないだろう。

　精霊に取とり憑つく灰。

　あれほど強力な時の始原精霊カナンさえも、この灰に囚とらわれて意識を失ってしまっていた。

「なあナスターシャ」

『は、はい！　この灰のことですよね。語カタリ鳥ドリさんから追加で話を聞いたのですが、この灰が精霊に害を与えるというのは語カタリ鳥ドリさんも知らなかったそうです』

　レンの見上げる宙を飛びまわる少女。

『神性都市に「異物」と呼称されるモノが召喚されて、それ以来、この灰が降り続けているということは確かなのですが……」

「…………」

『レン様？』

「この道の先に神性都市があるって、精霊カナンが言ってた」

　灰の気流が消えてすぐ。

　魔王やルル、キリシェがやってくる前のことだ。意識を取り戻した精霊カナンは確かにそう言っていた。

「シィエラミリスを助けてくれってさ」




〝この道の先に──〟

〝我が声を聞く人間よ。囚とらわれし我が友シイエラミリスを……どうか……〟




　精霊の女王シイエラミリスは、神性都市にいる。

　原初の海に肝心の精霊がいなかった理由がようやく判明したことになる。

　……だけど囚われている？

　……あれだけデタラメな強さだった精霊の女王シイエラミリスが捕まってるってどういうことだよ。

　さらに言えば捕まる理由もわからない。

　神性都市は精霊信仰を放棄した。その時点で精霊の女王シイエラミリスにも興味を失ったのではなかったのか？

「レン」

　顔を上げたそこには、舞い落ちる灰を背景にして立つキリシェの姿が。

「向こう──」

　キリシェが指さす先は、時の始原精霊カナンが示した方角と同じだ。ここからでは、あいにく宙を舞う灰のせいで霞かすんでしまっているが。

「大きな壁があった。空を飛んでみたが終わりが見えない。雲の上まで届くかもしれない壁だ。わたしが引ひっ搔かいても傷つかない頑丈な材質だった」

「……神性都市を守る壁か」

「おそらくな。あの壁の向こうが、語カタリ鳥ドリたちの言っていた『精霊庭園』だと思う。人間でなければ開かない仕組みになっているらしい」

　霊剣ヴィエルジュを肩に提げ、レンは大きく息を吐いた。

　……精霊庭園の正体は。

　……神性都市への入口そのものだったってわけか。

　霞む視界の先にあるという壁が、その精霊庭園に続く扉の役割を果たしているのだろう。

「行くか？」

「様子見だけね」

　先にやらなければいけないことは山積みだ。

　大天使フィアの捜索も残っている上に、そもそもここ隠者の町カナンからの脱出方法もわかっていない。

　だが──

「見ておきたいからさ。神性都市に続く場所が、どんな光景なのか」

　そう応じ、レンは灰かぶりの町を奥へと進んだ。

　この地を守り続けてきた語カタリ鳥ドリさえ通行を許されぬ、禁忌の場所へ。






Intermission　集う者たち






「古いにしえの都……」

　暗雲渦巻く天。

　血塗られたような色の上空からは人間の拳こぶしほどもある雹ひようが絶え間なく降りそそぎ、荒れはてた大地は一面が霜に覆おおわれている。

　今を遡ること三週間──世界は変わってしまった。終しゆう焉えんの島で起きた異変を機に、天界は地に墜おち、冥界は浮上し、海は干上がりつつある。

　だが人々は知らない。

　この世界異変によって起きたもっとも重大な変化は「出現」。

　神かみ代よの時代に栄えた伝説の都が現世に現れたこと。それこそが、この世界異変を象徴する最大の事象に他ならないことを。

「もうしばらく世界録アンコールに執着するかと思っていたが」

　騎き士し王おうゼルブライト。

　赤しやく銅どう色いろの大剣を携えた男が見つめる先は、覇は都とエルメキア。

　都市を覆おおう市壁に取りつけられた扉が閉まっている。本来ならば常に開かれているはずの正門も堅く閉められて開く気配がない。

　これが示すものは、すなわち守護者の不在である。

　覇は都とエルメキアの守護を担う王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが不在。ゆえに覇都の正門が閉じられているのだと騎き士し王おうは理解した。

　ならば旅団パーテイはどこへ向かったというのか。

「なるほど。彼かの都市に向かうことを優先したわけか」

　極ごくわずかに──

　おそらくは本人以外の誰も気づかぬほどわずかではあるが、その言葉に昂こう揚ようが混じった。

「先を越されたな」

　覇都に背を向ける。

　もはや彼の興味はそこにない。

　覇道の具現そのものたる騎士王は、新たなる戦いくさを求めて歩きだしていた。

「神性都市シィエラミリス、か……」





　　　　　






　聖地カナン。

　その中心部に位置する本霊宮の外庭で、エリエスは思いきり声を張りあげた。

「だ、か、ら、来るときは連絡してちょうだいって言ってるでしょ！」

「いやぁ申し訳ない」

「だったらせめて申し訳なさそうな表か情おをするべきよ！……もう」

　背後の部下たちを代表して腕組み。

　とはいえ睨にらみつけても声を張りあげても、目の前にいる剣士がそれで動じることはない。

　人なつこい柔和な微笑。

　だがそれも、こちらが怒ってる時にも飄ひよう々ひようと笑顔でいられてはかえって癪しやくに障さわるというものだ。

「今までどうしてたの。あなたのことだから無事でいるとは思ったけれど、世界がこんなになって以来ぴたりと音おと沙さ汰たが途絶えてたでしょ」

「お互い苦労したようだね」

　飄々とした様子で佇たたずむのは金髪の青年だ。

　剣聖シオン──

　騎士王ゼルブライトと並び現代最強と謳うたわれる剣士が言葉を続ける。

「僕もエリエスと同じだよ。とにかく目の前のことを片付けるので一杯一杯でね」

「どういうことよ」

「この世界荒廃で被害を受けた村を回ってきたんだ。聖こ地このような大都市ならまだ自衛も可能だろうけど、人手の少ない村や町ではそうもいかないだろ？　だから村が立て直せるよう泊まり込みで手伝ってた。徊かい獣じゆうを追い払ったり、隣町から医者を呼ぶための護衛を請け負ったりね」

　一見すればこの上なく地味な役柄だ。

　が、このシオンという男は、そうした陽ひのあたらぬ役割こそを好む節がある。英雄譚たんに載らない日陰の働きこそが自分の使命であると、そう言わんばかりに。

「それから後は、ガブリエと夏蕾カレイとわかれて大陸を回ってた。目的は二つ。一つ目が、世界中の地形が大きく変わったことの確認。そして二つ目が……」

　エリエスに向かって意味深に頷うなずいてみせる。

「キミに会いに来た理由につながる」

「ええ聞いてるわ。今すぐ遠征の準備をしろですって？」

「ようやく見つけたんだよ」

　いくぶん抑えた声でシオンは先を続けた。

「神性都市への入口をね」

「なんですって？」

「それも一つじゃない。世界の中心として栄華を誇っていた神かみ代よの時代に、神性都市は世界各地に入口を用意していた。それが世界異変でいくつも顕現したというわけさ。見つけるのは至難の業わざだったけれどね」

「…………」

「そしてこれは別行動のガブリエからの情報だ。数日前、覇は都とエルメキアから王立七十二階位特務騎士団エルメキア・ダスクが消えた。主力部隊のほぼ全員だ」

　都市が徊獣の脅威に怯おびえている最中に。

　守るべき都から離れてまでも、世界最大の旅団パーテイが向かった先は──

「彼らがどこへ向かおうとしているのかは、言うまでもないね」

「……そういうことね」

　シオンがなぜ急に聖地を訪れたのか。

　世界異変が生じてからの一月近く、この剣士がどこで何をしていたのか。そのすべてをエリエスは理解した。

「ずっと探してたの？　神性都市に向かう方法を」

「うん。なにせ伝説の都だから。一度は行ってみたいじゃない。それに……」

「あら珍しいじゃない。シオンが口ごもるなんて」

「エリエス、この灰は何だと思う？」

　天上を見上げるシオン。

　宙に差しだした掌てのひらで、彼は、今朝から降りはじめた白い結晶を掬すくいとってみせた。

「何って言われても……」

「コレについて思いあたる節が一つある。悪い予感がするんだ」

　手にした灰を見下ろす剣聖。

　……シオン？

　……怒ってる？

　かつてない緊迫感が彼の瞳ひとみに宿っている。

　エリエスがそう気づいたのは、彼が、その左手を堅く握りしめていたからだった。

　冷たい怒り。

　沸ふつ々ふつとたぎる怒りを懸命に鎮めようとする剣聖の姿がそこにはあった。

「神性都市に何かがいる」

「……何か、って？」

「それを確かめに行くんだよ。ここで足踏みして手遅れになるようなことがあれば──」

　シオンが口をつぐむ。

　言うべきか否いなかの逡しゆん巡じゆんを感じさせる一瞬を隔てた後に、彼は続けた。

「今度こそ世界が終わるかもしれない」





　　　　　

















　秘奥領域『────』。

　天井から放射される光は煌きらびやかで美しく、また一切の雑音を排除した静せい謐ひつな空間は、そこに佇たたずむ大天使の麗うるわしき姿と相まって一種の芸術的な美さえ感じられる。

「とはいえ……」

　鎖の軋きしむ音。

「こんな美しい淑女を鎖で繫つなぐのは少々悪趣味だと思いますが。私、こうして乱暴に縛られる趣味はないのに」

　両手を拘束する銀の鎖。

　両足を拘束する金の鎖。

　さらに背中に顕現した天使の翼に幾いく重えにも巻かれた漆黒の鎖。

「完全な閉鎖空間。外部の法力が感じとれないのが厄介かしら。おかげで外の状況がわからない……っと、独り言をくり返すのも飽きてきましたし」

　全身を拘束する縛いましめを冷たい視線で見下ろして。

　大天使フィアは、自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「そろそろ私も動きたいですわね」






Epilogue　世界の終わりの中心へ






　隠者の町カナン。

　かつて神性都市を離れた精霊信仰の信徒たちが興おこした秘境。

　精霊庭園──そう語カタリ鳥ドリたちが呼ぶ場所は、雲を突きぬけて空へと伸びる厳おごそかな壁に囲まれた場所だった。

「キリシェ、ここか？」

「うむ。試しに飛びこえようと飛んでみたが終わりが見えなかった。多分だが、天界よりも高い場所まで伸びてるぞ。なぜここまで酔狂めいた高さにしたかはわからんが」

　先頭をいくキリシェが足を止める。

　聳そびえ立たつ城壁に三方を囲まれた円形の空き地。語カタリ鳥ドリたちも近寄らないせいか、ここは町の中心部よりも大量の灰が地に積もっている。

『あのぉレン様、やはりですが……』

　果てなき高さの壁を入念に調べていた世界録の住人ナスターシヤが、控えめな仕草でふり返った。

『私たち、アルカナ大陸の海底神殿から審門を使ってここまで来ましたよね』

「ああ」

『ということは、隠者の町ここはもうアルカナ大陸では無いはずです。海を越えて転移して、もう私たちは神性都市の目の前まで来ているのかも』

　そびえたつ壁を見上げる世界録の住人ナスターシヤ。

　言おうとしていることは明白だ。

　すなわち、この城壁の向こう側に伝説の都・神性都市シィエラミリスがある。

『い、いよいよ出発ですね！』

「まだだってば。フィア先輩も見つけてないんだから。ただ、一足先に心の準備だけはしておきたくてさ」

　大天使フィアはいまだ消息がつかめていない。

　まず彼女を見つけることが何にも勝る優先事項だろう。

　だが一方で、「次の目的地」として唯一定まっているのが神性都市である以上、そこに至る扉をこの目で見ておきたかったのだ。

　……精霊の女王シイエラミリスが捕らえられてるって時の始原精霊カナンは言ってた。

　……この灰を降らせてる『異物』の正体も気がかりだから。

　神性都市でしか確かめられない真実がある。

　世界録の住人ナスターシヤの先を急ぎたいという気持ちは、レンも同じだ。

「それにしても、ふしぎな材質なんだな」

　城壁の表面に触れてみる。

　レンの指先に伝わってきた感触は鋼鉄の硬さではなく、ゴムのような柔軟な反発力だ。冷たくもなく熱くもない。自分の知るあらゆる金属とも違う。

『これは壁ですが、同時に扉でもあるはずなんです。どこかに扉を開ける機能があるはずなのですが』

「それはコレではないのですか？」

　ルルの一言。

　魔王ヴェルサレムと共に彼女が見つめるのは、広場の隅にぽつんと設置されていた長方形の台座だった。

　……そう。俺も真っ先に目がいった。

　……壁に囲まれた空き地であの台座だけが異様に目立ってるもんな。

　あまりに目立つため罠わなの可能性も考えられた。そのため台座は後回しにして、他に手がかりは無いか探していたというわけだ。

「だけど他になさそうだしな」

『レン様こちらに。語カタリ鳥ドリの話では、この開閉は人間しかできないようです』

　この場にいるのは竜姫キリシエ、先代魔王エリーゼ、氷の将魔ルル、現魔王ヴエルサレムそれに世界録の住人ナスターシヤだ。

　開閉の権限をもつ人間は自レ分ン一人だけ。

　台座に触れようとして。




〝新たな時代にこの地を訪れた者よ──

　神性都市へと向かう者に、我々は一つの警告を残す〟




「壁が……喋しやべった!?」

　地面をふるわせるほどの音で響きわたる厳おごそかな声。

　レンが目の前の台座に触れる前に、別の場所から声が生まれたのだ。

　声の発生源はそびえたつ城じよう砦さいだ。表面の金属に空いた極小の孔あなから、にじみ出るように声が紡がれていく。




〝神性都市の滅亡の記録──〟

〝かつて「光り輝くもの」に対抗するため、異界より召喚された三体の精霊がいた。この精霊は世界に顕現する際に姿を変えた〟

〝現在の「竜」、「天使」、「悪魔」の起源である〟

〝だが我々は気づくのが遅すぎた。制御しきれぬ希望は、絶望と同じということを……〟

〝神性都市を破壊した『三起源』を解きはなってはならない〟

〝この城壁は神性都市を守るものではない。三起源を世界の外部に解きはなつことがないよう封じこめるための檻おりである〟




「三起源……最初に召喚された三種族ってことか!?」

　真っ先にレンの頭を過よぎったものは女神レスフレーゼとの会話だ。旅人の町シャーラに向かう途中で、女神はこう教えてくれた。

　──女神じぶんは天使の中で二番目に召喚された存在である。

　──一番目が何であったのかは知らない、と。

　天界にいるすべての天使は、女神レスフレーゼの翼を犠牲にしてこの世界に召喚された。ゆえに女神レスフレーゼが天使の長であることは事実として揺るぎない。

　だが、いたのだ。

　神性都市でさえ制御しきれぬ「最初の天使」が。

　そして最初の竜、最初の悪魔もまた同じように存在する。歴史の表舞台には登場せず、神性都市の内部に封じこめられていたというのか。

「神性都市を衰退させたのは『光輝く者たち』。だけど神性都市を破壊した張本人は別にいたってことか？　キリシェ、このことは？」

「わたしは知らないぞ。聞いたこともない。竜帝カルラも同じはずだ」

「余も同様だ」

「恥ずかしながら私もです。もちろん最初に召喚された悪魔がいるのは当然ですが、それが神性都市の滅亡にかかわっていたなんて」

　首を横にふるキリシェと魔王。

　初代魔王でもある氷の将魔ルルフオニカさえ、驚きを隠せない表情で城壁を見上げている。

「レン、その三起源とやらと『異物』は同じか？」

「たぶん別物だと思う。確信はないけど、もしそうなら語カタリ鳥ドリだってわざわざ異物だなんて呼ばないで三起源って言うだろうからさ」

　つまり神性都市に眠る未知の相手は四体。

　精霊を脅かす『異物』。

　神性都市を破壊したという三起源。

　……まだそんな得体の知れない奴やつらが残ってるのか。

　……神性都市で待ちかまえてる。

　レンが拳こぶしを握りしめる前で、天を衝つく城じよう砦さいの「声」が再び大気を震わせた。





















〝『無限に解体する畏い怖ふ：天災アズラレイズ』〟

〝『永久に侵食する暴力：始祖獣ネビュラ』〟

〝『底無しに歪ゆがんだ未知：巨夢魔オルネート』〟




〝神性都市に封じられし三体の絶望を、解きはなってはならない〟






あとがき









　──精霊戦。英えい勇ゆうの戦いの、その先へ。




『世界の終わりの世界録アンコール』、手にとってくださってありがとうございます。

　今回の秘境テーマは「忘れられた地」。歴史にうずもれた古いにしえの隠れ里に至るわけですが、そんな８巻は氷の将しよう魔まルルが表紙を飾ることになりました。

　７巻で旅した女神と交代し、ルル＆魔王という冥界きっての賑にぎやかな（お騒がせな？）パーティ編成を楽しんで頂ければ幸いです。

　次巻、いよいよ神性都市へ。さらに一風変わったパーティ編成にもご期待ください。

　さて。ここでお知らせを二つほど──

　一つ目。

　この小説８巻と同日、雨う水すい龍りゆう先生によるコミック版『世界録』２巻が発売となります。山場であるアシェンディア戦を中心に、一巻よりさらにパワーアップした美麗な作画となっております。素敵ですよー（今すぐ本屋さんの漫画売り場へ！）。

　さらに二つ目。

　次巻、『世界の終わりの世界録アンコール』９巻は来年１月頃の予定です。と同時に……来年１月、細さざ音ねは、実はもう一つ新作を準備しております。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡ新レーベル『Ｎｏｖｅｌ０』より。

　２０１７年１月13日（予定）。新作『────（タイトルは後日のお楽しみに！）』。

　小説：細音啓けい。

　イラストレーター：ふゆの春はる秋あき。

　嬉うれしいことに『世界の終わりの世界録』と同様、ふゆの春秋先生とコンビを組んでの新作です！　面白い物語にできた手て応ごたえがありますので、『世界録９』の発売をお待ちいただく間にぜひぜひ、読んでみてもらえると嬉しいです。

　というわけで来年１月は二作刊行！

　１月13日発売予定の新作、１月25日発売予定の『世界録９』の二つになります。どちらも全力で取り組んでいるところですので、ご期待いただければ幸いです。

（新情報は細音のtwitterでもお知らせいたします──https://twitter.com/sazanek）

　それではまた、お会いできますように！





八月半ば　雨音を聞きながら　　細音　啓

















特別付録　書き下ろし短編







「怪物だ！　法術部隊、急げ！」

「新種の徊獣か!?」

　精霊信仰の聖地カナン──その門前で兵たちが怒号を上げた。市壁の奥からもカナンを守護する旅団パーテイ『カナン巡礼聖教船』の部隊が集まってくる。

「む？　おかしいなルルよ。怪物とやら、余にはどこにも見あたらないが」

「魔王様。おそらく私たちのことを指しているのかと」

　そんな警戒態勢を前に、顔を見合わせるのは二体の悪魔だった。

「いえ。怖がられてるのはもっぱら魔王様ですか」

　雹まじりの風に青髪をなびかせる少女ルル。

　その儚げな面立ちと華奢な体つきは人間の少女とそっくりだが、これでも冥界の最上位悪魔たる氷の将魔である。

「私はほら、見た目は人間とあまり差がありませんし」

「余も普通の外見ではないか」

「魔王様の『普通』は悪魔基準ですから」

　漆黒の怪物……と、兵士たちから睨みつけられているのは冥界の魔王ヴェルサレムだ。青髪の少女という外見のルルと対照的に、こちらは巨大な尾と角が嫌でも獰猛な獣を想起させる。

「──悪魔？　はるか地底から這い上がってきたの？」

　多くの部下を連れて前に出たのは一人の少女だった。

　遠目にも目立つ金色の法衣をまとい、驚くべきことに二体の精霊を従えている。

　風の始原精霊シルフと水の始原精霊ウンディーネ。どちらも古代から存在を知られた精霊ではあるが、精霊と交信できる人間は現代にはほとんど存在しない。

「ここは地上。そして人間の都よ。あなたたち悪魔のいる場所ではないわ」

「驚かせてしまったことは謝ります。魔王様がこんな怖い外見のせいで」

「おいルル……」

「私は氷の将魔ルル。そしてこちらは冥界の魔王ヴェルサレム様です」

　隣で何か言いたげな魔王の呟きは聞こえなかったフリ。

　そんなルルが言葉を続けようとしたところで。

「お帰り願おうかしら」

　ぴしゃりと、金色の法衣を羽織る少女がルルの声を遮った。

「以前にこの地を襲った悪魔がいたわ。それ以来、私も兵たちも悪魔を警戒しているの。何の用で現れたのか知らないけど──」

「古代詠唱士エイシェンターの聖エリエス様ですね。レン様から話を窺っております」

　エリエスと呼ばれた少女が目をみひらいた。

　偽英勇レン。氷の将魔ルルが口にした名は、かつて聖地を訪れ、そしてエリエスの命を救った少年のものだったからだ。

「レンを知ってるの!?」

「はい。どうかお話だけでも。このとおり私たちに敵意はありません」

　ルルが、深々と頭を下げる。

　悪魔が人間に対して示す態度としては、破格と言ってもいい敬意の表れだろう。

「……要求は？」

「お茶を一杯いただけますか。地上で迷子になってしまって歩きっぱなしで。私は砂糖を一つまみ。魔王様はミルクを入れていただけると幸いです」

　まだ不審そうな目つきのエリエスに、青髪の悪魔はふっと微笑をにじませた。

「その後は、少し大事な話をいたしましょう」

「話の内容にもよるわね」

「世界の終わりについて。人間も天使も悪魔も竜もすべてに等しく降りそそぐ世界の災厄について。余の知るかぎりを話そう」

　答えたのは魔王ヴェルサレム。

　冥界ですべての悪魔を牽引する頭首は、低く響きわたる声でもって続けた。

「どうやら人間おまえたちも悪魔われわれも、争っている時間はないらしいのでな」


──『世界の終わりの世界録』




八巻へ続く











　著者

　細音啓（さざね・けい）

　　この８巻と同日に『世界録』コミック２巻も発売です。

　　小説からコラボＣＤ、ドラマＣＤ、そしてコミカライズと、世界が広がっていくことは最高の刺激です。

　　……小説側もがんばります！




　イラストレーター

　ふゆの春秋（ふゆの・はるあき）

　　イラストレーター。ライトノベルをはじめ、多数の作品の挿絵を手がける。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ふゆの春秋
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